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巻 頭 言

謹んで新年の御挨拶を申し上げよす。

21世紀を目前に控え， 世界は政治・経済の激動に示さ

れるように変革の時代の真っただ中にあり， 一段と不透

明さを増してきております。 特に， 最近の急速な円高並

びに構造不況により， 企業環境は大変厳しい状況に罹か

れております。

このような時こそ， 当社は総合電機メ ー カー としてむ

しろ碁礎体力を付ける絶好のチャンスととらえるととも

に， 高度な技術力に裏付けられた強い製品 ・システムを

生み出すための研究開発の重要性を更に高める機会と認

識しております。

当社では毎年， 新年に
“

技術の進歩特集号
”

を出して

おりますが， 本年は装丁も一新しました。 ここでは， 過

去1 年間の主要な研究開発成果とトピックスを紹介いた

します。

研究・開発分野では， 世界最高出力の固体グリ ー ンレ

ー ザの連続発振の成功や， 世界最高性能の内部改質溶融

炭酸塩型燃料電池の開発が挙げられます。 次世代の情報

処理デバイス ・ 機器としては， 12ビット100k FLIPSフ

アジ 一 推論プロセッサや， ハ イパ ー メディア技術による

図面情報検索システム， 及び人工網膜チップ内蔵インテ

リジェントカメラなどの新技術を開発しました。 電子機

器としてC帯デュアルビ ー ム地球局アンテナやW帯MM

IC一体化送受共用反射鏡アンテナの開発も進めました。

電力及びエネルギ ー 関連機器 ・ システムの分野では，

100万V変圧器を開発したことが特箪されます。 また，

世界で最初にゲ ートタ ー ンオフサイリスタ変換器を励磁

装置として採用した可変速揚水発電システムの実用化や，

従来の集中型システムでは得られない機能拡張性と， 高

いレスポンスを実現した分散型の給電所総合自動化シス

テムの製品化を行いました。

産業及びFA関連機器 ・ システムの分野では， 鉄鋼，

紙など工業プラントにおけるシステム構築の容易化を図

った情報制御システムを完成したのを始め， 加工 ・ 組立

産業を中心に生産管理の高度化と制御の分散化に対応し，

上位コントロ ー ラから下位のシー ケンサまで製品系列の

充実を図りました。 また， 物流現場での自動化 ・ 省力化

に対応し， 厚板切断用炭酸ガスレー ザ発振器や小規模か

ら大規模システムまで適用可能な荷積み用ロボットシス

テムなどを開発しました。

ビル／公共関連機器・システムの分野では， 横浜ラン

ドマー クタワ ー で世界最高速(750m／分）を達成した

超高速エレベ ー ター を実現し， 7万点にも及ぶ管理点数

を処理する国内最大級のインテリジェントビルシステム

の製品化を行いました。 その他， 環境対策機器として特

定フロンからHFC134aへ冷媒を転換した大型水冷式ス

クリュ ーチラー を完成しました。

交通分野では， 磁気浮上式鉄道山梨実験線向けの開発

が最終段階を迎え， 地上コイルを始め各構成機器の製作

を進めています。 一方， 新幹線用安定電源装置としては，

世界初の自励式インバ ータを適用した電圧変動補償装置

SVGを完成し， また， 電気自動車用として駆動用三相

誘導電動機や駆動用制御装置などの主要コンポー ネント

を開発し， 排気ガスのない車の実用化に貢献しました。

半導体と電子デバイスの分野では， マルチメディアな

ど新市場の出現が予想される中で， 衛集積化に加えてシ

ステムオンチップの開発の時代を迎えようとしています。

大容最メモリでは， 多ビット化・低電圧化を図った64M

DRAMを， 映像 ・ 画イ象用では第二世代MUSEデコ ー ダ

、
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用LSIと画像圧縮・伸張LSI及び動きベクトル 検出LSI

などを開発しました。 また， 今後飛躍的に市場が広がる

移 動体通信 分野向けに通信 用周波数シンセサイザ部P L

LIC, GaAsMMICの開発も進めてきました。

宇宙開発と衛星通信の分野では， 地球観測技術衛星

(ADEOS)絨測機器及び受信設備の開発技術 試験衛

星(ETS-VI, ETS-VII) 搭載機器の開発， 通信放送技術

） 衛星(COMETS)搭載通信機器の開発 ス ペ スフ フ

イヤユニット(SFU)の試験完了・ 運用準備に寄与し，

一方， 将来の大型通信・放送衛星 用の大型展開アンテナ

の開発を行いました。

情報と通信の分野では， ハードディスク内蔵の業界最

小サイズ(1.4kg)のペンコンピュ ータAMI TY， マル

チメディア環境に対応するクライアント・サー バコンピ

ュ ータapricotワ ークステーションXEN-LS II, 170万ト

ランジスタ規模のCMOS-V LSIを使用したMELCOM

80/GSファミリ ーの最上位機， さらに， システムコ ー

ドレス電話MELw A VEmini, 米国R&DlOO賞受賞の超

高速電送感熱 G 3ファクシミリFA-8050など多くの新製

品を開発しました。

映像情報関連機器· システム 分野では， 36インチワイ

ドテレビや第二世代MUSE用 LSIを搭載した ハイビジョヽ
ノ ンテレピ及び大画面・高輝度表示の100インチ品精細リ

アプロジェクタを開発しました。 また， 美術館など ハイ

ピジョンミュ ージアムとしてHD静止画ファイル装匹や，

通信衛星のKuバンドで伝送できるMPEG2圧縮アルゴ

リズムに基づいた ハイビジョン衛星伝送システムを開発

しました。

家電関連機器・システムでは， オゾン層を破壊しない

冷媒HFC134aを用い， かつエネルギー 効率を改善した

C•C•C• 

常務取締役開発本部長

工学博士 大野榮一

冷蔵庫 用圧縮機を開発しました。 また， 人体検知センサ

を搭載したエアコン， ひとつのキ ーでマイクロ波加熱と

ヒ ータ ー 加熱を自動的に選択するオー ブンレンジ， 上段

棚位置を女性の目線にした 5 ドア冷蔵庫， ホ ースの付け・

外しの手間をなくしたふとん乾燥機などを開発しました。

本年の経済見通しは， 引き続き円高， 貿易不均衡とい

う厳しい環境の中で推移すると予想され予断を許しませ

ん。 このような状況下において， 当社といたしましては，

マルチメディアシステムや 新エネルギーシステムなどの

新しい市場の開拓と， 現行事業の競争力強化による発展

を目指して 新たな気持ちでまい進いたします。

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

） 
C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

3



、、
L ン1ン炉^;--

・v
-
�

＇，
ぞ�

l 

世界最高性能の内部改質溶融炭酸塩型燃料電池

研究 ． 関発

、 ／

高効率（送電端で55％以上）の次世代発電装置を目指して

内部改質溶融炭酸塩型燃料電‘也の研究を進めている。新エネ

ルギー ・ 産業技術総合開発機構(NEDO)委託研究の 5 kW

級スタックで世界最長1万時間 （約1年2か月）の発電に成

功した。

このスタックは，電極面積5,0 16c面の単電池を 10枚積層

し，燃料 極のガス流路内に改質触媒を充てん（填）した直接

内部改質方式である。燃料極のガス流路を2 分割し，燃料ガ

スの流し方を折り返すリター ンフローを採用することで，

ス流量分配の均ー化と電池面内の温度分布を調節できる。燃

料利用率80%，電流密度 150mA/cm2 ,大気圧の運転条件

で平均セル電圧778mVを示すとともに， 1万時間の発電に

おける電圧低下も40mVと，世界最高7栢焦の特性であった。

このスタックの設計思想を踏襲した 30kW級スタック(57

セル）で，平成5年 10月に行われた工業技術院の中間評価

に合格した。今後，更なる特性向上と長寿命化を目標として，
ニュ ーサンシャイン計画の中で改良型内部改質の研究開発を

ガ

ヽ
j

5kW直接内部改質スタック

進め，平成9年度に200kW級スタックで性能を実証する予

定である。

12ビッ ト1 OOkFLIPSフアジ 一 推論プロセッサ

自動車工ンジン制御等の高速制御分野にファジ一推論を適

用することを想定して，12ビットlOOkFLIPS (Fuzzy Logi­

cal Inference Per Second)のファジ一推論プロセッサを開

発した。この推論速度は，従来の汎用マイコンの 100倍に相

当し，適用領域を大きく広げることができた。

推論速度の向上のためにadd/divide 演算アルゴリズム

の改良，前件部処理と後件部処理のパイプライン化を行った。

特に演算アルゴリズムの改良により，後件部処理の効率化を

行い，小面積 ・ 高速化が達成できた。

このプロセッサは，最大 16 のデータ入力数を持つルー ル

が処理可能で，Min-Max— 重心法を用いて推論を実行する。

ルールの処理を邸速化するために，ル ールのグレ ー ドを効率

良く計算するル ー ル命令と，30,000種類以上のメンバー シ

ップ関数を高速に発生する専用のメンバーシップ関数発生器

を設けた。さらに，推論結果の信頼性を評価するために，分

散の計算を併せて行う構成を採った。分散計算用のハ ー ドウ

ェアは，推論結果を算出する重心計算用のハー ドウェアと共

有化し，チップ面積の増加を抑えた。

このプロセッサは，1 µmCMOS プロセスを用いて86,000

トランジスタが7.5mm X 6.7mm のチップ上に集積され，

電源5V ・ クロック周波数 10MHzで動作する。
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ハイパーメディア技術による図面情報検索システム

ヽ
�

従来の図面検索システムでは図面ごとに付加された属性情

報をキ ーとして検索を行うため， 図面の記載内容に関連する

情報を容易に検索することができなかった。 そこで， ハイパ
ーメディア技術を応用して， 従来のキ ー検索だけではなく，

図面の記載内容に関連する写真やより詳細な図面などの情報

を容易に検索できる図面情報検索システムを開発した。

この検索システムは， ハイパーメディア技術を応用したも

ので， イメー ジ図面の上に描かれた道路や設備などの自由形

状の記載内容に， 関連する情報（図面・写真・属性情報な

ど）をマウス操作のみで容易に関連付けてデー タベースに登

録することができ， また， その関連を順次にたどってデー タ

ベースから必要な写真や図面を容易に検索することができる。

さらに， このシステムは既存応用システムに接続して関連

検索機能をその応用システムに容易に付加することができる。

設備管理システムなどへ接続することによって， 複雑に関連

する図面清報を容易に検索する機能をそのシステムに付加す

ることができ， より高度な設備管理業務が可能となる。

検索結果表示画面

C帯デュアルビ ー ム地球局アンテナ

日本電信電話（梯(NTT)では， 地上網と衛星通信網を統

合した衛星中継網方式を既に実用化しているが， 今後のサー

ピス拡大に向け， 離島設置用のC帯(4/6GHz帯）デュア

ルビ ーム地球局アンテナを開発している。 当社は， このアン

） テナを NTT無線システム研究所の指導によって製造し，

納入した。

このアンテナは， 地上から見て4.5
゜

離れた二つの通信衛

星CS-3a, bに同時にアクセスするデュアルビ ームアンテ

ナで， 二つのビ ームに共通の一組の主・副反射鏡と， 各ビー

ムに独立な2枚の補助反射鏡とから構成される。 主反射鏡を

パラボラ面， 副反射鏡を修整面とすることにより， 二つのビ

ームともに55％以上の開口能率を持つ高能率デュアルビ ー

ムアンテナを低コストで実現している。 サイドロ ープレベル

も十分イ尉咸されており，CCIR勧告を満足している。 また，

各補助反射鏡を駆動することにより， それぞれの衛星を簡易

に捕そく（捉）できる。

さらに， 実開口径を6.3m x 5.7mに抑えることによって

分割して飛行機による運搬を可能としたこと， 主反射鏡を水

平設置することによって耐風速90m/sを実現したことによ

）
 

大型回転台で電気特性測定中のアンテナ(NTT提供）

り，一離島に設置可能な構造を実現している。
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電力及ひエネルギ一閲連機器・システム
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1川］0kV(UHV)送変電機器

東京電力（椋では， 将来の電力の安定した送電のため， 21

世紀初頭にl,OOOkV送電を開始する計画であり， 既に送電

線の一部のルートは建設に至っている。 また， 新榛名変電所

構内のUHV機器試験場に実器相当設備（実証器）を設置し，

平成7年度から実証試験を実施する計画である。

当社はこの計画に対応して変電機器の開発を進めているが，

既に製作を完了し据付け段階に入っている変圧器をはじめ，

GIS, 保護・制御機器の開発状況を以下に紹介する。

変 圧 器

l,OOOkV変圧器の製作に先立ち， 実規模モデルによる厳

しい条件での特性確認など種々の試験を実施し， 性能及び信

頼性を確認した。 加えて変圧器製作において， 各工程にクリ
ーン化技術を取り入れ， 品質管理を強化して信頼性の向上を

図った。 このように製作された実証器は， 工場内で各種の試

験を完了した後， 現地へ向けて出荷した。

このl,OOOkV変圧器の主な特長は次のとおりである。

(1) 高電圧・大容羅に適した外鉄形構造を採用， 高効率化と

コンパクト化を合わせて実現

(2)本体は， 2タンク分割構成とし， 輸送条件をクリア

(3) 1次， 2次， 3次の各端子は， ガス母線によりGISと

接続， 気中絶縁部分を無くした省スペース構造を採用

G I S 

l,OOOkV GISは，500kV器の設計思想をベースに，1,000

kV系統特有の技術課題に様々な角度から検討を加え， 信頼

度の向上を図りつつ縮小化，経済性との協調をとることを設

計の碁本とした。 現在開発・検証中の各機器の特長は， 次の

とおりである。

(1)遮断器

新開発の500kV 1点切り消弧室をベースとした2点切り

構成。 開閉サージ抑制の抵抗投入・抵抗遮断方式の採用

(2) 断路器

断路器サージ抑制抵抗体付き。 また， 遮断器再閉路動作間

に確実な故障点消弧を行う高速接地装置を開発

(3)避雷器

酸化亜鉛素子の4並列構成。500kV避雷器の2倍よりも

格段に低い保護レベルを達成

(4) 変成器

縮小性， 耐サージ性に優れた光PD方式を採用

保護・制御

l,OOOkV系統では， 長距離大容量送電線や2タンク分割

構成による大容量変圧器など， 従米にない系統特性や機器構

1,050／沢l kV 3, 000/3MVA変圧器の外観

日` ̀ ̀ ` t 2 2 

z：こ
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1,000kV GIS温度上昇試験状況

コi
次世代デイジタル保護リレ ー

成に対応する保護・制御装置が必要となる。 これに対し高速

接地消弧式再閉路， 並列巻線間電流比較方式変圧器保護， 空

心CTを使用した母線保護など， 新しい技術， 方式を採用

した実証器を開発し， 製作中である。 この保護・制御装笛に

は次の特長を持った
“

次世代ディジタルリレ ー
＂

を開発し，

適用している。

(1)保護リレー機能の高度化のためのアナログ入力部の高精

度化， 処理能力の向上

(2) 一層の信頼度向上のための自己診断機能の強化

(3) 運用保守性向上のためヒュ ーマンフレンドリーを指向し

たマンマシンインタフェ ースの高機能化

ヽ
ー
ノ

ヽ
ノ
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東京電力（株川崎給電所納め設備総合自動化システム

ヽ
ー
ノ

電力の安定供給を目的とした電力系統の運用・運転には，

確実性・迅速性・安全性が強く要求されっ コ ンピュ ータ技術・

情報伝送技術を取り入れた給電自動化システムの構築に当た

っては， 高いレベルの品質と性能の実現が要求される。

頭記システムの設計・製作に当たり， システム構成として

制御用計算機に最新機種である MELCOM350-60/ARを

使用するとともに， マンマシンインタフェースに EWS(RI 

SCプロセッサ）を適用した。 これにより， 従来の系統制御

において主流であったリアルタイム OS(M60)を用いた集

中型のシステム構成では得られない高いレスポンス性能を確

保し， また， UNIX, 分散型をベースとしたシステム構成

を実現し， 顧客からの将来の機能増強に柔軟に対応できる拡

張性のあるシステムを完成させた。 以下にこのシステムの主

な特長を示す。

(1) 給電自動化システムのソフトウェア機能を， MELCO

M350-60/AR上のリアルタイム系OS, UNIX系OS,

及び RISCプロセッサ上のUNIX系OSに最適に機能配置

し， UNIX系の高速演算性を活用して， 事故時・平常時の

系統監視盤と指令台

操作手順作成等の裔速化を実現した。 また， RISCプロセッ

サによるマンマシン分散システムの構築により， 複数指令卓

同時オペレーション， さらには事故発生時等の高負荷時にお

いても， 平常時と同様の高応答性を実現した。

(2) CPU, コ モンメモリ， ディスク， データウェイ等主要

ハー ドウェアの二重化により， 高信頼 ・ 高稼働率システムを

実現した。

可変速揚水発電システムの開発と北海道電力（株
高見発電所への適用

)
 

電力系統の中に占める原子力発電の比率力消り大するにつれ

て， 夜間の周波数調整容量の不足が予想される。 このため，

） 揚水運転時の回転速度を可変速制御して発電電動機の入力を

制御する司変速揚水発電システムの開発・実用化が進められ

てきた。 当社では， 昭和60年から可変速揚水発電システム

の研究開発を行っており， この成果を平成 5年4月に営業運

転を開始した北海道電力（杓高見楊水発電所2号機に適用し

が�o 

発電電動機の構造は従来の同期機とは全く異なる構造で，

巻線形誘導機と類似であり， 3 00MW級の大容量発電電動

機としてのモデル試験等の検証を経て実機を製作した。 可変

速揚水発電システムの励磁装置には， ゲートターンオフサイ

リスタ(GTO )変換器が採用されており， このプラントは世

界で初めて GTO変換器を実用化した発電揚水プラントとな

った。 GTO変換器は高調波を抑制するために3レベルイン

バータ方式を採用しており， また， スナバエネルギー回生に

よって変換器効率の向上を図っている。

GTO変換器は， サイクロ コ ンバータ方式に比べて電源力

ロ ー タ吊り込み中の可変速発電電動機

率を1に制御できるため， 電源設備の小容量化が可能である。

GTO変換器及び制御装躍もモデル試験による検証を重ねて

製品化を実現した。 プラント制御装置は， シー ケンサ ・ ティ

ジタルガバナ・デイジタル励磁装躍にDCN-90形プラント

コ ントローラを適用し， 光通信でネットワ ークさせ， 可変速

システムのあらゆる運転パターンに適用できる最新制御シス

テムを構築している。

7
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炭酸ガスレ ー ザ発振器F3シリ ー ズ

産業及びFA関連機器 ・ システム

、
ノ

切断加工の高速化，切断品質の安定化， 消耗品まで含めた

総合ランニングコストの低減を図り，一層の総合稼働率の向

上を実現した切断用炭酸ガスレー ザ発振器F3シリー ズを開

発した。

F3シリー ズは，レーザ発振出力 （連続波）が定格O.SkW ,

1.3kW, l.6kWの3脚通をラインアップしている。 従来好

評を得ている＜ （矩）形状・高ピークのパルス出力，高速パ

ワ ーセンサにより，高い出力の安定度 （士1％以下）と出力

の高速応答性，高出力機では類を見ない低ランニングコスト

のガス封じきり方式を備えている。 また，0．8kW機と1.3

kW機には理論的にも実用上でも集光性の優れたシングル

モードを， l.6kW機には高出加寺に掛かる光学部品の熱ス

トレスを軽減し，実用上で最高の集光性を誇る低次モードを

適用している。

主な特長は次のとおりである。

(1)低次モードの採用(l.6kW機）により，厚板切断での高

い加工安定性， 能力向上を実現

SS400, 12t切断最衛速度 従来比40％アップ

(2) 定格出力をl.3kWにレベルアップ

．
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レ ー ザ発振器F3シリ ー ズ(3016F3)

SS400, 9t切府漬支高速度 従来(l. 2kW機）比10%

アップ

(3) 発振器のキーパー ツの長寿命化を実現 （従来比約2倍）

F3シリー ズは，高速高精度の32ピット加工機HCシリ

ー ズ及び三次元加工機HTシリー ズの発振器として適用が

可能である。

電気計装コントロ ー ルステ ー ションMELTAS E|450, E|650 

民間製造業の生産システムにおけるCIM システムの中核

を担う統合情報制御システムMELTASは，E（電気），I

（計装）のプロセス制御の統合を國り， さらにC（計算機）と

の融合を図った制御システムである。 このMELTASの電

気計装コントロールステーションとして， 中小規模システム

ユ ースのデスクサイドタイプEI 450, 大規模システムユ ー

スのキュ ー ビクルタイプEI650, を新シリ ー ズとして完成

させた。 この特長は次のとおりである。

(1) 既設MELTAS同様EI650/EI 450のいずれも，必

要に応じてCPU／ 電源／EICシステムバス／ IOバス／AI

0カ ード等の二重化構成が可能である。

(2) 新／既設MELTASは， 同一EICシステムバス上に混

在して接続でき， 通信アプリケーションソフトウェアフリー

で自由な通信ができる。

(3) 新／既設MELTAS間ではソフトウェア(S/W)の上

1立互換を実現しているため， 既存S/W財産の継承が可能。

(4) 計装のフィ ードバック制街職能やシーケンス制1期幾能は，

汎用パソコン(DOS/V, AX)を使用して， 計器リスト／

計装ルー プ図／フロ ー チャ ート等の仕様を入力するだけで

S/Wへの自動展開が可能であるほか， 入力した仕様上で

S/Wの実行状態やプロセス状態のオンラインモニタリング

が可能。 また， 計装ループ図やフロー チャ ート単位での部品

管理が可能であり，類似プラントヘの流用が簡単に行える。

MELTAS El 450/650 

計装ル ー プ図／

フロ ー チャ ー トエデイタ画面

ヽ
ノ

ヽ
ノ
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パレタイズ用ロボットシステム
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製造 ラインの最終工程のコンベヤから搬送用のパレットに

製品を積み込む作業（パレタイズ）を行うロボットシステム

として，導入・操作の簡易化を図ったシステムパッケ ー ジを

開発し，製品化した。

これは，当社RH-T形パレタイズロボットにハンドやコ

ンベヤ等の周辺機器と運用ソフトウェアを組み込んだ専用の

ロポットシステムで，納入済みの実例を分析し，想定される

利用形態の機器配置，積込みパターン等を決め，システムパ
ッケ ー ジとして完成したものである。主な特長は次のとおり

である。

(1) 小規模から大規模まで，7 種類のシステムパッケ ー ジを

設定

(2) 対話式タッチパネル付き制御墜の採用により，電源を入

れパネル画面上の開始ボタンに触れるだけで，ロポット

力珠責込み匪州乍を開始する等，操作を簡易化

(3) コンベヤ上の製品取り出し位置1点とパレットの位置，

方向を決める 3点を教示するのみで，システムの立ち上

げが完了

(4) 専用の翻卸装罹にロボットの動作，積込みパターン等が

パレタイズモデムシステム

あらかじめ登録されているので，これらの中から必要な

データをタッチパネルの画面上で選択するだけで段取り

変更が可能

(5) 最大 30品種，重量 245N (25 kgf)までのカ ートンを，

最大15種類の積込みパターン，300-600回／hの速度

でパレタイズが可能

(6) 製品ごとの積込み総数やパレットの払出し枚数等の生産

情報のモニタが可能

新シリ ーズ小型汎用インバ ー タ

汎用インバータは，その適用範囲の拡大に従って，ますま

す小型化と低価格化が求められている。

） このような市場の動向を背景として，超小型で使いやすさ

を特長とした汎用インバー タFR-U 100シリーズ(0,1 ~1.5 

kW)を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1)金属基板技術の応用により，従来比70％と業界最小の

サイズ（取付面積70mm X 130mm)を実現

(2) 6個のキー操作で，運転・モニタ・パラメ ータ設定など

が可能な簡単操作

(3) 幅広い用途への対応を可能にする豊富なバリエ ーション
(a)標準機能シリーズ：超小型で経済性に優れ，小容量機

械に最適

(b) 多機能シリーズ：機能選択入力端子や，運転状態出力

端子，晋報le接点出力端子などを備え，多段速運転

やブレーキ付きモータの運転など多様な使い方が可能

(c)低騒音シリーズ：高キャリアPWM制御で低騒音運

) (d) ：甘 lOOV/200Vシリ ーズ：単相電源入力で，三相

I

r
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小型汎用インパータFREQROL-Uシリ ーズ

zoov のモー タドライプが可能

(e) 全閉鎖構造への対応：異物の侵入 を防止するJEM

1030 IP40構造品も製作が可能

(f) 多機能・低騒音シリーズや多機能・単相電源入カシリ
ーズなど，各仕様の組合せ品も製作可能
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横浜ランドマ ー クタワ ー 向け世界最高速乗用エレベ ー タ ー

ビル／公共閲連機器・システム

ヽ
ノ

平成5年7月にしゅん（竣）工した横浜ランドマークタワ
ーは， 衛さ296mで，243mの東京都第一本庁舎を抜いて高

さ日本一のビルである。 当社は， 速度750m/min（世界最

闇速）の乗用エレベーターを横浜ランドマークタワ ーに3台

納入し， 現在， 順調に稼働中である。 このエレベーターには，

高性能・省 エネルギーなど優れた特長を持つ最新のインバー

タ制御方式を適用した。

走行中の安全性確保とともに， 振動と風音（エレベーター

の移動によって生じる空気の流れが引き起こすかご内騒音）

を抑制し， 快適な乗り心地を実現するために， 多くの新技術

を開発した。 このエレベーターの主な特長は， 次のとおりで

ある。

(1) 速度750m/min の高速走行を実現するために開発した

定格出力120kWの交流電動機を直結した大型巻上機， 並列

駆動方式を用いた大容量インバータ， さらに， 高速・高揚程

のエレベーターに適した高精度な速度パターン方式により，

快適な乗り心地と安定した走行性能を実現した。

(2) 耐摩耗性・高温特性に優れた特殊セラミックシュ ーを使

用した非常止めとストローク4,000mmの油庄緩衝器を開発

し， エレベーターの安全性を確保した。

(3)新流線形カバー， 吸音二重床を備えた新かご室構造によ

り， 走行中の風音を従来の超高速エレベーター並みに低減し

た。

(4) 高精度なガイドレール， 新型ローラガイド等の横振動低

減技術を適用することにより， 走行中の振動を低減した。

新流線形カバー実装かご室（模型）

エレベータ ー のかご室内部

横浜ランドマ ー クタワ ー 向けインテリジェントビルシステム

）
 

）
 

三菱地所（株）が横浜みなとみらい21に建設した日本一の超

高層ビル横浜ランドマークビルに， 最先端技術を駆使したイ

ンテリジェントビルシステムを納入した。 このシステムは，

フロアを単位として空調／照明／防災／防犯等の各種設備機

器の運転制御を分散処理し， これらをセンターで総合管理す

るフロアコントロール方式によるビルオ ートメ ーションシス

テム， 非常電話／保守電話／携帯電話を統合した管理業務用

通信システム， フロア設置キ ー ボックス方式を基本とした防

犯管理システム， サ ーバ／クライアント構成を採用した建

物／設備の総合的な保全管理システム等から構成されている。

これらのシステムは， 個々に日本で最先端最大規模のシ

ステムであるとともに， システム相互間をネットワ ークで結

びトータルシステムとして機能させることで， ビル運営管理

業務の一層のレベルアップと効率向上を図り，1井せてビル利

用者の利便性， 安全性の向上を実現した。

防災センタ ー ）
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HFCl 34a対応大型水冷式スクリュ ー チラ ー
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特定フロン( CFCs)の1995年末全廃に加え， これまで監

視対象であった指定フロン(HCFCs)も2029年末には全廃

カ昧定されるなど， フロン規制は今後強化されていくだろう。

そこで， オゾン破壊係数が0 であるHFC系冷媒
“

HFC134

a"を使用した熱源機として， 水冷式大型スクリュ ーチラー

シリーズを業界で初めて開発した。 ユニットの心臓部には高

信頼性を誇る半密閉形リキッドインジェクション方式シング

ルスクリュ ー圧縮機を搭載している。

特長は次のとおりである。

(1) 冷房専用からヒ ートポンプヘと幅広い温度範囲に対応

(2)標準仕様で温水60℃の取り出しが可能

(3) 容量としては130 - 600USRTをラインアップ

大型水冷式スクリュ ー チラ ーCWX-1606A形

競艇場向け対岸総合情報表示装置

近年， 公営競技場では観客へのサービス向上のため， 大型

映像を主とした各種情報表示装置の導人か積極的に図られて

いる。 今回， オッズ， 票数， 着順などの投票・審判系情報の

表示部（オッズ・確定盤）と， 選手成績などの競技系情報や

各種映像を表示する大型映像表示部（オーロラビジョン）を

組み合わせ一体型とした国内で初の総合情報表示装置を
“

び

わこ競艇場
＇

に納入した。 このシステムは， 場内のホストコ

ンピュ ータとのI/F により， 多種の情報の自動表示が行え

るのを始め， オッズ・確定盤の故障時は大型映像部でバック

アップ表示が行えるなど， 一体化することによって数々のメ

） リットを持った麟装置となっている。 また， 表戸点の意匠

も琵琶湖の景観に溶け込むよう形状， 色など特別な配慮がな

されている。

ぴわこ競艇場納め総合情報表示装置

神奈川県防災情報ネットワ ー クシステム ―-AVシステム ―-

）
 

災害発生時の状況把握， 対策検討， 指示伝逹， 支援要請な

ど一連の対策活動を支援するAVシステムを開発した。 高

精細ディスプレイ， マルチメディア操作部など最新技術を取

り入れた先進的なシステムであり， 以下の特長を持っている。

(1) 使用目的に対応した各種サイズの高精細ディスプレイを

配するとともに， 周波数が異なる複数の映像も1台のディス

プレイで表示可能とした。

(2) 従米の操作卓の機能をワ ークステーション上に集約， 映

像のモニタ・切替え， 関連機器操作を集中化し， 操作環境を

向上させるとともに， 省スペース化を実現した。

(3)各会議卓には昇降式モニタ， マイク， 電話機等を内蔵さ

せ， 卓上での映像•音声提供， 通話等の機能を可能とした。

災害対策本部室全景

11 
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交通

営団有楽町線07系新形式地下鉄電車 戸
--

ヽ
j

帝都高速度交通営団は， 平成5年春に新形式の07系VV

VFインバータ制御電車を有楽町線に営業投入した。 “ジェ

マイルド
”

をデザインコンセプトとして開ントル アンド

発した車両であり， 主要な電機品を当社が製作・納入した。

各電機品の特長は次のとおりである。

(1) 制御装置

(3) 

IGBTを使用した瞬時空間ベクトル演算による非同期3

レベル変調のインバータ装置とし， 電動機磁わい（歪）音の

少ない静かな車両を実現するとともに， 電肘勝も1台ごとを独

立に駆動する各軸制御方式により， 冗長性の向上と電動車比

率の低減（電動車4両＋付随車6両）を両立させた。

(2) 主電飢腹

狭軌用自己通風式主電動機として国内最大級の205kW誘

導電動機を開発した。

プレー キ装箇

電動空奈圧J縮機の駆動用インバータ装罹にIPMを応用し，

営団07系インパータ電車

小型軽量化を図った。

電源装置

IGBTを応用した170kW高周波リンク方式DC/DCコ

ンバータを開発し， 高周波スイッチングによる低騒音化と制

御応答の高速化を図った。

他方， 同 一コンセプトで開発して営業投入された03系と

05系のインバータ電車には， 車両制御清報管理装置( TIS)

やインバータ空調装置も製作・納入した。

(4) 

ヽ
ー
ノ

東海旅客鉄道（株新枇杷島変電所納め
新幹線用静止形電圧変動補償装置(SVG)

このたび， 電鉄用として世界で初めて自励式インバータを

適用した電圧変動補償装置(SVG)を東海旅客鉄道（樹新枇杷

島変電所に納入し， 実負荷試験において， 期待どおりの受電

電流の平衡化及び電圧変動抑制効果力浙宿認され， 1993年9

月から運用を開始した。

今回開発されたSVGは， 大容鼠の単相負荷である新幹線

列車負荷に起因して発生する受電電圧の電圧低下を防ぐ機能

と三相アンバランスの平衡化を行う機能が一体化された装置

であり， これによって今後の新幹線負荷の増大においても安

定した電圧の電力を供給することができる。

SVGは， 大容量GTOを用いた多パルスPWM翻卸方式

の自励式インバータで構成されており， 従来のサイリスタを

使用した補償装置と比較して， 次のような特長がある。

1台で進相から遅相まで出力できるため， 補償必要容量

が少なくてすみコンパクトである。

(2)瞬時電力を検出し， GTOサイリスタによる多パルスP

WM翻卸を行っているため応答が速い。

(1) 

(3) 

(4) 

定常運転損失が少ない。

負荷による逆相電流を連続補償することができるため，

電圧変動のみならず電圧不平衡の補償も行うことができる。

インバータ部の複数並列運転による冗長化を図り， 全体

システムの信頼性が裔い。

以上の特長を生かし， 電圧変動対策特に受電系統が弱い

場合の電圧変動補償装置としての適用拡大が今後期待される。

(5) 

g
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横浜市交通局向け電気司令システム

ヽ
ー
／

横浜市高速鉄道1 · 3号線は， 平成5年3月18日に新横

浜～あざみ野間10.9kmの延伸工事が完成し， 営業運転を開

始した。

この機会に， 電力指令所の変電所遠方監視制御装罹を更新

し， 新たに計算機システムを導入して電力司令業務の自動化

を推進するとともに， 各駅の根湘支設備， 通信設備， 防災設備，

電路設備， 信号設備， 気象情報を集中管理する設備司令を併

設して， 設備故障時の迅速・的確な対応を実現する電気司令

システムを納入した。

このシステムは， 変電所や駅の各種電気設備の監視制御と

ともに， 保守作業計画や保守員のトンネル内人出場計画管理

等， 保守業務の支援機能を充実させ， 作業に伴う停送電処理

の大幅な自動化を行うなど電気設備全体の総合的な運用の効

率化を図っている。

司令所には， ①中央処理装置（監視制御・機能処理）， ②

操作卓EWS（マンマシン用グラフィック処理）， ③伝送処

理装置（通信処理）を分散配阪し， バス形LANで接続する

構成として処理の衛速化と信頼度の向上を図った。

各変電所と駅にはインテリジェント形伝送処理装置を設置

し， 司令所中央処理装潰と機能を分担してロ ーカル側で閉じ

た範囲の自動処理を行うとともに， きめ細かな情報収集と品

い伝送能力を実現した。

電気司令所の司令室全景

8 chGPS方式音声誘導カ ー ナビゲ ー ション
システムCU-9300

SchGPS方式を利用したカーナビゲーションシステムと

して， 音声経路誘導機能を持つCU-9300を開発した。

） このCU-9300は， 当社として初めての一般市場への製品

として開発した製品であるので， 運転中の安全性の維持•取

付けの容易さ， 操作の容易さ， 他社の地図との互換性， 手ご

ろな価格等を重点開発目標とした。

システム基本構成は， CU-9300と専用モニタDU-9360

のシンプルな構成とした。 また， 専用モニタ以外のTVモ

ニタに接続可能なAVコンバータVR-9300も用意した。

主な特長は次のとおり。

(1) 安全性

•入力した経路地（目的地 ・ 中継地 ・ 出発地）と交差点

の手前1kmで警報音， 300m手前で音声案内機能

•入力した交差点での， 曲がり方向の矢印案内機能

(2)取付性

•GPSアンテナケ ー プル， モニタケ ー ブル， 電源ケ ー

プルの配線を行うのみヽ
ノ

(3)操作性

•ワイヤレスリモコンによる対話型オペレーション

•メニュ ー内の操作案内表示

(4)互換性

•ナビゲーションシステム研究会の統一規格に対応

カ ー ナビゲーションシステムCU-9300

•カーオー ディオと分離したスタンドアロンタイプ

13 
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トビ咋攻
-

64MビットDRAM

半導体と電子デバイス

、ノ

ダイナミックRAM(DRAM)の需要は年々増加を続けて

おり， その応用分野も高速ワ ークステーションや携帯型情報

機 器など広範囲にわたっている。

これらDRAMの用途の多様化に対応するため， 大容量

化とともに， 多ビット化・低電圧化の要求にも対応した64

MビットDRAMを開発した。

最先端の0.35µm微細加工プロセスと高集積三次元セル

の採用により， 218m面のチップサイズに約1億4,000万個

のトランジスタ／コンデンサを集積している。

広範囲な応用分野に対応するため，X1/X 4/X 8/X 16 

の4種類のワ ー ド構成と， 高速ページ／ニブル／スタティッ

クコラムの3種類の動作モー ドを同一チップで対応可能とし

た。 さらに， 256ロウ／64コラム分のスペアメモリセルを備

え， また32ビット並列のテストモー ドを内蔵して生産性 の

向上も考慮した。

電源電圧は， 3.0 - 3.6V の低電圧での動作が可能であり，

L VTTL インタフェ ー スに対応している。

性能は， RASアクセス時間50nsの高速動作と動作時電

源電流120mAの低消費電力化を実現した。

パッケ ージは， 500mil幅の SOJ, T SOPの2種類を準

備している。

64MピットDRAMのチップ

オフィスコンピュ ー タ用32ビットCPUプロセッサ

オフィスコンピュータ MELCOM80/GSファミリーの

高性能化， 小型化を目的として， CPUの碁本機能を1チッ

プに集積した32ビットCPUプロセッサを開発した。

このCPUプロセッサの主な特長は次のとおりである。

(1) 0.8 µ mCMOSプロセス技術とフルカスタム設計技術の

採用により， 16.3mm x 12. 7mm のL SIに約170万トラン

ジスタを集積した。

(2) オフィスコンピュータのCPUの基本機能をすべて1 チ

ップに集積し， 最高動作周波数40 MHzを達成した。 高性

能化と低消費電力化を併せて実現している。

(3) 6ステージのパイプライン処理方式を採用し， 命令キャ

ッシュ(8kバイト）， データキャッシュ(8kバイト）を内

蔵 2組の32ビット演算を並列実行可能な命令実行部や乗

除算器等の専用回路を備えるなど， 高速化のためのアーキテ

クチャ技術を駆使。 ロー ド， ストア命令を含む基本命令を1

クロックで実行することができる。

(4) 内蔵キャッシュと外部バスのパリティ検査機能やチップ

二重化構成による故障検出， 障害報告機能をサポート。 シス

テムの高侶頼化のための機能を充実させた。

(5)従来機種と互換な命令セットを備え， ューザーのソフト

ウェア資産をそのまま継承することができる。

このCPUプロセッサは， MELCOMSO/GSファミリー

の最上位機
“

GS700/10
”

に搭載さ几従米機種との互換性

を保ちながら高い性能を実現している。

ヽ
ー
ノ

ヽ
ノ

CPUプロセッサチップ ）
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0.5 µ mCMOSゲ ー トアレ ー

、

\
l
ノ

最先端の0.5µmCMOS · 3層メタル 配線プロセス技術 を

用いた， 世界最大級の全面敷き詰め ( Sea of Gates : SOG) 

型1ミリオンゲー ト(lMG)CMOS ゲー トア レーのデバイ

ス開発と， システム動作周波数100MHz時代に対処するた

めの高速化設計技術の開発を行った。

主な特長は以下のとおりである。

(1)超高速

85ps : 2人力NANDゲー ト， F/0=1

190ps : 2人力NANDゲー ト， F/0=2

配線長＝2mm

(2)低消費電力

0.9µW/MHz: 2 入力NANDゲー ト， F/0=1

(3)低スキュ ー クロック管理方式

PLL (Phase Locked Loop)回路の応用により， 内部セ

ル領域上に配置され た5,000個のF/Fに伝逹されるクロッ

クの位相 と， LSI外部クロックの位相の埜を500ps以内に

管理することを可能にした。

(4) 高速低振幅信号入出カインタフェ ー ス

信号振幅O.SV の小振輻インタフェ ー ス回路GTL (Gunn­

ing Trans ceiver Logic )を構成し， 100MHz以上の高速

データ転送を達成した。

1ミリオンゲー トチップ

9.5形TFTカラ ー 液晶ディスプレイ

ノ ー トパソコン 対応の8階調( 512色）VGA表示の対角24

さnの超薄型・軽量TFTカラー液晶ディスプ レイを開発し

） た。 その外観を写真に，仕様を表に示す 。 写真は ， マルチメ

ディアの一例として， パ ソコンのWindows3.0 は1) 上にレー

ザディスクの動画表示 を高精細・高画質で実現したものであ

る。

モジュ ー ルの小型化を図るために， ①直径3.0mmの冷陰

、
ノ 9.5形TFTカラ ー 液晶ディスプレイの動画表示

極蛍光管を上下に配置したエッジライト方式のバックライト

ユニット， ②折り曲げTAB方式の駆動回路 ， ③制御回路

基板の高密度実装などにより， モジュ ー ル 構造の最適化を行

った。 その結果， モジュ ー ル 外形のうち表示 エリアの占める

割合が65％と大きく， モジュ ー ル厚さ8.9mm, 質量550g

など業界最高水準を実現した。

（注1) "Windows ” は ， 米国Microsoft Corp.の商標である。

9.5形TFTカラ ー 液晶ディスプレイの主な仕様

項 目 AA95V A3D-NDDD 
表示サイズ (cm) 対角24
有効表示寸法 (mm) 192 (H) X 144 (V) 
画 索数 640 (H) X 480 (V) 
画索配列 RGB縦ストライプ
コントラスト比 > 100 : 1
応答速度 (ms) く40
階 調 （表示色） 8階調(512色）
輝 度 (cd/mり 60 
バックライト 冷陰極管2灯， エッジライト
外形寸法 (mm) 244 4 (W) x 180 (H) x 8 9 (D)
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宇宙閣発と衛星通信
ヽ
j

通信放送技術衛星 衛星間通信機器

衛星間通信機器は， 静止軌道上に配置されるデータ中継・

追跡衛星に搭載され， 低麻度の周回軌道上にある観測衛星や

宇宙ステ ー ション等（ユ ー ザー宇宙機） と地球局間の通信を

中継する機器である。 この機器は，1997年2月に宇宙開発

事業団(NASDA )によって打上げが予定されている通信放

送技術衛星(COMETS)のミッション機器として開発・製

作するものであり， ユ ーザー宇宙機との捕そく（捉）・追尾

を行うためのジンバル駆動機構を持つ3.6 mのアンテナ部と

Ka及びS帯の周波数を用いたデータ通信用の中継器部等の

構成となっている。

当社は，衛星間通信機器のサブシステム設計・解析， 製作・

試験を行うとともに衛星間通信用アンテナ系及びSバンド

中継器系の搭載機器の開発を担当している。 また，衛星上で

高精度なアンテナ指向制御を達成するため太陽電池パドル等

の構造振動との共振回避， 姿勢制御系との協調制御等を行う

衛星ダイナミクス制御システム設計についても担当している。

衛星間通信機器の開発に当たっては，衛星間通信用アンテ

ナの構造モデル， サブシステムエンジニアリングモデルの製

作を行い， 各種の性能試験及び環境試験で設計の妥当性を確

認した後， フライトモデルの製造に移行する計画である。

ヽ
�

衛星間通信用アンテナ部

N-Star搭載用周波数選択式副反射鏡

N-Star搭載用Ka帯オフセットグレゴリアンアンテナの

周波数選択式副反射鏡(FSR)を日本電信電話（悧の指導によ

り開発した。 このFSRは， 前面側の20GHz帯の電波のみ

を反射する副反射鏡と， 背面側のすべての周波数を反射する

副反射鏡との2枚を異なった角度をもって重ねた構成である。

このFSRにより， アンテナタワ ー上の異なった位置にある

20GHz帯送信給電系と30GHz帯受信給電系が1台の主反

身ポ鏡を共用することができ， アンテナシステムの小型， 軽量

化を実現できる。 かつ， それぞれの送受信給電系について電

気パラメ ータを個々に最適化できるため， アンテナ効率の向

上につながる。

前面側の副反射鏡は， ハニ カムサンドイッチ板の表皮面に

約15,600 個の二重リングの共振索子が許容寸法誤差0.03

mm以下の高精度で形成されており， 表皮の材料としてク

ォ ー ツ繊維強化プラスチックを使用することで， 従来の材料

に比べて透過損失で20%， 反射損失で10％を低減している。

背面側の副反射鏡及び背面支持構造体は， 炭索繊維強化プラ

スチック表皮のハニカムサンドイッチ板を使用し， 軽量化と

高剛性化を図っている。 開口径は約800 mm, 質量は2.7kg

である。 現在， エンジニアリングモデルの環境試験及びアン

テナシステムに組み込んだ試験を完了しており， 今後， フラ

イトモデルの製作， 試験を行う。

）
 

＼

（

副反射鏡正面

副反射鏡背面 ）
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国立天文台水沢観測センタ ー 短波長高精度VLBI用アンテナ

‘
‘
,
／

 

国立天文台水沢観測センター向けに， 地球回転の精密測定，

天体物理学と位涸天文学の研究， 分子輝線の観測による星雲

の研究等を目的として， 短波長域VLBI(Very Long Base­

line Interferom eter :超長基線電波干渉計）観測用の10m

アンテナを開発し， 納入した。 VLBIは， 遠く離れた複数

点で独立に， 同時に天体電波源からの電波を受信し， いった

ん受信信号を記録した後に合成（相関処理）して， 位相・振

幅を求めるもので， このアンテナは， 国内外のアンテナとV

LBIネットワ ー クを組んでの観測に供される。

このアンテナの特長は，2GHz帯を 4 ホーン給電，8/22/

43GHz帯をシングルホーン給電とすることにより， 2GHz 

帯と8/22/ 43GHz帯を共用できる構成とし， 電離層の影

響を補正するための2周波同時受信能力を持たせるとともに，

従来の2/SGHz帯だけのVLBI観測からミリ波帯での受

信を可能にしている。 また， 従来のアナログに代えて新開発

のディジタルサー ボ駆動方式を採用し，高速(3
°

/s以上）で

オ ーバシュ ートがなく， 指向精度の良い（夜間平均風速5

m/s以下で0.01 ゜ rms以下）アンテナ駆動を実現し， 短時

間に多くの電波源を観測できる。

機戒系の性能は， 主反射鏡鏡面精度0.4mm rms以下， A

Z軸鉛直度0.004 °, AZ軸／EL軸一致度及び直交度は， そ

れぞれ0.125 mm, 0.005 ゜ を達成しており， ミリ波VLBI

においても高性能が発揮できる。

短波長高精度VLBI用アンテナとアンテナ制御装置

国立天文台野辺山電波観測所新10mミリ波干渉計6号機

）
 

従米の10m 5素子干渉計は， 完成以来11年間電波天文観

測に供され， 星の生成等宇宙の解明に大きく貢献してきた。

） 更なる観測効率の向上， 高周波化， 高感度化を目的とした干

渉計6号機を国立天文台と共同で開発し， 今年度完成した。

新6号機は， 従来の可能観測周波数22-115GHzを嵩周

波化し， 特に115GHzから230GHz帯で嵩 い開口能率を得

るため， 従来80 -100 µm rms程度の主反射鏡総合鏡面精

度を大幅に向上する必要がある。 このため， ①従米63µm

rmsのパネル単体精度を2lµm rmsに向上。 ②主反射鏡骨

組をホモロジー構造とし， 副反射鏡支持柱を主反射鏡骨組か

ら独立させることにより， 自重変形誤差をlOµm rms程度

に低減。 ③パネル設定誤差の低減を目的として， 電波ホロ

グラフィ ー法による主反射鏡の鏡面調整を行うため， 36枚

からなる主反射鏡パネルの各支持点(207点）にモー タを装

着し， lµmステップで遠隔調整を可能とする。 ④従来と

同じく， 主反射鏡裏側にH除けパネルを設け， 主反射鏡内部

に取り付けたファンにより， 主反射鏡内部の空気をかくはん

（攪拌）することにより， 熱変形誤差の低減を図っている。

この結果， 目標とする主反射鏡総合鏡面精度40µm rmsを

達成できる見込みである。

さらに， ビーム伝送系に鏡面修整を施すことで高能率化を

図り， 115GHzにおける開日能率を 52％から79%（設計

値）に向上させている。

ヒ

ヽ＇

新10mミリ波干渉計6号機（右）と従来の10m干渉計（左）

17 



トピツ翠
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システムコ ー ドレス電話 MELWAVEmini新発売

情叛と通信
ヽ
ー
ノ

ホテル ・超嵩層ビルをはじめ好評を博しているシステムコ
ー ドレス電話MELWAVE の小規模タイプとして，MEL

WAVEmini（基地局接続装置ES1150 R, 新型 携帯機M

T-611 B)を市場投入 した。

ES1150R は， 現行機と同様自動追跡交換・自動位置登

録などをサポートしながら， ①制御部の小型化（巷地局 16

台対応）， ②基本機能以外の機能のオプション化， ③現地

調整・工事の簡易化， 等によって安価なシステムを提供可能

とした。

MT-611Bは， ①手になじみやすい形状， ②視認性の高

いバックライト付きテンキ ー， ③長時間電池を採用し， 操

作性を高めた。 当然ながら， 現行機MT-601Bと混在して

使用することも，基地局接続装置上位機種(ES1300 R/1400 

R/2700R)にも接続可能である。

また，MELWAVE としては， 静止画伝送装置NV400

と携帯機MT-611Bを組み合わせた静止画無線伝送機能を

はじめ， 16者会議機能・非常通報機能・構内放送連動機能

などのオプション機能を続々と投入中である。

MEL WA VEminiの発売により， オフィス ・ 倉庫・エ事 新型携帯機MT-611

現場など小規模システムヘの対応が強化され， 従来機種と合

わせて， 小規模システムから， 製鉄所・発電所・嵩層ビルな

どの大規模システムまで， 輻広く適用可能となった。

,. 1111!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!1111111111ll l l l l l l l l l l l l l I l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l lll l | | l l l l l l l l l l l ll l l l l l l l | l l I I l l l l l l l l l l ll

基地局接続装圏ES1150R

ヽ
ー
ノ

超高速5秒電送感熱G3フ
‘ ‘  

アクンミリFA-8050

FA-8050は， MELFAS F 1 (F A-9050)で品い記価を得

た当杜独自の画期的な画像圧縮技術
“

Flコー ド
”

と， 14.4

kbpsモデムを搭載し， A 4判標準原稿が 5秒で電送できる

ビジネス用感熱記録G3ファクシミリである。

主な特長は次のとおり。

(1)超高速5秒電送と前後の制御手順の短縮化により， 通信

コストの大幅な削減が可能。 また， FA-9050をセンター機

として組み合わせることで， 5秒電送ファクシミリ通信ネッ

トワ ークカ消贔成できる。

(2) ス ーパーファインモー ド(8 X 15A本／mm)， 誤差拡

散方式 64階調中間調処理， さらに文字の部分と写真などの

中間調部分を自動的に判別処理する像空間極値判別方式によ

り， 高精細／高画質化を実現した。

(3) ふつうモー ド(8 X 3,85本／mm)で送られてきた受信

文書のぎざぎざも， ス ーパーファインの高解像度で滑らかに

再現するスムージング機能を搭載。

(4)従米の感熱紙のほか， 受信文書に直接書込みや押印がで

き， 保存性の良い普通紙風感覚の新感熱紙にも対応。

なお， 本機に搭載のMELFAS Flの技術は， FA-9050

において， 画像電子学会の平成 4 年度画像電子技術賞， 及び

1993年米国R&DlOOA WARDを受賞した。
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G3ファクシミリFA-8050 ）
 

18 三菱電機技報・Vol.68 · No.l · 1994 



ヽ �
ト ー タルシステム構築に向けた

情報通信システムサ ー ビス体系SATISFYの構築

SATISFYは， 高度なシステムサ ービスによるお客様の

満足度向上をねらいとして， 長年のシステム生産のノウハウ

を集大成した当社のシステム生産標準 “SPR INGAM” をベ
ースに体系化したものである。

具体的にSATISFYは， システムの構想企画， 設計，

開発・構築保守， 運用， 監査・評価から教育までの8つの

プロセスからなるプロセス体系と， アプリケ ーションとコン

ピュータ＆ネットワ ークからなるシ、ステム体系とで構成され

るマトリクス上に定義された体系である。 この基本サービス

） 体系を， 機種・業務・業種で展開している。 また， 総合サー

ビスメニューは， アプリケ ーションとコンピュータ＆ネット

ワ ークを総合的にサービスするものである。

SATISFYを体系化するに当たり，SPRINGAMの生産

手順に準拠して， プロセス体系を明確に定義することにより，

システムサービス体系としてのビジュアル化を図っている。

さらに， プロセス体系はシステムライフサイクルすべてにわ

たり， またシステム体系はアプリケ ーションシステムからコ

ンピュータ＆ネットワ ークシステムまでのすべてのシステム

レイアを網ら（羅）することにより， 総合的なシステムサ ー

ビスの体系化を図っている。 さらに， アプリケ ーションシス

テムとコンピュータ＆ネットワ ークシステムを区分してメニ

ュー化することにより， サ ービス範囲を明確にしている。

l．構想 12. 企画 13. 設計 14 開発・構酎5.保守 I 6． 運用 11 監歪・評価 1 8教育

業種・業務和1アプリケー ションソフトウェア

業種・業務別アプリケー ションパッケー ジ
／／ 

9 

9 

9

’ 

：ミドルウェア：
-----------------------0-------------<------------1 ヽ／

ペー シックソフトウェア(OS)ロよ
汎用コンピュ ーク’'オフィス

＇コンピュ ー タ，：エンジニアリングiクライアント！ 瑞末
（汎用悦1 ： ＇ コンピュータ ；サー バ ＇ 

, （オフコン） ： ：コンピュ ー タ：
: （パソコノ

， はか）

/L
|

ほ内ネソトワ ーク
(LAN) 広域ネットワ ーク ゾ

SATISFYにおけるシステム体系とプロセス体系

ペンコンピュ ー タAMITY �\

ヽ
ー
ノ

ヽ
ノ

ハー ドディスク内蔵の携帯型ペンコンピュータでは業界最

小のペンコンピュータ “AMITY” を開発した。

主な特長は以下のとおりである。

(1) カー ボン繊維強化プラスチックケ ースの採用を含む高密

度設計により， ジャストA4サイズ， 厚さ25.4mm, 質量

1.4kgの軽量コンパクトサイズで業界最小の容積を実現した。

(2) VGA TM 仕様の見やすい大型9 .4インチバックライト型

液晶ディスプレイを採用。 また， 液晶画面の表面に施した特

殊加工（滑り防止シート）により， 抜群の書き味を実現した。

(3) 当社独自の優れた手書き漢字認識ソフトウェアの搭載に

より， カタカナ／ひらがな／英数字／記号に加え， 手書き漢

字(JIS第一7屈焦：2,965字，JIS第二水準：40種）の認識を

実現。 さらに， かな漢字変換による漢字まじりの文字列変換

のサポートにより， システムの操作性を向上した。

(4) 3.3V電源ICの採用と徹底した低電力設計により， 高

性能化と低消費電力を実現， 標準バッテリで2.5時間， 大容

量オプションバッテリで最大6時間の使用を可能にした。

ペンコンピュ ー タ '’AMITY"

(5) PCM CIA 2.0規格準拠のICカ ー ドスロットを2スロッ
ト装備し， 多彩なシステム構築を可能にした。

(6) 基本 ソフトウェアとして採用した Microsoft
<1l)

Win­

dows ™ for Pen Computingを標準搭載電源投入ととも

にシステムが立ち上がり， ペンによるスピーディーな操作を

実現した。

（注） “VGA"は米国IBM Corp., "Microsoft", "Windows" 
は米国Microsoft Corp. の面標である。
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トピックス
ご

ご

36インチハイビジョンテレビ

映像情親閲連機器・システム

）
 36D-HD2 

第二世代LSIによるフルスペックMUSEデコ ー ダや，

1125高精細変換回路を搭載し， 高画質・低価格化を図った

ハイビジョンテレビ36D-HD2を開発・商品化した。

主な特長は以下のとおり。

(1) 第二世代MUSEデコー ダにより， 鮮明かつ立体感あふ

れるハイビジョン映像が可能

(2) 1125高精細変換により， 現行放送もハイビジョン放送

と同じ1,125本の走査線数に変換し， よりち（緻）密で

美しい映像の再現が可能

(3) 36インチスーパーフラットCRTによる鮮明な映像表示

(4) バーチカルセンタ ースピーカ ーによる臨場感あふれる

3-1方式ステレオ

(5)字幕ス ーパー移動機能により， 字幕付き洋画ソフトを画

面一杯に拡大して見る際， 画面外にはみだす字幕を画面

内に移動できる。 また， 字幕のサイズは4種類， 雖度は

9段階， 背景半輝度機能も搭載

(6) 画面モ ー ドは16 : 9, 4 : 3, ダイナミックワイド， シ

ネマの4モ ード

(7) ピクチャ ーインピクチャ ー(PIP)， ピクチャ ーアウト

ピクチャー(POP)による子画面機能

(8) MUSEレーザディスク専用入力端子

(9) 2系統のハイビジョンベースバンド入力端子

ヽ
ー
ノ

ハイビジョン受信機36D~HD2

高精細リアプロジェクタLVP-2000X3R

大画面ディスプレイを用いた映像情報システムは電力， プ ータの使用により， VTRなどの映像も倍スキャンで対

ラント， 公共施設の監視制御などに導入されつつある。 明る 応可能

い場所で， より多くの人か視認できるよう， 大画面化ととも (4) 自己診断機能により， 万一本体に異状が生じた場合にも，

に高薙度化， 高精細度化か求められている。

これらの要求にこたえ， 業務用高精細プロジェクタの最上

位機種として， 100インチ高精細リアプロジェクタLVP-

2000X 3 Rを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 3管構成の12.5インチ電磁フォ ーカス含浸カソードCR

T と， 新開発ハイブリッド投写レンズ(Fl.09)により，

100インチでは業界最闇水準の輝度：130ft-L, 解像

度：水平2, 000ドットX垂直1,500ラインを達成

(2)新開発のフルディジタルコンバーゼンス回路と新調整方

式により， 色ずれ調整精度は画面高の 0.01％以下， 調

整時間は従米の1/4に短縮し， 高精度化とメンテナン

ス性を向上

(3) マルチスキャン機能により，水平周波数 23~80kHzま

での高解像度コンピュ ータ， パソコン， HDTVなどの

幅広い映像ソースに対応。 また， クリアピジョンコンバ

不具合箇所を表示して， 保守メンテナンス性を更に向上

(5) 外部制御インタフェースとしてRS-422/485端子を装

備

高精細リアプロジェクタLVP-2000X3R

ヽ
ノ
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17インチ高精細オ ー トトラッキング
ディスプレイモニタFFY7705

最近の世界的な省エネルギー化の動きのなかで， コ ンピュ

ータ用ディスプレイモニタにおいても省エネモード機能が要

求されている。 また， モニタの各種調整をコンピュ ータとの

通信によって行うことも現実なものとなりつつある。 これら

を背景に今回17インチ高解像度ディスプレイモニタを開発

した。 主な特長は次のとおりである。

(1) 17インチ／0.28ドット， FS管（新低反射表面処理），

水平周波数30- 78kHzの高精細・ワイドレンジ対応， 電

源はワールドワイド化を図り， キャピネット外観として コ ン

ンドウ対応の通信ソフトウェアを備えており， モニタ調整用

のアプリケ ーション画面上でのマウス コ ントロ ールにより，

各種調整及びビデオタイミングのプリセット確認等を可能に

した。

(4) 上記の通信による調整機能のほかにモニタ前面にもユ ー

ザー用操作部が設けられ， 容易にアクセス可能となっている 。

） パクト性を重視した。

） 

） 

(2) コ ンピュ ータからの省エネモード信号（同期信号の極性

変化）を自動的に判別し， モニタ自身で待機と完全停止モー

ドに入ることができ， 復帰も自動的に行う。 この仕様は最近

の規制化の方向となっている米国の EPA 及ぴ VESA 規格，

欧州のNUTEK規格の省エネガイドラインを満足するもの

となっている。

(3) コ ンピュ ータとのシリアル通信機能(RS-232C)とウイ

季5ク:,ci!• 

17インチ高解像度オ ートトラッキングディスプレイモニタ

レ ー ダ用三次元状況表示装置

航空管制レー ダや気象レー ダに使用可能な三次元状況表示

装間を開発した。

レー ダビデオ表示用三次元スキャン コ ンバータ， 航空機等

のシンポルと地形の表示用グラフィックエンジンを備え， 従

来の二次元表示に比べて大幅にマンマシンインタフェースの

向上を達成した。 この装置の主な特長を次に示す。

(1)捜索空間の任意の位置（方位・距離・高さ）を表示

(2) ソリッドモデルによる精密な地形とシンボルの表示

(3)遠近法によるシンポルサイズの拡大／縮小表示

(4)視点の任意設定が可能であり， 特定の航空機から周囲を

見た状況表示が可能

(5) 高速グラフィックエンジンによるリアルタイム表示

(6) 国土地理院のデータベースを元にした日本全土の正確な

三次元地形表示

(7) ピデオとグラフィックはグラフィック優先／ビデオ優

先／半透明加算の各モードで合成表示

(8) 必要に応じて空中回廊等の表示付加可能

これらの特長を駆使することにより， 従米にも増して正確

な管制オペレ ーションカ喋月待できる。

30画面＼
＼

レ ー ダピデオ ，

航空機及び地
形のグラフィ
ックデー タ等
を三次元で表
示

TEXT 
画面----—

オペレ ー ションに必要なTEXT情報の入力や航空機等の
詳細デー タ表示に使用

表示例

�EL画面

現在見ている3D
画面の仰角を表示

／
／玉RI画面

航空機等の高さ
及び距離を表示

/
PPi画面

従来と向じ距離
及び方佑の二次
元画面を表示
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トビックス

“パノラマアイすっきりがみね'’ル ー ムエアコンMSZ-Fs284

家電閑連機器・システム

、
／．

室内機をどこに据え付けても人中心の快適な空調ができる

ルー ムエアコン霧ヶ峰MSZ-Fs284を開発した。 主な特長

は次のとおりである。

(1) 左右風向を最大45
゜

（当社従来20
゜

）まで変える広角ツイ

ンフロ ーにより， 室内機を左右の壁すみに据え付けても， 暖

房時に床面積の 96% （当社従来58%)を快適にでき， かつ

部屋中央部足元温度が20℃まで暖まる時間を 5分（当社従

米20分）まで短頭縮した。

(2) 高精度人体センサで， 部屋内の人の位置を方向3X距離

3の計9 エリアの中から特定して， 人を重視した 気流・温度

制御を行い， 立ち上がりが速く無駄のない空調を実現した。

また， 風嫌いの人向けに
“

風が人を避ける
”

モ ー ドを選択可

能とした。

霧ヶ峰MSZ-Fs284形

“引き出すダブルフリ ー ザ ー

”

MR-J48M形冷蔵
、
＼
＇
ノ

家庭用冷蔵庫に求められている大容量化のニ ー ズにこたえ

ながら， 女性にとって使いやすい形態とした， “引き出すダ

プルフリーザー "480 Q 5ドア， MR-J48M形冷蔵庫を開発

した。 主な特長は以下のとおりである。

(1)最上段の棚が目線の位置で使いやすい
‘

'高さ169.5cm"

(2)上段に扉両開きの冷蔵室と， 下段に使いやすい引き出し

フリーザー

(3) 泄界初
“

ダイレクト給水自動製氷
”

によって氷へのにお

い移りが少なく， おいしい氷を作ることが可能

(4) 家庭用冷蔵庫としては世界初の
“

バランシングツイン

メカロ ー タリ圧縮機
＇

搭載により， 振動を従来同容量

麟に比べて約1/4に， また高効率化によって大容量

冷蔵庫としては画期的な消費電力量59kWh／月を達成

ヽ
ー
ノ

MR-J48M形冷蔵庫

特定フロン全廃冷蔵庫対応HFC134a冷媒用ロ ー タリ圧縮機

大気中のオゾン層を破壊しない冷媒HFC134aを用いた

冷蔵庫用ロ ー タリ圧縮機を世界で初めて開発した。 この圧縮

機の主な特長は次のとおりである。

(1) 新潤滑油の採用により， 圧縮機内のしゅう（摺）動部分

摩耗鼠を50％低減し， 面い信頼性を確保した。

(2)新潤滑油の採用により， 圧縮部のシー）レ性を向上し， 圧

締限のエネルギー効率を3~5％改善した。

(3) 油の流動限界流速を明らかにし， また油分離能力を向上

させた結果， 冷媒とほとんど溶け合わない当社独自の潤滑油

を採用した（従来のCFC12用圧縮機では， 圧縮機から冷媒

回路に流出した油を回収するために， 冷媒と相溶する潤滑油

を使用している。）。

HFC134a冷媒用ロ ー タリXAZ形圧縮機 ）
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ヽ
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コンパクト＆スリムボディのIHジャ ー 炊飯器

電磁誘導加熱式 IH ジャ ー炊飯器の使いやすさ，コ ンパク

ト性を追求した “ふっくら美人
”

NJ-ENSシリ ーズを発売し，

系列の充実を図った。

主な特長は次のとおりである。

(1) 7:／パクトなデザインに大きな炊飯ボタンで操作が簡単

(2) インバータ制御で強火から弱火まで，最適な連続火加減

(3) 新米•おかゆがおいしく炊ける多機能タイプ

(4) 内なべ（鍋）の外側には磁力線によって発熱するステン

レス，内側には熱を素早く均ーに伝えるアルミニウム採

用の二層厚がま（釜）

(5) お好みの味（かたさ）

を “かため
”

から “

や

わらかめ
”

まで， 3段

階に選べる
“ 白米炊き

分け
”

機能

(6) ふっ索加工の耐久性

を向上させ， 内 鍋 で

お米研ぎが可能

IH式ジャ ー 炊飯器NJ-E10NS

ヽ
ー
／

3種類の調理もキ ー ひとつのオ ー ブンレンジ

オープンレンジとしての基本機能を充実させるとともに，

センサで調理の種類や分量を検知し，加熱手段や加熱時間を

制御するワンキ ー方式の RO-MSS を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) マイクロ波（電子レンジ）加熱の “あたため
”

と，ヒ ータ
ー 加熱の “

オー プン
”

も
“

グリル
”

も，すべて同じひとつ

のキ ーを押すだけで自動的に使い分けられる
“ワンキ ー

方式
＂

(2) 解凍の仕上がり向上と解凍後まな板としても使える業界

初の “
抗菌解凍プレート

”

(3)停電したときでも調理の経過，時計機能などをメモリす

オ ー プンレンジRO-MS8

る “新・停電あんしん機能
”

(4) 留守等には電源を確実に遮断できる
“

電源スイッヂ
＇

ヽ`

ー
ノ

新形ハンドドライヤ ー “ジェットタオル
”

各種業務用タオル類（紙タオル，布タオル，ハンドドライ

ヤー等）の普及が進み，中でもハンドドライヤーは，省資源，

清潔性，メンテナンス性の点で優れるが，乾燥時間の短縮が

課題であった。
“ジェットタオル

＂

は，小型高速回転プロアによって高圧

空気を作り，穴径と穴ピッチを最適化したノズルから，高速

空釣噴流として吹き出し，手に付着した水分を吹き飛ばす新

方式を採用した。

主な特長は以下のとおりである。

(1) 5 -10秒の短時間乾燥

(2) 衛生的な非接触乾燥，全自動運転

) (3) 直流プラシレスモータ採用による長寿命，高信頼性

＼

ハンドドライヤ ー JT-16A
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社外技術表彰

ULSI開発研究所「 '93優秀先端事業所賞」受賞
ヽ
ノ

平成5年10月5 B, 日本経済新聞社主催の 「'93優秀先端

事業所賞」の受賞式があり， 当社ULSI開発研究所が'lJLS

I開発棟の建設」で， 本表彰を受賞した。

このULSI開発棟の概要は以下のとおりであり， そこで

の研究開発のタ ーゲットは64MDRAM以降の最先端ULS

Iである。

(1)建物の規模は，地下1階， 地上5階で延面積は21,000m2

である。

(2) クリ ーンルームに関しては， 清浄度の最高はクラス0.1,

温度コントロールも最高の所では士0.1℃である。

(3)独立碁礎方式を採用し， 微振動の発生の防止に万全を期

した。

(4) 静電気発生防止に留意して各種の対策をとっている。

なお， 最新のラボラトリオ ートメ ー ションシステムも導入

した。

ULSI開発棟

ヽ
ー
ノ

平成5年度全国発明表彰 「 内閣総理大臣発明賞」を受賞

平成5年 6月3日，（初発明協会主催の平成5年度全国発

明表彰受賞式で， 当社半導体基礎研究所木股雅章が， 「高

感度赤外線固体撮像装置の発明」により内閣総理大臣発明賞

を， 当社社長北岡 隆が 「同研究開発の推進・実施」 によ

り発明実施功績賞を受賞した。

今回の賞は， 当社が世界で初めて実用化した電子走査方式

の赤外撮像装置「サー マルイメ ー ジャ」に搭載されている赤

外イメ ー ジセンサの信号読出し方式の発明に対して与えられ

たもので， 赤外分野における当社の先行開発と技術カ力情i<

評価されたものである。 現在当社の赤外廿囮象装置は， 防災・

救難， 船舶の航行， プラントや製造プロセスの監視など幅広

い応用分野で活躍している。

(2) 

内閣総理大臣発明貸の表彰状

科学技術庁長官賞 「第35回科学技術功労者表彰」

平成5年4月， 「衛星通信用アンテナの導波管及び衛星搭

載用増幅器の開発」で， 当社開発本部の橋本 勉が科学技術

庁長官賞 「科学技術功労者表彰」を受賞した。 これは衛星通

信分野における以下の業績力喝忍められたものである。

(1) 多周波数帯共用マイクロ波装罹の研究を行い， テーパ導

波管形分波器を考案し， 地球局及び衛星搭載アンテナシステ

ムの周波数帯拡大に寄与した。

直交 2 偏波共用アンテナ用導i皮管の研究を行い， リング

装荷コルゲート導波管を考案し， 同一周波数で直交する二つ

の偏波を利用する技術の確立に貢献した。

(3) FETの電力合成技術の研究を行い、 衛星搭載用増幅器

の小型， 高性能化を

実現した。

科学技術庁長官賞の表彰状とメダル
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1 研究 ・ 開発
l_). 4, P. 5にカラートヒックス掲載

ヽ
ー

最近の長引く景気の低迷や円高により， 企業環境は大変

厳しい状況に置かれている。 一方， 地球環境保全の機運の

嵩まりを受け， 企業における社会的責任を果たすことはも

とより， 環境保全を実現するための技術開発への期待も高

まっている。

このような状況において， 総合電機メーカー として社会

ヘ貢献しながら， 今後も着実な発展を遂げるためには， 高

度な技術力に襄付けられた強い製品・ システムの開発がま

すます重要である。 当社は昨年6月に， より先端的な半導

体技術の研究開発と， マルチメディア技術の研究開発のた

めに
“

半導体基礎研究所
”

と
“

パー ソナル情報機器開発研究

所
”

を新設するなど， 新しい市場の開拓と現行事業の競争

力強化のために研究所体制を大輻に改編した。 この結果，

国内15, 米国1 の計16の研究所で基礎から応用まで幅広い

分野で活動を展開している。 本編では， これらの研究所で

の研究開発活動の主要な成果について紹介する。

エネルギーの分野では， 嵩効率の次世代発電装置を目指

す内部改質溶融炭酸塩型燃料電池で 1万時間という世界最

高性能を達成した。 レー ザでは， 1,400Wの世界最高出力

を達成したスラプ型YAGレー ザや， 世界最高出力20Wで

連続発振を実現した固体グリーンレー ザ， 及びレー ザー濃

縮技術研究組合の指導を得て原子法ウラン濃縮用レー ザシ

） ステムを開発した。 また， シンクロトロン放射光装置や，

放射線医学総合研究所の指導を得て重粒子線がん治療装置

を開発した。

ヽ`

ー
／

電子商品の分野では， 大容量化， 薄型化， 低価格化を実

現した倍密度90mm光磁気ディスク対応小型光ヘッドや，

高SN比・広帯域記録が可能な磁気ヘッドを開発した。

情報処理の分野では， 自動車エンジン制御などの高速制

御分野への適用をねらって12ビット100 k FLIPS (Fuzzy 

Logical Interface Per Second)のファジ一推論プロセッサ

を開発した。 この推論速度は， 従来の汎用マイコンの100

倍に相当し， 適用領域を大きく広げることができる。 また，

図面検索を容易にできるハイパーメディア技術による図面

情報検索システム， 及び音声タイプライタや文字列から音

声を合成する自動朗読装置実現の核となる音声メディア変

換技術を開発した。 また， 人間の目のように， 画像の検出

と輪郭などの様々な特徴検出を同時にリアルタイムで実行

する人工網膜チップを内蔵したインテリジェントカメラの

開発に世界で初めて成功した。

通信の分野では， 広帯域ISDNの進展による通信の大容

量化に向けSDH勧告の最闇伝送速度2.4Gbpsの4 倍の10

Gbpsインタフェ ー スを処理するLSIや， 地球規模で大気環

境を監視するセンサとして， 宇宙開発事業団の指導を得て

航空機搭載ライダ用レー ザ送信器を開発した。 また， ディ

ジタル移動体通信用として900MHz帯の高効率．低ひずみ

FET増幅器や， はしご形SAWフィルタなどを開発した。

電子機器の分野では， 人工衛星や航空機に搭載して昼夜・

天候にかかわらず高い分解能で地球観測を行うマルチビー

ム合成開ロレーダや， 一枚の反射鏡で送受共用を実現した

w帯MMIC一体化送受共用反射鏡アンテナを開発した。

また， 日本電信電話（松の指導を得て， 二つの衛星を簡易に

捕捉でき， 離島に設置可能なC帯デュアルビーム地球局ア

ンテナを開発した。

電子デバイス ・ 材料技術の分野では， マイクロプロセッ

サヘの適用を目的として， 0.5 µ mBiCMOSプロセス技術

を用いた高速64ビットBiCMOS加算器の開発や， 256Mビ

ット以降のDRAMの将来にプレ ー クスル ー を与えるSO

I/DRAMの基本技術を開発した。 また， ギガビット級の

半導体デバイス製造における転写技術としてX線マスクの

微細加工技術や高感度電子線レジスト，及び周波数60GHz

のミリ波帯域で， 雑音指数と利得が世界のトップレベルの

低雑音HEMTなどを開発した。

生産技術／評価・診断技術の分野では， ASICの超多ピ

ンの接合用に全自動レー ザILB装置や， 超微細ピッチ多ピ

ンLSIのプリント基板実装技術を開発した。 また， イオン

を用いて高品質な薄膜を形成できるICB成膜装置の半導体

用途向け量産機などを開発した。

＇
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1. 1 エネルギ ー 関連機器«ベベベ｀｀｀｀｀｀｀｀｀«べベ�C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ヽ
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●世界最高出力の固体グリーンレーザの連続発振に成功 `C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ー固体レ ーザロッドの均一励起方式の開発及び複数の非線

形光学素子を組み合わせた独自の高効率波長変換方式の開発

により， 投入電力4.9kWで連続発振の世界最高出力20W

のグリ ーンレ ーザピ ー ムの発生に成功した。

連続発振グリ ーンレ ーザは， 嵩出力化によって科学， 情報

機器， 加工分野での応用の拡大か期待できるが， 従来， 最高

出力はlOW程度が限界であった。

新励起方式により， 固体レ ーザロッドを均一励起し， ロッ

ド内のひずみ量を従米の1/5以下にするとともに， 複数（今

回は2個）の非線形光学素子を用いて， 波長変換効率を従来

の約4倍（当社比）に高めた独自方式により， 従米の限界を

越える連続発振グリ ーンレ ーザパワ ーを得た。
発振中の固体グリ ー ンレ ー ザ

‘ヽ
ー

ノ

●ガウスコア共振器による大口径高集束レーザビームの発振技術

最も集束性の良い TEM 。。（ガウス）モ ー ドに準じる高集

束性ビー ムの大口径発振を可能にする新型のレ ーザ共振器と

してガウスコア共振器を開発した。 出力結合ミラーの中央部

に設けた部分反射部で高品質ガウスモ ー ドのコアビームを選

択し， さらに， 光軸周辺部で増幅した回折ピー ムをコアビー

ムと合成することにより， 大口径レ ーザビー ムとして出力す

る。

従来のレ ーザ共振器では， 出力結合ミラーの熱ひずみの影

響により， ガウスモ ー ドで出力できるレ ーザパワ ーが制限さ

れていた。 ガウスコア共振器により， 従来のガウスモ ー ド発

振の出力限界を大幅に向上でき， 大出力の高集束ビームを取

り出せる。 このため， 超嵩速加工によるレ ーザ加工を始め，

レ ーザエネルギー利用分野の用途拡大か期待できる。

●スラブ型YAGレーザで1,400Wの世界最高出力を達成

当社独自のレ ーザヘッドの開発により，単一のスラブ型 Y

AGレ ーザ媒質で1,400Wの世界最高出力を4.3％の闇い発

振効率で達成した。

高出力化の技術的ポイントは以下のとおりである。 ①ス

ラブ媒質の支持体に高反射材を用いて， 高効率な光励起を実

現。 ②支持体表面に多数の冷却溝を設け， スラブ媒質の温

度分布を均ー化することによって回折ロスの低減を行い， ビ
ームの取り，＇廿し効率を向上させた。

スラプ型レ ーザは， 基本的に高集束ビー ムの発生が可能で，

この研究成果をもとに， 高速・高精度加工に適用できる1

kW超級のコンパクトで調整・メンテナンス性に優れた高

出力YAGレ ーザヘの展開が可能である。

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

レ ーザ媒質 出力結合ミラー

ガウスコア共振器の原理

-
-

レ ーザピー ム 叩99 9^aJミフ
ー ＼ レ ーザヘッド

溝構造

スラブレ ー ザ構成

、＼
ノ

•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·

側面支持部（焉反射材）
全反射ミラー

ランプ ＼ スラブ lノーザ媒

）
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コアピーム ／／ 無反射部

全反射ミラ一 部分反射部
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●原子法ウラン濃縮用レ ザ
‘

ー ンスアム C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

原子法レ ーザウラン濃縮は， 天然ウラン原子の蒸気にレ ー

ザを照射して， ウラン235だけを電離することによって分離

しようとするものである。 このためのレ ーザは， ウラン235

だけを選択して電離する色素レ ーザと， この色索レ ーザを励

起するための銅蒸気レ ーザからなる。

レ ーザー濃縮技術研究組合では， 平成6年度から新たに要

素技術確立のための研究開発を実施している。 当社は， 大出

力銅蒸気レ ー ザでは半導体スイッチ駆動による高繰り返し

化／高効率化と， 色素レ ーザでは光質の高品位化等のレ ーザ

技術開発に加え， 色索レ ーザ光の品質を維持しつつ長距離伝

搬させるための補償光学系， ウラン分離セル内のレ ーザビー

ム光路を制御する多重反射系の開発を担当している。

‘
‘
,
'
’

 

大口径銅蒸気レ ー ザ

●シンクロトロン放射光装置の稼働`...................べ�C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

シンクロトロン放射光(SR)発生装醤が当社中央研究所で

運転を開始した。 この装置では線形加速器及びシンクロトロ

ンによって電子を光速近くまで加速し， SRリングに蓄積す

ることによってSR光を発生する。

SRリングには超電導偏向電磁石を用い， 装置の小型化と

消費電力の低減を実現している。 この超電導電磁石は， 液体

ヘリウム消費量を従来の1/10に低減し， SRリング用とし

ては世界で初めて永久電流モー ドで動いている。

SRリングから発生したSR光を基礎研究用に供給する。

また， リソグラフィによる半導体微細加工から始め， 将来は

物質の構造f叡斤などを予定している。

超電導小型SRリング

●放射線医学総合研究所納め重粒子線がん治療装置高エネルギ ー ビー ム輸送系 `C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

炭索， ネオン等の照射によるがん治療を目指す重粒子線が

ん治療装間が放射線医学総合研究所に完成し， 平成6年度か

らの治療を目指して現在ビーム調整中である。 当社はこの装

置の高エネルギービーム輸送系・照射系・全系制御系を製作

するとともに全体システム取りまとめを行った。 水平垂直両

方向の治療照射を実現するため， 高エネルギービーム輸送系

は高さ20m, 総延長240mの立体的なビ ームラインで構成

され， また， 数nAの徴弱な重粒子線を誘導するという特徴

がある。 このため， 機器据付けには三次元計測や網計算を利

用したアライメント法を適用し， ビーム診断方法としてはガ

ス増幅作用を利用してビーム電流を5 X 10
灯
音程度に増幅し

てビーム断面形状を計lllIlするビームモニタ等を開発して装置

） を完成した。

垂直系ピ ー ムライン立ち上がり部
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● フリーピストン型ヴィル ：：、エヒートホノフ C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

家庭の冷暖房空調用に都市ガスの燃焼熱を利用したフリー

ピストン型ヴィルミエヒ ートポンプ(FVHP)を開発した。

このFVHPでは， ヴィルミエサイクルを実現するためのピ

ストン駆動機構にリニアモータを利用したフリーピストン方

式を採用している。 本格的な空調用FVHPで， フリーピス

トン動作による運転を実証したのは世界で初めてである。

このFVHPには， 二つのピストンを駆動していた従来の

大きなクランク機構がない。 二つのピストンは自由賑動系を

利用して運動するが， 冷暖房能力制御のため， 一方のピスト

ンを新たに開発した小型高効率なリニアモータで駆動する。

このような構成によって， ヴィルミエヒ ートポンプの大きさ

を従来の約半分にすることが可能となる。

フリ ー ピストン型ヴィルミエヒ ー トポンプ試作機

●アンモニア — 水吸収式ヒ トー ホンプ ｀｀｀•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·

アンモニアを冷媒とする住宅用の高効率吸収式ヒ ートポン

プを， 石油産業活性化センターにかかわる通産省補助事業で

開発中である。 今般採用した熱サイクルは， 水がアンモニア

を吸収するときに発生する高温熱を内部で回収して再利用す

るもので， これによって従来の吸収式冷温7Jq幾に比べてエネ

ルギー効率を年間で約15％向上させた。

この吸収式ヒ ートポンプの能力は，冷房7kW,暖房9kW

で， 主な特長は以下のとおりである。

(1) 外気の熱を利用するヒ ートポンプ運転が可能で， 年間工

ネルギー効率が高い。

(2) 給湯機能を付加できる。

(3) メンテナンスが少なく， 低振動・低騒音である。

I
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●小型冷凍機による伝導冷却高温超電導マグネット ｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

Bi系材料を用いた小型超電導 コイル， 超電導電流リ ー ド

と2段式ギフォ ー ド・マクマホン冷凍機を組み合わせた伝溝

冷却方式の高温超電導マグネットを試作し， 安定な磁界発生

に成功した。 この方式は今後， 高温超電導を応用した実用シ

ステムとして有望な方式の一つである。

高温超電導電流リ ー ドの熱侵入量は約50mWと銅リ ー ド

で構成した場合の1/40と極めて低いものである。 このリ ー

ドによって コイル温度は5ケルビン以下に達し， コイルは，

約0.5テスラの磁界を発生した。 4時間以上の連続通電にお

いても安定した0.5テスラの磁界発生が可能であった。

、
ノ

GM冷凍機による伝導冷却高温超電導マグネット
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●200V級高温超電導薄膜限流素子 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

単一素子で200V級の回路に使用できる高温超電導薄膜限

流索子を世界で初めて開発した。この限流素子は，超電導薄

膜のクエンチに伴い抵抗が発生する現象を利用して，短絡電

流を限流し，電針機器を保護する。

開発された限流索子は，直径20 mmの SrTi03の単結晶

墓板上に100万A/cmウラスの高温超電導薄膜が厚さ0.57

µm,幅1 mm,全長114.5 mmのつづら折り状に形成さ

れ，限流期間中における甜温超電導薄膜の局所的な温度上昇

による溶断を防止するため，高温超電導薄膜の表面に銀の保

護膜を設けたものである。限流索子を液体窒索容器に浸し，

電源電圧200Vrmsの交流50Hz回路で限流実験を行い，

400Aの短絡電流が顕著に限流され11.3A以下に抑制され

た。
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200V級高温超篭導薄膜限流素子
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●GIS絶縁スペ ー サの沿面放電過程の解明 C•C•C•C•C•C•C：C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ガス絶縁開閉装蹟 (GIS) の絶緑性能を向上させるために，

絶緑スペーサ，SF6ガス，金属電極力吋妾触するトリプルジャ

ンクション部からの絶緑物沿面放電過程を解明した。雷イン

パルス電庄を印加し，この沿面放電過程を光電子増倍管とイ

メ ージコンバー タカメラを用いて光学的に観測した。沿面放

電過程は，ストリ ーマコロナの発生（段階1)，リ ー ダヘの

転移（段階2)，及びリ ー ダの間欠的な沿面進展（段階3)の

3段階に分けられることが判明した。これら各段階の現象を

統一的に説明できる物理モデルを構築し，任意形状の絶縁ス

ペーサに適用できるように各現象を定式化した。この結果，

GIS の各電圧階級ごとの最低沿面破壊電圧や最低沿面破壊

電界強度を正確に求めることが可能となった。
、
_
ノ
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段階1 段階2・段階3

高電圧電極

ピー 1`
ストリ ー ク写真

沿面放電の光学的観測例
(Ve:コロナ開始電圧， V,d :リ ー ダ開始電圧）

ア ー ク磁気駆動解析技術｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•
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アークの磁気駆動は，開閉器の遮断性能の改善や高価な接

点の消耗1氏減に大きな効果を発揮するので，その研究は極め

て重要である。また，最近ではアークの磁気駆動を電磁加速

装置に応用する研究が盛んになりつつあり，この面からもそ

の研究は重要である。しかしながら，アーク現象が複雑であ

ることから磁気駆動の解析は十分なされていなかった。

当社では，電磁 ・ 流体力学的アプローチにより，アークの

磁気駆動持性を解析する技術を開発し，アークの速度と変位

をアーク電流，アーク直交磁束密度，アーク長，時間等の関

数として表す計算式を導出した。計算結果は諸文献に示され

た実験結果によく 一致し，この解析技術は製品設計に生かさ

れている。図に計算結果の一例を示す。
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ア ー クの速度と変位（ア ー ク電流/: 100A, 
ア ー ク直交磁束密度8: 10mT, ア ー ク長L : 4.5mm) 
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1. 2
苧車子商品｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•
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●倍密度 90mm光磁気ディスク対応小型光ヘッド｀•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·�べ�•·•·•·•·•·•·•·•·•·••·•·•·•·•·

大容量化・薄型化・低価格化の市場ニ ーズにこたえた倍密

度の90mm 光磁気ディスク（片面230Mバイト）ドライブ対

応の小型光ヘッド(MLP-M2)を開発した。

光学系の簡索化と光ヘッドベース， 対物レンズアクチュエ
ータの軽量高剛性化により， 対物レンズアクチュエータ一体

型構成でありながら質量27g（従来比64%）の軽量化を実現

した。

一体型構成とすることによって組立調整を簡素化し， 生産

性を向上するとともに， 光ヘッド島さを11.2mmまで低減

し， 1インチハイトドライブにも対応可能とした。また， 対

物レンズアクチュエータを高性能化し，ディスク回転数3,600

r/min以上に対応可能とした。

倍密度90mmMO用光ヘッド

、,
l/

●高 SN比・広帯域記録用シールド磁気ヘッド方式

電磁シールド効果により， 高SN比・広帯域記録が可能

な当社独自の磁気ヘッド方式を開発した。

このヘッド方式は， コイル近傍の無効な漏れ磁束を非磁性

導電膜（銅， アルミ等）の電磁シールド効果によって札ll圧し，

インダクタンスの低減を図るものである。

この方式のS-VHSVTRベソドを試作し， 評価した結

果， 従米の磁気ヘッドに比べて， 規格化出力（出力X伝送帯

域）で20％の向上と， 外米ノイズの20dB低減を実現した。

このベソド方式は， 特に広帯域記録が必要な次世代のディ

ジタル磁気記録機器に有効である。

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

ギャップ

非磁性導電

従来磁気ヘッド シー ルド磁気ヘッド 、
＼
ノ

●MEテープの磁化解析技術｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

家庭用ディジタルVTRには， 金属蒸着(ME)テ ー プが

用いられる。 このMEテ ー プは， 従米の塗布型テ ー プに比

べて高出カ力叶翡られる反面， 再生波形が大きくひずむなど独

特の問題点があり， 高密度記録の障害となっている。

当社では， 従米から磁気記録媒体の磁化状態のシミュレ ー

タを独自に開発し， 多重記録など様々な記録状態の磁化fi糾斤

によって， VTRの高性能化に役立ててきた。

今匝I, このシミュレ ータを大幅に改良して， 独特の磁性粒

子の配向をもつMEテ ープにも対応できるようになった。

これにより， 家庭用ディジタルVTRを始め， ハイビジョ

ンディジタルVTRなど次世代VTRに必す（須）の高密度

記録技術の開発効率か向上する。

磁性粒子が斜めに曲
テ ー プ断面 ベー スフィルム がつて配列している 。

-コ方向悶
＇

□92µ
m□□□

I 
柱状磁性粒了

MEテ ー プの記録磁化シミュレ ー ション 、
ノ
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1. 3 情報処理 C•C•C•C•C•C•C••べペべ｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•
ヽ
ー

ヽ
ー
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●人工網膜チップ内蔵インテリジェントカメラ

人間の目のように， 画像の検出と輪郭などの様々な特徴検

出を， 同時にリアルタイムで実行する人工網膜チップを内蔵

したインテリジェントカメラの開発に椛界で初めて成功した。

内蔵している人工網膜チップは， GaAs基板上に感度可変

受光索子が16,384個（画素数：128X 128に対応）集積され

たものであり， チップサイズは14mmX14mmである。

開発したインテリジェントカメラは人工網膜チップの感度

制御回路と信号処理回路を備えており，フレ ームレ ートは16

msである。 このカメラを用いると動画像の輪郭などの様々

な特徴検出結果がリアルタイムでTVモニタなどで観讃Ilで

きる。

このインテリジェントカメラの開発により， 人工網膜チッ

プの画像処理システムヘの適用が可能になった。 今後は画素

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

数の増大， 検出感度向上とともに更に処理速度を改善し， 本

格的に実用化を推進する。

-
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インテリジェントカメラ

●RAID5 ・ ディスクアレ ー 装置 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ディスク装置の信頼性・性能・容最を向上させる手段とし

て注目されている， RAID5タイプのディスクアレ ーを開発

した。 この装置の特長は次のとおりである。

(1) 1台のディスクが故障してもデータが失われず処理か続

行でき， また活線挿抜によるオンラインのディスク交換が可

能なため，100倍以上の高信頼化を実現した。

(2) RAID5ではディスクヘのWRITEに通常の 4倍のデ

ィスクアクセスが必要なため性能低下を招くが， 当社独自の

RAIDキャッシュ技術によってこの緩和を図り， さらに，

多数ディスクの同時並行処理， コマンドキュ ーイング機能，

） ホスト計算機の内部バスに直接接続等の閾速化機構を採用し，

現状のディスクアレ ーでは最高7l噂しの高性能を達成した。

一

一
ディスクアレ ー試作機

●音声認識 ・ 合成による音声メディア変換技術 ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•+C•C•C•C•4べぺべ·««べ�•·•·•·•·•·

ヽ
ー
ノ

分野を限定せずに， 音声を認識して文字列に変換する音声

タイプライタ， 文字列から音声を合成する自動朗読装置の実

現の核となる新手法を開発した。

従米は文節ごとに区切ってゆっくり丁寧に発声した場合で

80％程度であった音声から仮名文字列への変換精度を， 連

続して早く滑らかに発声した場合でも90％以上（特定話者）

とした。 また， 人間の発声に近い明瞭な合成音声とした。

開発した新手法は次のとおり。

(1) 調音結合によって変形した連続音声中の音素を95％の

精度で認識する
“

線形音索文脈モデル
”

と， 音索配列の

統計的特徴を適応的に用いる
“

可変長Nグラムモデル
＂

(2) 肉声の持つ揺らぎを再現する “

音源揺らぎモデル
”

1. 研究・ 開発

音声メディア変換技術
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●道路交通シミュレ ー タ VETRAC C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•4ベベベ｀｀｀｀｀｀C•C•C•

道路交通管制システムにおける信号制御方式の評価・検証

を目的に道路交通シミュレー タVETRAC(y_ ehicle Traf­

fie f_ontrol System Simulator)を開発した。

VETRACは， 信号機， 制御機， 車両感知器から構成さ

れる信号制御システムと個々の車両の自律的な走行を模擬し．

信号制御が交通流に与える影響を詳細に調べることができる。

また， 車両走行と信号現示の状態をアニメ ーション表示する

機能や車両走行軌跡をダイアグラム表示する機能を備えてい

る。

なお， VETRACはオブジェクト指向プログラミング手

法を採用し， 道路ネットワ ークモデルの拡張や車両運転モデ

ルの個性化などに柔軟に対応できる設計となっており， 交通

管制センター向けシミュレー タとして製品化の予定である。

-·-‘'・·,●三島'•-- . 
・い●心"'z9 F 

-�'”'～ーI—
-、G百

/9- ／ 

/\＼● 1 i ]1 [ || ||
しししし只い．二吋

道路交通シミュレ ー タVETRAC画面例

●オブジェクト指向技術に基づ〈保守情報管理システム C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

三菱電機ビルテクノサービス（悧と共同で， エ レベー ター

の保守部品をオブジェクト指向技術を用いて自動的に選択す

るシステムを開発した。 従来， 保守部品の選択は専門家がノ

ウハウを使って， 膨大な紙資料を次々にたどって検索してい

た。 このシステムでは， 資料を電子化し， 部品を選択するた

めの判断を自動化することにより， 部品手配業務の効率化が

図れる。 主な特長は次のとおりである。

(1) オブジェクト指向によって， エ レベー ターの個別の構造

をモデル化したことで， 号機ごとに異なる検索手順に対応で

きる。

(2) 部品の選択条件を解釈し， 自動的に部品を選択する。

(3)個々のエレベー ターの機器構成を画面にグラフィカルに

表示し， 検索の経過を見たり， 検索対象をマウスで選択でき

る。

電子メ ー ルシステムを用いた事務処理のOA化に不可欠

な電子検印， 親展， 回質の機能を実現する技術を開発した。

この技術は， 最新の暗号技術の一つである零知識証明プロト

コルを応用し， 独自の広域分散型検印・認証機構を実現して

いる。 この広域分散型検印・認証機構は， 従来必要とした大

規模デー タベースを用いることなく， 受信した情報のみで改

ざんの検出， 発信者証明を行う当社独自の技術であり， これ

によって広域ネットワ ーク上での運用を初めて可能とした。

さらに， 親展・回覧・多重検印機構も追加した。

この技術を用いることで， 電子メ ールシステム上での安全

で高速なビジネス文書の送受を実現できる。
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保守部品の検索結果
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 電子メ ー ルでのセキュリティ技術

32 三菱電機技報・Vol.68 · No.l · 1994 

1/ 

I · ~ 

|― ` ＂.....”蓼＿、●9..̀’̀.、9

マ

↑
 

,. 



1. 4 通 1
= 

ロ
� C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 
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●SDH1 OGbpsインタフェースLSI ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

．ヽ
�

広帯域ISDN の進展による通信の大容量化に向けて， SD

H （同期ディジタルハイアラ ー キ）勧告の最品伝送速度2.4

Gbpsの4倍のlOGbpsインタフェ ースを処理するLSIを

開発した。

このLSIでは，並列処理によって動作速度を156Mbps以

下とすることでBiCMOS プロセスの適用を可能とした。 こ

れにより， 高速大容量の信号処理を小型・低消費電力で実現

した。

LSIは回路規模37.7Kゲー トであり， モ ー ド切替えによ

り1品種で送信側と受信側の信号処理に兼用できる。

このLSIにより， 超高速伝送システムの構築が可能とな

る。

<
156Mbps 

受信処理

64 

1 OGbpsインタフェ ー ス用LSI

●航空機搭載ライダ用レーザ送信器`•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·«·•·

地球規模で大気環境を監視するセンサとして， 衛星や航空

機に搭載したライダが注目されている。 宇宙開発事業団の指

導のもと， 航空機搭載ライダ用として， 半導体レーザ励起固

体レーザを用いたレ ーザ送信器を開発した。

送信器は， 波長1,053nmのレーザ光を発生する主発信器，

この光を第2高調波に変換する波長変換器， 送信光学系から

構成される。

主発振器は， C軸Nd:YLFをレー ザ媒質とプリズムを

対向した自己補1紺骨成のテレスコ ープ共振器を採用すること

で， 耐環境性の向上と高効率化を図った。 波長変換器は， ダ

ブルパス構成によって高変換効率を達成した。 開発品の性能

） は繰り返し50Hzで単一横モ ード基本波出力lOOmJ, 電

気ー 光変換効率7%， 波長変換効率54％である。

r--＿ ＿＿＿-----------------------------------→ 
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偏光子

LD : Laser Diode 
Nd : YLF : Neodymium doped Yttrium Lithium Floride 

レ ー ザ送信器構成

●広帯域分布形FETスイッチ ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•4ベぺ·

）
 

通信やレーダにおいて送信と受信とを切り替えるスイッチ

として， FETを用いた半導体スイッチの持つ小型で駆動電

力が小さい利点を備え， かつ， 広帯域で耐電力性能の衛い S

PDT（単極双投）スイッチを開発した。 このスイッチは， F

ETを分布定数線路の索子として構成する方式の SP ST（単

極単投）スイッチと3dBハイブリッド結合器とを用いてお

り， FETの動作状態を変えることにより， 分布定数線路の

インピーダンスを変えてスイッチ動作を行う。 試作した M

MICスイッチは， 4 -18 GHzの2オクターブ以上の広帯

域にわたって挿入損2.SdB以下， 耐電力28dBm以上の良

好な特性である。
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． デイジタル移動体通信用900MHz帯高効率・低ひずみFET増幅器

デイジタル移動体通信では， 限られたバッテリ容鼠での長

時間の通話及び隣接チャネルとの干渉を抑えた高品質な通話

が可能な小型携帯機力吋ミめられている。 この要求にこたえる

ため， 高効率・低ひずみでかつ小型な送信用4 段FET増幅

器を開発した。 この増幅器では， 高い飽和出力を持ちながら

平均出力時に消翡電力が小さくなる出力回路によって高効率

化を 通過位相変化を低く抑える段間回路によって低ひずみ

化を， またドライバ段を集中定数素子を用いたモノリシック

構成として小型化を図っている。 増幅器は， 900MHz帯に

おいて飽和出力34dBm, TI /4シフトQPSK変調信号の

平均出力3ldBm時の効率38.1%, 50kHzオフセットでの

漏えい電カ ー48.5dBcの性能で， 寸法は16 X 12 x 2 ( mm) 

である。

●移動体通信用はしこ‘
‘

形SAWフィルタ

携帯電話などの移動体通信の端末機用として， 小型で低損

失なフィルタが要求されている。 このようなフィルタとして，

SAW (Surface Acoustic Wave:弾性表面波）共振器をは

しご形に接続して構成したフィルタを開発した。 このフィル

タでは， SAW共振器のSAW励振用すだれ状電極と反射

器とでグレ ーティング周期を異ならせ， さらに， これらの比

を直列腕共振器と並列腕共振器とで変えてグレ ーティング周

期を設計することにより， 広帯域化を図った。800MHz帯

で試作したフィルタは， 挿入損失最小値ldB, 比帯域4.3

％の性能を持っている。

1. 5 電 子機器

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

● w帯MMIC一体化送受共用反射鏡アンテナ C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

受信用の一次放射器にMMIC (M onolithic M icrowave 

Integrated Circuit) 一体化マイク ロストリップアンテナ

(MSA)を用い， 送信用にホ ー ンを用いた送受共用の反射鏡

アンテナを W帯で開発した。 受信用の主反射鏡の外周に送

信用の主反射鏡を滑らかに接続することで， 1枚の反射鏡で

送受共用を実現した。

受信波検知部の表面には4索子のMSA, 裏面にはモノ

リシックバランス形ミクサが構成されており， 和パターン，

差パターンの合成ができる。 地導体上の結合用スロットを介

し， 屯磁的にMSAとミクサ及び給電回路を結合すること

で非接触な構造でMMICとの一体化が可能となり， 特に高

い工作精度が要求されるミリ 波幣以上の周波数で有利な構成

となっている。

(
8
P)

に
師
啜
帯

遂信用
主反射鏡

受信用
主反射

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

-10 
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-30 

送信用4段FET増幅器
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＼ -40 

630 

送受共用複合反射鏡の横造

880 

周波数(MHz)

通過特性

受信波
検知部

副反射鏡
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 受信波検知部
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●マルチビム合成開口 夕ー レー C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eべ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

合成開ロレーダは，人工衛星や航空機から地上を昼夜・ 天

候にかかわらず高い分解能で観測できるため，地球環境のモ

ニタリング，資源探査，地形図の作成等に利用されている。

このレーダでは，アンテナビーム輻が広いほど分解能を高く

することができるが， レーダの進行方向に直交する方向での

観測幅が狭くなる。

今回開発した方式では，複数の狭ピームからなる受信アン

テナを用いて，各ビームで受信される信号のドップラ一帯域

幅を狭くし，観測幅の低下を防止する。各ビームで受信した

信号を合成することにより，ビーム幅がビーム本数倍に拡大

された場合と同等の分解能を達成する。 マルチビームによる

高分解能化の例を図に示す。

、_,." 
1本ピームによる出力画像

4本ビームによる出力画像

シミュレーション結果

ーヽ／

1. 6 苧子―ヽ ‘バ弔アイス材料技術 `C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

● SOI/DRAM -eべ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eべ~C•C•C•C•

薄膜 SOI基板に形成した SOI/DRAM(16Mビット対

応のデザインルール使用）のビット動作を世界で初めて確認

し， SOI化によって裔速動作することと低消費電力化でき

ることを確かめた。

SOI/DRAMは，デザインルールが0.5μmを切ったバ

ルク Si碁板上に形成される DRAMの微細加工の困難さや

コストの増大の問題点をクリアできるポテンシャルを持って

おり， またその基板構造により，ソフトエラーフリーである

ため256Mビット以降の DRAMの将来にブレークスルー

） を与えるものである。

マイクロプロセッサヘの適用を目的とし， 0.5μmBiCMO

Sプロセス技術を用い， 64ビット BiCMOS加算器を開発し

た。加算器の最も遅いパスがパストランジスタで構成されて

いる点に着目し，パストランジスタとバイポーラトランジス

タを効果的に融合させたパストランジスタ BiCMOSゲート

を考案し，適用した。

パストランジスタ BiCMOSゲートは，入力信号を反転せ

ず直接バイポーラトランジスタに伝える特徴を持ち，ゲート

自身の持つ本質的な遅延時間が小さい。64ビット BiCMOS

加算器の特性評価の結果， 電源電圧3.3Vで3.5nsの動作時

） 間を得た。同一アーキテクチャのCMOS加算器に比べて約
25％高速に動作する。

1.研究・開発

SOI/DRAMの断面SEM写真

●高速64ビット BiCMOS加算器 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ·«·`｀«

64ビット BiCMOS加算器
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●差動電圧／デイジタル変換回路を用いた高速・低消費電力10ビットA/D変換器 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 
ーヽノ

分解能10ビット，最大変換速度50Mサンプル／秒，消

費電力500mWのA/D変換器を開発した。 5V単一電源

で動作し，同一分解能，同一速度の従米品に比べて35％消

費電力が小さい。 0.8μ mBiCMOSプロセスを採用。ハイビ

ジョンに代表される高精細・多機能な映像機器に適用できる。

従来の A/D変換器は抵抗網を高速に充放電する必要が

あった。これに対し，当社は独自の差動電圧／ディジタル変

換回路を開発し，抵抗網の充放電を行うことなく A/D変

換を達成した。この結果，高速性を維持しつつ消曹電力の低

減が図れた。また，当社独自の差動増幅回路，減算回路，利

得調整回路等も導入し，高精度化を達成した。

● 60GHz帯低雑音HEMT C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•4べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

周波数60GHzのミリ波帯域で，雑音指数がl.6dB,利

得が6.5dBの世界ト ップレベルの性能を持つ低雑音 HEM

Tを開発した。これは現在量産中である衛星放送 (BS)用の

低雑音 HEMTをベースに，ゲート長の微細化と結晶構造

の改良によって実現したものである。

情報伝送鼠の増大に伴い，通信システムに使用される周波

数帯はマイクロ波 (l-30GHz)領域から，より高密度伝送

に適したミリ波(30-300GHz)領域へ広がりつつあり，こ

のHEMTは，これらミリ波帯受信システムの低雑音化・

高感度化に大きく役立つものである。

今後，より一層の低雑音化及び高周波化(60→90GHz)を

図る予定である。

璽璽

10ビット 50Mサンプル／秒 500mWA/D変換器

、¥l
/

60GHz帯低雑音HEMT

ーヽノ

● X線マスクの微細加工技術｀｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ギガビット級の半導体デバイス製造における転写技術とし

て，シンクロトロン放射光を用いたSR転写力喋且待されてい

る。等倍X線マスクはこの技術のキーデバイスで，衛い解

像度と精度が要求される。当社ではX線吸収体としてw-
Ti合金を採用し，その成膜及び徽細加工技術の検討を行い，

O.lμm以下の徴細加工技術を確立した。その特長は次のと

おりである。

(1) 超低応力吸収体成膜法によってパターン位置ひずみを最

小化

(2) 吸収体のアモルファス化によってパターン寸法精度も改

善

(3) 多重描画法によって電子線 (EB)描画精度を改善

(4) 低温ECR（電子サイクロトロン共鳴）エッチング技術に

よって吸収体の高選択・異方性エッチングを実現

• _i ）
 X線マスク
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●高感度電子線レジスト C•C•C•C•C•ヽC•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

半導体索子のO.lμm級の微細加工ツールとして注目され

ている EB露光技術では，電子ビームの走査によって露光

が行われるため，露光時間が長くなる。この問題を解決する

ために高感度レジストが必要である。

触媒反応を利用した化学増輻系3成分ポジ型レジストを開

発した。開発レジストでは触媒を発生させるだけの EB照

射量で十分なため， 5-lOμC/c面の高感度を実現した。

さらに， レジスト主要成分として，溶解性甚の一部を触媒

反応で分解できる疎水性基で保護したベース樹脂を開発した。

これにより，露光部と未露光部との溶解速度差を 1,000倍以

上に設計することが可能となり，その結果， 0.16μmの高解

像度パターン形成を達成した。

ーヽノ
●二次元電極形状におけるトンネル電流の数値解析技術

不揮発性半導体メモリであるフラッシュメモリでは，フロ

ーティングゲートとシリコン基板との間でトンネル電流を流

すことによってデータの書込みや消去が行われる。ゲートエ

ッジ部分の形状は，デバイスの製造条件によって変化する。

トンネル電流は主にゲートエッジ部分を流れるのでデバイス

の書込み及び消去特性に大きな影響を与える。

エッジの形状とトンネル電流との関連を明らかにできる数

値1i就斤技術を開発した。図はゲートエッジ部から流れ出るト

ンネル電流分布の数値計算結果の一例である。エッジコーナ

部で電流密度が2けた程高くなることが分かる。

この数値解析技術は，フラッシュメモリのゲート電極形状

の最適化に利用することができる。

0.16 μ mのパターン断面 (50keV)

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

(NE
3
¥
V
)
 

駆
釦
喪
頓
4

こ
‘
入
上
心
田

U
阻
ぶ
'
?
|
↑
．へ
入
}
ト
ー
ロ
L

101 

10° 

10―I 

10-2 

10―3 

Iコントロールゲート 1
トンオ）レ
電流、 しフローティングゲート」

10―4 
D 10 20 30 40 50 

フローティングゲート嗚からの距離 (nm)

ーヽノ
フローティングゲー トエッジ部における

トンネル電流の数値解析例

ーヽノ

●オートホワイトバランスIC(AWB-IC)用カラーフィルタ材料

AWB-ICは，家庭用小型ビデオカメラの将及に伴い高性

能化・低コスト化が進められている色調整用の固f枠央像索子

である。その生産性向上のため， 5インチ化が急務であり，

フィルタを形成するワニスに良好な塗布均一性・保存安定性

が要求される。

当社では，高耐熱，高純度のシリコーンラダーポリマーを

用い，その有機溶媒溶液を高濃度で顔料と予備混合すること

により，オレンジ，緑，青の新規なワニスを開発した。

トップコートを含めた4種類のワニスをカラーフィルタ材

料とした素子に信頼性評価を行った結果，従米品より優れた

信頼性を確認した。

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

AWB-IC 
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●電子デバイス実装基板はんだ接合部の熱疲労解析技術

ICなどの電子デバイス実装甚板はんだ接合部の熱疲労に

対する信頼性評価技術の向上を目的に，はんだ材料の非線形

性を考應した接合部のひずみ解析有限要索法プログラム (N

POS)を開発した。

このプログラムでは，はんだ材料の変形特性に及はす温度

及び変形速度の影響を考慮でき，実装甚板の熱疲労環境下で

生ずる接合部のひずみをより厳密に解析できる。解析モデル

の作成や結果出力には，汎用のプリ・ポストプロセッサを利

用する。

NPOSの解析結果を甚に，接合部の寿命評価を実施する

ことによ って，実装基板はんだ接合部の長期信頼性評価の精

度向上を図ることができる。

●高温超電導電流リード

lOOK以上の超電導転移温度を持つ Bi系高温超電導バル

ク材を作製して，従来の銅リードによる熱侵入量を 1/5に

低減する500A級電流リードを開発した。これにより，ケー

ブルからの熱侵入を大幅に減少させ，冷凍機による冷却のみ

による超電導マグネットの運転が可能になった。

熱処理とプレス処理のサイクルを利用するセラミックプロ

セス技術を開発し，結晶粒の配向，緻密化を促進させ，

ド線における高臨界電流を達成した。さらに，熱処理により，

銀ぱく（箔）と Bi系酸化物との界面を制御することにより，

10―6D ・ cm以下の低接続抵抗を可能とする電極形成技術

リー

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 
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 ． 巨大磁気抵抗効果人工格子膜 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

軟磁性層／非磁性層／硬磁性層の3層構造からなる巨大磁

気抵抗効果 (GMR効果）人工格子膜を開発した。各磁性層

の反転磁界や非磁性層の膜厚を最適化することで，約13.7%

もの磁気抵抗変化率を得た。この値は3層構造における世界

最大の値であり，従来の磁気抵抗効果(MR効果）に比較す

ると 1けた近くも大きな値である。

さらに，軟磁性層の改善によって大幅な磁界感度の向上が

可能であり， 1%/0e 以上の信号—磁界感度が得られる可

能性を確認している。この 3層構造膜は，従来の MR磁性

膜と同様に耐環境性，形状自由度， i肘衝撃性にも優れ，磁気

ヘッドや各種センサ，不揮発性固体メモリ等の著しい性能向

ートを実現できる。

（
象
）
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基板／Fe+Co/Cu/Co
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、ノ
3層構造膜の印加磁界に対する抵抗変化率
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●核融合実験炉用Nb 3 Sn超電導線 ••••••C•••••••••••••••••••C••••べベ~C•<••••••••••ベベベ~C•••••••••<•••••

当社オリジナルの内部拡散法による N妬Sn超電導線を核

融合実験炉のセンターソレノイド (CS)モデルコイル用素線

に適用するため， ヒステリシス損失1尉咸に関する研究開発を

行い，従来の損失値の2/3という大輻な性能改善に成功し

た。この研究開発では，損失の原因となる Nb3Snフィラメ

ント同士の接触のメカニズムを解明し，それに基づき，特に

Sn量，フィラメント配置等の線材構成の最適化を行った。

これにより，損失値171mJ/cm3(B＝土 3T)という内部

拡散法では世界で初めて目標値の200mJ/c面を下回る値

を達成するとともに，伸線加工性も改善され， 2,000m級の

長尺線の製作に成功した。これらの成果により， CSモデル

コイル用素線としての性能を満足する4,000m級の長尺線が

製作できる見通しを得た。

2,000m級のN恥Sn長尺線

‘‘,／ 
●半導体封止成形の三次元流動解析技術｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•4ベベベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

半禅体封止成形において，金型キャビティ内における樹脂

の流動を数値1i籾斤できる技術を確立した。封止樹脂は熱硬化

性で衛温の金型内を流動するため，温度上昇と硬化反応の進

行による粘度変化が生じる。このため，三次元流れの式に温

度及び反応の式を連成し，固定メッシュで流動パターンを求

めることが可能な有限要素解析プログラムを開発した。

このプログラムによるキャビティ充てん（填）途中の解析

結果を図に示した。圧力分布や流速ベクトルからダイパッド

や金線に加わる力を計算し，それらの変形を予測することが

可能である。金型キャビティ内の三次元流動挙動か詳細に解

析でき， 金型設計や成形条件及び樹脂の流動硬化特性の最適

化に寄与できる。

樹脂

Siチップ

,`.... ・・,・_;- 称面

ゲー ト ぎ：．ぶ、グ

¢2 乞芦-•免.,. 9,9/ 〉イパノト涵．．．べ．• ；. -• ・ 
紅 f;r9”,
／ 

/9  

三次元流動解析結果 (1/2モデル）

‘‘,ノ

●光・熱硬化型エポキシ樹脂ポッティング材 •·•·•ベベベベベベベベベ·«««ベベベベペペベ·««ベベベベ·``

電子・電気機器の端子防湿絶縁，電子部品の封止などを高

速で行うことができる新規エポキシ樹脂ポッティング材を開

発した。このポッティング材は，主剤と硬化剤の2液によっ

て構成されており，両液を混合してポッティングを行った後，

15秒間の紫外線ランプ照射により， 10mm以上の厚膜硬化

性を示す。さらに，室温で1日放置することによって完全硬

化する。

硬化した樹脂は，連続耐熱温度120℃，煮沸24時間後の

吸水率1.7%，曲げ強度 (25℃)131MPa,体積抵抗率8X 

1015 D, ・cm,難撚性UL-94/VOの優れた特性を持ってい

る。

このポッティング材は，モータ端—子の防温絶縁，電子回路

） 麟の防湿コート，チップ部品，磁気ヘッドの仮止め・接着
などに適用される。

ポッティング適用例（モータ端子絶縁）
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1. 7 生産技術／評価・診断技術 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

、!‘

●全自動レーザILB装置 `C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ·«ベベペベ~C•C•C•C•

電子機器のキーデバイスである ASICには，入出力の超

多ピン化等の要求から，テープを用いたパッケージ (Tape

Carrier Package : TCP)が不可欠となる。そこで，チッ

プ上のバンプとテープのインナリードとを， レーザを用いて

1ピンずつ接合する全自動レーザILE(Inner Lead Bond-

ing)装置を開発した。

この装置では，従来のツールによる一括（ギャング）接合

方式と異なり，機械的に加圧・加熱しないため，チップ／リ

ードサイズにかかわらず均ーな接合ができる。さらに，高速

高精度レーザビーム位涸決め，全リード検査， 自動アライメ

ント等の機能により， 1,000ピン級(50μmピッチ）以上のパ

ッケージングが可能になった。

戸

し：：：：ロ-
一悶•

mと．・•國 ； ： 

清

左：接合部SEM観察例 (75μmピッチ） 右：全自動レーザILB装置
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●超微細ピッチ多ピンLSIのプリント基板実装技術 ｀｀C•C•C•C•ヽC•C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•

250μmピッチ， 576ピンの超徽細ピッチ LSIを基板上に

高品質で実装する技術を世界で初めて開発した。

LSIの高集積化に伴い外部電極リードの微細ピッチ化と

多ピン化が進展している。超微細ピッチ LSIを従米のプロ

セスで実装すると不良が多発するため，次の技術と装置を新

たに開発し，実装プロセスを革新した。

(1) はんだ供給を高精度化する無電解はんだめっき技術

(2) リード形状を高精度化するインライン検査機能付き成形

装罹

(3) 全リードを土 10℃の精度で加熱できるはんだ付け装置

この技術により，実装密度を従来の 2倍の36極／cm勺こ

できるため，情報通信機器などの小型化や衛機能化とその量

産に威力を発揮する。

基板実装ライン

＼
ー
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●量産用ICB成膜装置 ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べべ~C•C•C•C•C•C•C•C•

イオンを用いて高品質な薄膜を形成できる ICB(Ionized 

Cluster Beam)成膜装置の半導体用途向け量産機を開発し

た。従来，高機能薄膜の研究用として開発，製品化した IC

B成膜装置に以下に示す量産機能を持たせ，高い生産性が要

求される半導体製造ラインの拡散バリア膜の形成に適用でき

るものとした。①ICB源の配置をシミュレーションに基づ

き適正化し， 8インチ全面に均ーな膜の形成が可能。②る

つほ加熱部とイオン化部を一体化した新しい ICB源構造の

開発により，長寿命化を達成（従来比10倍以上）。③カセッ

ト トウカセット式ウェーハ搬送システムと自動るつほ交換

システムの開発により，枚葉処理方式で1週間の連続運転が ）
 可能。 量産用ICB成膜装置
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● XAFS解析技術 •·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•'•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•· 
ーヽ，

材料・デバイスの高機能化・高性能化を果たす上で，原子

レベルでの物質構造の理解が不可欠となってきている。当社

では，その有力な手段の一つである XAFS(X-ray Absorp-

tion Fine Structure : X線吸収徴細構造）解析技術の確立

を通じ，デバイス用材料の特性と材料中の注目元索回りの局

所構造との関係に関する新しい知見を得るとともに，デバイ

ス用材料解析に適した測定システム自身の開発も進めている。

今回開発した測定システムは，測定・計測部を独立させ，

種々の条件下での測定ができるとともに，従米のX線管は

もとより，シンクロトロン放射光にも接続が可能である。ま

た，エネルギー分解能としては，既存市販装置の約2倍の性

能を持ち，より精度の高い材料解析が可能となった。
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●接着・リベット併用接合法による配電盤 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

‘、’ノ

強度，耐久性，シー）レ性に優れ，小型の屋外用きょう（筐）

体で10年以上の実績を持つ構造用接着剤と，容易な片面作

業で高い信頼性を持つリベットとの併用接合による新しい箱

体製造法を開発し，配電盤に適用した。特徴は次のとおりで

ある。

(1) 接着剤による面接合によって応力分散を図り，剛性向上

と薄板化による軽量化を同時に達成した。また，接着にリベ

ットを併用することにより，高い強度的信頼性を確保してい

る。

(2) シール性が優れているため，屋外用配電盤に適用できる。

(3) 溶接を全く使用していないのでひずみ取りや仕上げ工程

が不要な合理的製造法を確立した。また，外観意匠性も向上

した。

(4) 溶接作業のような熟練技能を要しないため，将来の熟練

作業者不足に対応でき，また，作業環境の改善にも有効であ

る。

●熱・流体回路網法による汎用熱・流体解析ソフトウェア

熱流体解析の汎用ツールとして，電気回路と同様に回路を

組んで箭布を行うソフトウェアを開発した。このソフトで使

用した熱・流体回路網法はすべての機器に応用でき，概念設

計及び詳細設計に使用できる。特長は次のとおりである。

回路網法を使用しているため，複雑な機器・システムに

使用可能

(2) 烈弧抗，流体抵抗計算式を内蔵

(3) 流体（水，空気ほか）物性値を内蔵

(4) 境界条件，発熱量，ファン特性を関数で入力できるため，

それらの時間変化，温度変化の考慮が可能

(5) 計算結果のグラフィック出力が可能

汎用プリポストとの接続が可能

(1) 

ーヽノ

(6) 
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接着・リペッ ト併用接合法によって組み立てられた配電盤
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電力及びエネルギー関連機器・システム
I'. 6. I'. 7にカラ ー トヒ ・Jクス掲載

ー

世界的な景気の停滞によるマイナス要因はあるものの，

我が国の電カ・ エネルギー需要は，今後とも着実な伸びが

予想されている。一方，地球環境問題に対応して，クリー

ンエネルギーや効率の向上が， また社会の高度化・情報化

の進展に対応して，電力供給面での運用の最適化が強く求

められている。 平成5年度も， 当社は新技術や新製品を開

発して，このような社会的要求に十分にこたえてきた。

(1) 発電

原子力発電の分野では，九州電力（松玄海原子力発電所の

3号機が，本年3月の営業運転開始に備えて試験調整の最

終段階を迎えている。四国電力（掬伊方原子力発電所の 3号

機は，原子炉 ・タービン制御に加え，補助設備について も，

最新のデイジタル制御を採用したプラントとして平成 7年

の営業運転を 目指して試験調整中である。また，動力炉・

核燃料開発事業団の高速増殖炉“もんじゅ”は， 初臨界に向

けて試運転中である。

火力発電の分野では，機械損，電気損の最新の低減技術

を駆使して99％の規約効率を達成 した水素冷却タービン発

電機を，北陸電力（悧七尾大田火力発電所向けに出荷した。

建設の増加している高効率コンバインドサイクルプラント

では，九州電力（1:t）新大分発電所の 2号系列の一部が現地試

運転中であり，関西電力（樹姫路第一発電所の 5号機は現地

据付け中である。また， 最新技術の適用として，発電ユニ

ットと補機を対象にしたCRTオペレーション装置やディ

ジタルAVR装置の事業用火力への本格的導入を展開した。

水力発電の分野では，揚水発電プラントの建設計画が増

加しているが，中部電力（樹奥美濃発電所向けに製作した

279MVA発電電動機は，回転部の遠心効果を利用した軸

受油循環方式，電動フ ァンを省略した自力通風方式などの

特長を持つ高速大容量機である。また，北海道電力（松高見

揚水発電所の2号機に適用した可変速揚水発電システムで

は，世界で初めて，ゲート ターンオフサイリスタ (GTO)

変換器を励磁装置として実用化した。

新発電システムの分野では，我が国で初めて系統連系技

術要件ガイドラインに準拠した太陽光発電システム低圧系

統連系保護装涸を開発した。

(2) 送変電

将米の電力の安定した送電のため，東京電力（松では， 21

世紀初頭にUHV(lOO万V)送電を開始する計画であり， 平

成 7年から新榛名変電所でUHV用変電設備の実証試験を

実施する。 この実証試験用の100万V変圧器（実証器）の製

作が完了し，現地据付け段階に入った。この変圧器は，高

電圧，大容量に適した外鉄形構造の採用， 本体2分割によ

る輸送制限への対応などを設計上の特長と している。また，

各製作工程にクリーン化技術を導入し，製作に先立って実

規模モデルを用いて厳しい条件で各種試験を実施し，性能

及び信頼性の確保に万全を期すなど，製作・検証面でも革

新を図った。また， 100万V2点切りガス遮断器を採用し

たGIS及び次世代ディジタルリレーを適用した保護・制御

システムについても，実証試験器の製作に向け，実規模モ

デルによる開発や検証試験を精力的に進めている。

系統制御関連では，東京電力（樹川崎給電所に導入した設

備総合自動化システムが注目される。制御用計算機の最新

機種とともに，マンマシンにEWS(RISCプロセッサ）を採

用し， UNIXをベースにした分散型システムを構築するこ

とにより，従来の集中型システムでは得られない高いレス

ポンス性能と，機能拡張性の向上を図った。

(3) 受配電

ガス絶縁変圧器が不燃・防災機器として都市部を中心に

普及 しており，ビル用ガス絶緑変圧器としては，記録的な

20MVAの大容量器，ガス断路器を直結させた コンパク ト

なガス絶縁変圧器など，特長のある製品を製作した。

また，ネッ トワークを指向した低圧気中遮断器として，

デイジタルリレーの搭載により保護・制御機能を充実させ

た機種を開発した。

実用化に向け研究を進めている電力量計などの自動検針

技術では， 過疎地など検針困難地区に対応 した無線式検針

システム，既設の電話網を用いて検針するシステムの制御

装置などを開発した。
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●原子力発電プラント｀｀｀｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•

九州電力味玄海原子力発電所3号機は，平成6年3月の

営業運転開始に備えて試験調整の最終段階を迎え，同4号機

も設計・製作中である。四国電力（恥伊方発電所3号機は，

原子炉／タービン制御に加え，補助設備についても最新のデ

イジタル制御を採用するとと もに， 1, 2号機を含めた放射

線総合管理システム（気体・液体廃棄物管理機能，放射線モ

ニタ管理機能及び環境影響評価機能）を備えたプラントとし

て，平成7年の営業運転を目指して試験調整中であり，動力

炉・核燃料開発事業団の高速増殖炉もんじゅ発電所は，初臨

界に向けて試運転中である。

さらに，軽水炉次期プラントに向けて，①プラント運転

保守の一元管理を甚本とした機能役割分担の最適化と高信頼

度運用の実現，②安全性／信頼性／稼働性及び保守性の一

九州電力（株）玄海原子力発電所 3,4号機

層の向上を目指して総合デイジタル化システムの開発を進め

るとともに，電気脹器の大容鼠化・高信頼度化に取り組んで

いる。

●統合制御監視システム MELTAC-CJ C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ペベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

‘‘'ノ

原子力計装制御システムに広く適用実績のある MELTA

Cシリーズの高信頼性・高保守性を踏襲し，小型・低価格・

汎用性を追求したMELTAC-CJシステムが完成した。

図の構成をベースに柔軟な拡張性を持ち，高分解能カラー

CRT,業界標準のソフトウェアシステムを適用するととも

に，高速シーケンス・計装制御を同ーコントローラ上で実現

する高性能CPUを採用した。また，操作のリアル感を CR

T上の立体画・動画で向上（多色表示）させ，タッチオペレ

ーション機能とも合わせ負担軽減を図っている。異機種との

接続についても OSI準拠標準ネットワーク，標準通信手順

を介し，容易に実現可能である。 PWR発電所向け水質管理，

FBR実証炉向け予熱ヒータ制御等システムの適用分野を

広めている。

他投種

GW-CJ 

------------
Tーション 9 / MヒLIAC-550C (OPS) 
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MELT AC-CJのシステム構成

●原子力発電所向け運転パラメータ管理システム｀｀｀•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·~べ~•·•·•·•·•·•·•·•·•·
このシステムは，原子力発電所での主要パラメータの記録・

編集，重要機器の経年変化監視に代表される運転監視記録業

務などを自動化し，省力化を図るとともに，プラントパラメ

ータを中長期に把握して異常徴候の早期検出を図るシステム

であり，特長的な機能として以下の機能を持っている。

(1) 2,000点のプロセスデータをプラント計算機から収集，

長期／短期管理用（各々 1時間ごと／ 1分ごとの収集）の階

層構造で保存し，プラント起動から停止までの長期傾向管理

や短期の変化監視など，業務目的に応じたグラフをカラーで

印字出力する。

) (2) 関連パラメータとの比較，過去データとの比較により異

常徴候の検出を容易化した。
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●九州電力（株玄海 3号機向け警報処置支援システム

(1) 

原子力発電所の運転要領書（運転要項）を中央制御室設薗

エンジニアリングワークステーション CRTに表示し，皆報

発信時の運転要領に沿った対応処置の確認を容易化する“普

報処置支援システム”を開発した。このシステムでは，替報

発信時における運転員の運転要領書検索にかかわる負担軽減

のため，以下の機能を設けた。

晋報信号を計算機に入力し，菩報発信時のCRT普報表

示からの該当処置要領の検索

(2) 一連の替報処置に要する複数運転要領間の関連検索

(3) 運転要領書自体と CRT表示情報のデータベースー元管

理

これらの機能により，運転員に対する発信替報に対応した

運転要領提示支援と運転要領書改訂管理を統一的に実現した。． 
(1) 

四国電力（株伊方 1,2, 3号機向け放射線総合管理システム

このシステムは，四国電力（悧伊方発電所に出荷した，気

体・液体廃棄物管理機能，放射線モニタ管理機能及び環境影

響詔価機能を総合的に行う放射線管理システムである。主な

特長は次のとおりである。

発電所統合運用：発電所内外の放射線関連データ（エリ

ア・プロセスモニタ，野外モニタ，気象）を一括管理するこ

1~3号機で統一された管理・運用を実現していとにより，

る。

(2) 総合的な管理：高速バス型 LAN,パケット通信等で

通信網を構成することにより，核種分析装置，本店計算機等

と連携した総合的な管理を可能としている。

(3) マンマシン性の向上：データ処理系を分担する管理計算

機とマンマシン系を分担するワークステーションによる分散

処理により，信頼性の確保と操作性の向上を同時に実現して

いる。

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 
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替報処置支援システム表示装置
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システム構成例及びEWS画面例

●原子炉制御棒駆動装置の信号波形診断システム

システムの異常を早期に検知するためには，機能の健全性

だけではなく，その機能を実現するための制御信号が健全で

あることを診断することが有効である。原子炉制御棒駆動装

置について，駆動コイル電流を制御するサイリスタ制御信号

の健全性をより精度良く確認するため，制御信号波形を自動

的に診断するシステムを開発し，実機の診断に導入した。

このシステムは， 1紺I劉員が通常点検する場合に着目するノ

イズの中に埋もれた制御波形の特徴点（波形のピーク点，周

期等）を，信号解釈システム (SIPS)によってサージ， トレ

ンド，除去，及び平滑徴分処理等を組み合わせ処理すること

により抽出し， 自動的に診断するものである。これにより診

断精度を向上し，異常の早期発見を図った。

一i -”-卜 一
―̀-- -
- l苧＝エ

\• ------.． 
竺-苧ム ぷ定Or

制御棒制御装置波形点検装置

＼
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ーヽ、
●火力発電プラント ｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ペベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

、¥l
/

国内，海外向けに数多くのプラントを設計，製作及び現地

試運転中である。主なものとして，国内向けでは中部電力

（樹碧南発電所3号機700MWプラントが完成し，平成5年

4月に営業運転を開始した。また，九州'|電力（樹新大分発電

所2号系列 217.5MWX 4軸コンバインドプラントのうち，

先行2軸は現地試運転中，残る 2軸も順調に現地据付け中で

ある。

技術面では，最新技術の応用による火）］発電所の運転・［呆

守の簡素化，監視・制御の機能向上，及び高度情報化を進め

ている。その一環として，発電ユニット及び補機の操作・監

視用としてのCRTオペレーション装置や，デイジタルAV

R装置の事業用火力への本格的導入を展開した。また，運転

員の小人数化への対応のため， ヒューマンファクターを取り

入れて運転の快適性や監視性向上をねらった中央制御盤のト

ータルデザインの提案が浸透し，大型スクリーンを用いた新

型中央操作盤を複数のプラントに納人する予定である。

次期プラントを目指したものとしては，火力発電所のユニ

ット，所内保護の高度化を目的として，ディジタル保護リレ

ーの本格的導入の実現に向けて取り組んでいる。

..11 
九州電力（掬新大分発電所

2号機中央制御盤

●タービン発電機 C•~ベベベベペべ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベペ·

、ヽ’ノ

平成5年の出荷台数・製作容量は，水索冷却機と空気冷却

機を含めて国内向け 19台 (2,345MVA)，輸出向け 18台

(1,876MVA)であった。水索冷却機としては，北陸電力（松

七尾大田火力発電所固け 1号556MVA機を出荷した。冷却

方式として，水冷却固定子，水索内部冷却回転子を適用して

おり，機械損・電気損の最新低減技術の適用により，規約効

率99％を達成した。また，高効率コンバインドサイクルプ

ラントの建設増加に対応して，関西電力（松姫路第一発電所，

九州電力（株新大分発電所向け等に大容菫ガスタービン発電

機の出荷が相次ぎ，空気冷却機を含めて 14台， 1,851MVA

に上った。空気冷却機では発電機出力の大容塁化が進んでお

り， 150MVA級発電機6台を製作中である。 北陸電力（梯七尾大田火力発電所納め 1号556MVAターピン発電機

●火力発電運転員訓練用シミュレータ C•C•C•C••ベペペベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ·``

ーヽノ

関西電力（株能力開発センターに1993年1月，北陸電）J（株

研修センターに 1993年6月，中国電力（株研修センターに

1993年6月と，ほぼ同時期に火力訓練用シミュレータを納

入した。どのシステムも既設の訓練システムの増強•更新で

ある。

増強•更新に際し，実際の自動化プラント運転監視に対応

した訓練が可能なように， 自動化コンソール機能をフルに搭

載した。設備や運転方式の異なる発電所の運転訓練を， 1式

の訓練システムで効果的に実施できるように，異なる仕様の

設備の部分切替方式による模擬，貰流型ボイラを持つ発電プ

ラントで特徴的な起動系統部分の切替方式による模擬，発電

所に対応した所内電気系統設備の手順操作訓練機能等を，各

電力会社の訓練ニーズに合わせて動持性，制街叶寺性模擬機能

に付加している。

訓練室全景
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●中部電力（株奥美濃発電所向け 3,4号279MVA/271MW発電電動機 ≪ベベベベベベベベ｀｀｀｀｀｀｀｀｀

中部電力 （掬奥美濃発電所向けに279MV A/271 MW, 

514r/minの発電電動機を製作した。本機は以下の特長を

持つ国内有数の衛速大容量機である。

(1) 通風方式として，別置電動ファンを省略した自力通風方

式を採用し，保守点検性の向上を図った。

(2) 軸受油循環方式として，軸受回転部の遠心効果を利用し

たセルフポンプ方式を採用し，補機ポンプを省略した。

(3) 回転子リム材として高張）J厚板鋼板を適用し，高速回転

による遠じ力に対して信頼性の高い構造とした。

本機は平成5年6月に工場試験を好成績にて終了し，平成

7年5月の営業運転開始に向け，同発電所で据付け中である。

ーヽ

279MVA/271 MW発電電動機

ーヽノ

●輸出向け発電主回路用相分離母線 (IPB)*ベベベベベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べペべベ·

近年の海外発電プラントにおける建設費低減ニーズと短納

期化に対応し，発電機と主変圧器等を接続する相分離母線 (I

PB)について，新しい製造技術やCAE等の手法を駆使し，

輸出専用IPBの開発・製品化を行った。

このIPBは，導体，外被等のアルミ素地への密着度が高

い新塗料を適用し，塗装下地用化成皮膜処理工程を省略する

とともに，板材からのロール成形作業削減のため押出し成形

によるパイプ導体の適用を拡大するなど，大幅な製造日程短

縮を行った。また，電磁界及び熱解析等によるアルミベロー

ズの薄肉化を始め，技術的検証に基づく各部品の仕様の見直

し，更には輸入素材の大幅導入等によって競争力向上を達成

した。

輸出向け相分離母線（メキシコCFEPETACALCOP /S) 

、＼ノ

●小型太陽電池システム低圧系統連系保護装置 ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べベ~C•C•C•C•C•C•

日本で初めて，系統連系技術要件ガイドラインに準拠した 果を盛り込んでいる。

低圧連系保謹装置を東京電力（梱と共同で開発した。

1/1!王連系保護装置の主な特長は次のとおりである。

(1) 従来の保護要索（過電圧，不足電圧及び過周波数，不足

周波数）と単独運転検出機能を備えた複合型保護装置で小型，

軽羅である。

(2) 単独運転検出機能は受動的方式に位相跳躍検出方式を，

能動的方式には有効電力変動方式（正帰還）を採用して，検

出確度を高めるようにしている。

(3) 単独運転検出機能は，高圧連系の場合でも対応が可能で

ある。

なお，能動的方式は（松四国総合研究所との共同研究の成

、3
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 低圧系統連系保護装置
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2.2 送変電 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•
、
!
'

●四国電力昧伊方原子力発電所納め550kVGIS C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベベベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•

四国電力（松伊方原子力発電所3号機に四国電力原子力設

備として初の550kVGISを納入した。

GISは，送電線用 2ユニット，変圧器用 1ユニットから

構成され， GISと変圧器とは電カケーブルで接続する構成

としている。

この発電所は，四国電力500kV系統の電源拠租となるた

め，新形二点切り遮断器を始め，酸化亜鉛形避雷器，ガス絶

緑計器用変圧器などの高信頼度を持つ機器を適用するととも

に，避雷器漏れ電流監視装置の適用，及び気中ブッシング周

囲の遮風壁設置など総合的に高信頼度を追及したシステムと

している。

） 四国電力（株伊方原子力発電所納め550kVGIS 

●中部電力（株豊根開閉所納めGIS部分放電位置標定システム C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

中部電力（梯豊根開閉所に， GIS（ガス絶緑開閉装置）部分

放電位置標定システムを納入した。

GISの絶緑異常は，その構造ゆえに発見が難しい。また，

電気所の運用上は異常の徴候をとらえるだけでなく，その位

置標定までが要求される。この装潰は， GISの各母線フラ

ンジ部に一つずつ設けたセンサによって部分放電に起因する

サージを検出し，その伝搬時間差を算出することで放電部位

を標定する。図に示すようなサージの立ち上がり点の認識は，

信号の周波数分布の変化によって行っている。

異常の検出時には，速やかな計画停電による対策が可能で

あり， GIS運転の信頼性向上に大いに寄与できるものと期

） 待される。

●送電用避雷装置10,000相納入達成 “̀̀“̀ 3巳；／／／

塁門；［札一一戸
已戸←

' ' l | 

伝袷時間差

GIS部分放電位置標定システム

当社は，昭和55年からギャップ無し送電用避雷装置を，

昭和62年からギャップ付き送電用避雷装置を製作納入して

きたが，平成4年度末に10,000相納入を達成した。

この間，避雷装置を設置した電力会社は6社に及び，線路

の系統電圧は33/66/77/154kVにわたっている。

避雷装置の線路事故低減効果は極めて高く，避雷装置を設

置した線路では，ほとんどの雷撃に対し，地絡を防止してい

ることが各電力会社から報告されており，電力輸送の信頼性

向上に大きく寄与している。また，これまで避雷装置自体の

故障発生は皆無であることや，容器が白色で環境調和に優れ

ている点も高い評価を得ている。

） 今後は，上位系統への適用拡大を図っていく予定である。

送電用避雷装置

装柱状況

C•C•C•C•C•C•C• 

10,000トー―---------------------------------

9,000 

8,000 

面
7,000 

"° 6,000 
且 5,000°ー―-----------------------------
,< 4.000 
届 ＇
3,000 

2,000「 ギャソプ無し迎雷装四

1,000'' 

S55 56 57 58 59 60 61 62 63 HI 2 3 4 5 

年度

送電用避雷装置の納入数（累計）
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●中部電力（オ菊松ケ枝変電所向け275kV, 400MVA位相調整器｀｀•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·~ベぺ~•·•·•·•·•·•·•·•·

中部電力（樹松ケ枝変電所に，市街地の地下変電所向けと

しては国内初の位相調整器を製作・納入した。設置目的は，

万一の系統遮断時に停電範囲を極小化するために，系統切替

え時の数分間のみ二つの超高圧系統を接続してループ（環

状）運用できるよう両系統間の位相調整を行うものである。

この位相調整器は，外鉄形変圧器の特長を生かした下記の

設計により，機器容積を従来の85%(W8.3m X Lll.Om X 

HS.Om)に低滅し，地下変電所の建設費低減に寄与した。

•通常の製品高さ方向を約 90 ゜ 寝かせた横置形構造の

採用

•位相角を調整する変圧器と系統に直列に挿入する変圧

器を上下に積み重ね，鉄じの重なり部を共用化した構

造の採用

•幅 3m の地下通路搬入を可能とした分割輸送方式の

採用

工場試験時の位相調整器

2.3 受配電 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• ) 

●ビル受電用大容量自冷式ガス絶縁変圧器 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベベベベベ·«ベベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ガス絶縁変圧器は不燃・防災形変圧器として，ビルや地下

変電所に広く普及している。従来，ビル受電用変圧器は， 5 

MVA前後の容量が多かったが， ビル受電用としては記録

的大容量のガス絶縁変圧器(64.5/6.6kV,三相20MVA負

荷時タップ切替えガス絶縁変圧器）を製品化した。

一般的にガス絶縁変圧器は， lOMVAを超えると補機（ガ

スプロワ等）を設けた送ガス式を採用しているが，この変圧

器は下記の採用によって冷却用補機が不要な自冷式となり，

保守の軽減信頼性の向上を図ることができた。

•中身設計の最適化を図り，発生損失を約 25 ％低減し

た。

•放熱フィンピッチを 20 ％縮小し，冷却器構造を工夫

した。

●耐熱性の高い (155℃)絶縁材料を使用した。

64.SkV, 20MVA 

ガス絶縁変圧器

●コンパクトSNW用ガス断路器直結ガス絶縁変圧器 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

2~4回線の一次ケープルに変圧器を接続し，二次側を並

列接続するスポットネットワーク (SNW)配電は信頼性が闇

く，給電容量が大きいことから，都市部での適用地域が拡大

され，特にビル用 SNWのニーズカ噌加している。この二

ーズにこたえるため，コンパクト化，保守性，不燃性，安全

性向上を図ったガス断路器直結ガス絶縁変圧器を開発・製品

化した。主な特長は次のとおりである。

(1) 高性能放熱器を変圧器本体上部に配置し，据付け面積を

縮小

(2) 特高部（変圧器，断路器）の SF6ガス絶緑化により， 安

全性，保守性が向上

(3) 変圧器絶緑の種類はE種絶縁にして低損失化

(4) 冷却ファンが不要な自冷式冷却方式とし，信頼性が向上

．
 
．
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）
 ガス断路器直結ガス絶縁変圧器
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ーヽ，
●磁気遮断器更新用真空遮断器のシリーズ化 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

昭和30及び40年代に製作された磁気遮断器は，電力，一

般工業設備へ多数納入され，稼働年数が20年を超えるもの

カ贈加し，老朽化が進行している。これらを使用した既設ス

イッチギャの延命化策として，磁租遮断器更新用真空遮浙器

を開発し， 3kVDHタイプ， 6kVDH, DHEタイプの3

機種についてシリーズ化を完了した。主な特長は次のとおり。

基木構成は，従来の磁気遮断器と同一形状のフレームに

最新形の真空遮断器を搭載する構造として，遮断器引出し操

作等の取扱いに一貰性を持たせた。

(2) 既設磁気遮断器と互換性を持たせたため，盤の構造上の

改造は不要となった。

(3) 磁気遮断器に比べて安全性向上，保守の軽減を図った。

(1) 

こ「
； 

＇， 心 ． 
口

゜

磁気遮断器更新用

真空遮断器6MV40DHE

、ヽー／ ． 高機能デイジタルリレー搭載低圧気中遮断器 «·«·«·«•«:«:•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•· 
低圧気中遮浙器SuperAEシリーズに，ネットワークを指

向し，保護・計測機能を充実したデイジタルリレーを搭載し

た。主な特長は次のとおりである。

(1) 充実した計測臆能

相電流，地絡，漏電電流の常時計測表示，事故電流，事故

原因の計測表示，不揮発性メモリヘの保存が可能である。

(2) ネットワーク伝送インタフェース内蔵

電路及び遮断器情報の配電制御ネットワーク (B/NET)

システムでの集中監理ができる。

広範囲な保護特性

従米機種に比べ，保護範囲を過電流（長限時）領域で20倍，

遮断（瞬時）領域で5倍に拡大した。

(3) 

、ヽ’ノ

低圧気中遮断器搭載用
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●使用電力量表示端末 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

ーヽノ

東京電力（株との共同研究により，契約電力 500kW以上

の大口需要家を対象とした使用電力量表示端末（以下“端末”

という。）を開発した。この端末は電力需給用複合計器から

通信機能によって計量：値を読み出し，加工・保存・伝送を行

うほか，需給データの表示を行う。これにより，多様化する

電力料金制度に柔禅欠に対応できるシステムを構築できる。

特長は次のとおり。

①最大10時間帯別の表示により，各種需給調整契約メニ

ューヘの対応を可能とした。②上位装置によるオンライン

検針，ハンデイターミナルによるオフライン検針ができる。

③大型液品表示器による各種表示ができる。④電力量計に

準じた高信頼度化，小型化（従来比1/4)を図った。 使用電力量表示端末

2. 電力及びエネルギー関連機器・システム 49 



●高速ノ リ‘ー ／キング T-NCU C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• ヽ
~

既設の電話網を利用し，電話機のベルを鳴らすことなくメ

ータの検針値等を読み取るノーリンギング方式の，自動検針

システムに使用する端末側網制御装置 (T-NCU)を東京電

カ（松と共同で開発した。

T-NCUは，通信機能付き電力量計とともに一般家庭に

設置され， 日本電信電話（株の電話回線網を利用し，電力鼠

計の検針値を営業所の中央装置に送る。特長は，①通信機

能付き電力塁計を 3台接続可能。②電文指令によるモ ド

切替えで通信機器力吋妾続可能。③l,200bpsでの高速通信が

可能。④電話回線 (2本）の正負極性を逆に接続しても通信

可能。⑤屋外使用の防雨構造。試験運用を東京電力（松多摩

支店青梅営業所管内で平成 5年 9月から開始した。

ぶ

‘ヽ
S- --- --~------.. 

．ヽ、.

端末側網制御装置 (T-NCU)

●無線方式自動検針システム C-C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• } 

検針困難地区（オートロックマンション，過疎地，豪雪地

帯等）への対応として， 自動検針の研究が進められている。

今回，北海道電力（松と共同でヰ寺定小電力無線を利用した自

動検針システムを開発した。このシステムの概要は次のとお

り。

(1) 集中検針装置（山麓の営業所に設置）と中継器（山項に設

置）間（約10km)は専用通信線で接続

(2) 中継器と端末器（需要家設岡）間 (100-200m)は特定

小電力無線(400MHz帯， MCA方式）

(3) 端末器と通信機能付き電力量計（需要家設置）間は，単

方向カレントループ接続による読出し。

このシステムは平成 4年12月からフィールド試験を開始

した。

中継器 瑞末器（ふた を開けたと ころ）通信吸能付 き筍力費計---検針指令

と／

3‘ 
9 1 

検針応答， ！  

無線中継器 無線端末器（中央）

山頂設置機器

ーヽノ

）
 

50 三菱電機技報 •Vol.68 ・No.I・ 1994 



3
 

産業及びFA関連機器・システム
P. H, P. 9にカラートヒ・／クス掲載

ーヽ'

ーヽ'

1993年の産業界は，半導体分野で回復の兆しが見えるも

のの，全般的には内需の停滞，円高の急進などによって構

造的不況を呈する状態であったが，産業及びFA関連機器・

システム分野においても自動車，・家電業界などでの設備投

査の大幅抑制，生産拠点の海外シフ トなどの影響により，

厳しい 1年であった。かかる状況下，生産性向上，付加価

値向上など継続したユーザーニーズに対応すべく重点的か

つ着実な技術開発を推進し，小型・軽量化など省スペース・

省資源化，操作・ 表示などマンマシン高度化，監視・制御

機能の一層の向上など数多くの成果を得た。

以下にその成果の一端を紹介する。

(1) 産業 ・民生用電機品の分野では，多品種・少量の板金

加工装置として定着した炭酸ガスレーザ加工機の用途拡大

を意図した0.8-l.6kW級厚板切断用炭酸ガスレーザ発振

器を開発し，高い安定性，能力向上及びキーパーツの長寿

命化を実現したのを始め，機器の継続した小型・軽量化，

大容量化ニーズにこたえる技術開発を推進。ポンプ試験設

備用電動機としては世界最大級の高速・大容量三相誘導電

動機(6,000kW/2P)を製品化し三菱重工業（松高砂製作所

に納入， また，従来の低圧(200V級）に加え高圧(6,000V

級）非常用ディ ーゼル発電設備の完成をみた。工業プラン

トにおける機器では，プラント運転の高度化，省力化に対

） 応すべくプログラマプルな機能をユニッ トに内蔵した新形

モータコントロールセンターを開発し，監視・制御・保護

機能の充実と省スペース化を図った。また， 地球環境問題

の高まるなか密閉きょう（筐）体冷却用ヒートパイプ式熱交

換器の脱フロン化と大幅な小型 ・軽量化を実現し，オイ ル

ミス トなど悪環境下での筐体冷却用として用途拡大が期待

される。

(2) 計測 ・制御システムと関連機器分野のうち工業プラン

トの情報制御システム分野では， RISC-CPUなど先進的

技術の導入を図り，システム全体の使いやすさとパワフル

なコンポーネン トを提供するコン トロールステーシ ョン及

びオペレータステーションの製品化を完了 し，スタン ドア

、’ノ

ロンから大規模システムまで自在にシステムの構築が容易

なシ リーズを完成させた。また，計測・ 管理分野では工場，

ビルなどにおける電気設備の予防保全とエネルギー管理強

化のニーズに対応すべくパラメータ設定機能の充実，表示

読取り容易化など使いやすさと薄形化を追求した電子式テ•，

マン ドメータ，電子式週間タイムスイッチを開発した。

(3) FAシステムと関連機器分野でもコン トロー ラ， ロボ

ットなどの分野で多くの新製品を開発 した。コントローラ

関連ではシーケ ンサと同ーモジュール構造を持つコンパク

トな制御盤収納形FAコントローラの開発を始めとし，シ

ーケンサ関連でも大容量機種では制御処理能力の向上，通

信機能強化など， また小容量機種では外部配線のコネクタ

化，位置決めユニットの多軸化など製品系列の充実を図っ

た。製造・物流分野で用途拡大が進展しているロボット関

連では，小規模か ら大規模システムま で適用可能なパレタ

イジング（荷積み）作業ロボットシステム，業界初のAI応

用テ‘'パレタイジング（荷降し）ロボッ トシステムなどを製品

化 した。

(4) 汎用電機品の分野ではコストパフォーマンスに優れ，

幅70mmX高さ130mmと業界最小サイズの小容量汎用イン

バータ，中小容量機種と制御仕様・操作方法の共通性を持

たせた大容量汎用インバータの開発など一層の小型化，高

機能 ・高性能化を果たした。電動機及びその応用製品関連

についても トルク性能を大幅に向上させたインバータ駆動

専用定トルク電動機， エポキシ樹脂モール ド技術を導入し，

低騒音化と小型・軽量化を実現した小型三相モールド電動

機，フレームのアルミ化などによって軽量化， ポンプ特性

向上を図った切削油圧送用クーラ ントポンプなどを開発し，

着実な技術進歩をみた。また，低圧配電機器の分野でも給

電の連続性確保を目的にした淵電アラーム遮断器を製品化

し，配線用遮断器，漏電遮断器と同一フレーム ・同一寸法

化及び高周波，サージに対する不要動作性能の向上を図っ

ー

tヽ~o 
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3. 1 産業・民生用電機品 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•
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● 三菱重工業（株高砂製作所納め6,000kW2 極高速大容量三相誘導電動機 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

三菱重工業（株高砂製作所ヘポンプ試験設備用として，

6,000 kW 2極の高速大容量三相誘導電動機を納入した。製

作に当たっては，大幅なコンパクト化を実施した。以下に主

な特長を示す。

(1) 当社標準誘導電動機F5シリーズ採用により，従来のペ

デスタル形い）からブラケット形は21とすることができた。

その結果， コンパクト化が可能となった。

(2) 試験設備用であるため50Hz及び60Hzで運転される。

したがって，振動対策として，危険速度等を十分検討すると

ともに軸受安定性を図るため，ティルティングパッド軸受を

採用した。

（注 1) フレーム本体と軸受が分離したタイプ

（注 2) フレーム本体と軸受が一体化したタイプ

● 高圧非常用ディーゼル発電設備 (KGシリーズ）

高度情報化社会における停電対策として，非常用発電設備

の責務は非常に大きい。当社の非常用ディーゼル発電装置は

低圧 (200V級）では， PGシリーズ（三菱パッケージ発電機）

がある。 KGシリーズは裔圧 (6,600V)における500-1,000 

kVA発電装置をシリーズ化したもので，主な特長は次のと

おりである。

(1) 自立形制1卸盤の小型化

幅 0.7mX高さ 2.15mX奥行き 0.9m（容積当社従米品比

48%) 

(2) デイジタルコントローラの標準採用

保守，操作，信頼性の向上

(3) 非常用同期発電機（陸用）規格(JEM1435-1988)の適用

発電機の小型・軽量化

6,000kW 2極高速大容塁三相誘導電動機
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制御盤

● Z形モータコントロールセンター «ベぺベ~•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·
生産プラントの運転高度化，省力化に向けたシステムのコ

ンピュータ統括管理 (DCS化）のニーズに対応し，情報の機

能階層化，監視，制御，保護及び予知保全機能の充実並びに

プログラマプルなシーケンス機能の内蔵を実現した Z形モ

ータコントロールセンターを開発した。

主な特長は以下のとおりである。

(1) 監視・保護の選択，設定機能のワイド化を実現

(2) プログラマブルなシーケンス機能搭載

(3) 予知保全のための運転履歴情報メモリ機能搭載

(4) 収糾賊器の一体化 ・小型化により，省スペース化を実現

(5) 伝送親局なしでモータコントロールセンターと機1則操作

盤のダイレクト伝送が可能
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●モータコントロールセンターモニタリング装置 CDLMASTER C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベぺベべ·

工場設備の安定稼働には，設偏の保守が重要である。近年

保守要員確保の困難さから，省人化対策・作業効率改善への

取組として，保守業務に有効な情報の効率的入手に対する関

心や要望が高まってきている。この背景を踏まえ，モータコ

ントロールセンターの運転状態・計測値情報だけでなく，故

障要因・運転履歴等の故障予知・機器の寿命判断情報も表示

し，電気設備の保守業務支援ツールとしても最適なモニタリ

ング装置を製品化1,t.っ。キな特長は次のレおりである。

(1) 最大512台のモータのデータ管理が可能

(2) 故障発生時，故障要因データの表示を実現

(3) 予知保全に有益な運転履歴データの表示を実現

(4) メニュ一方式採用による操作の容易性を実現

）
 

CDL MASTER 

‘.j 

●工業用ミシン駆動装置リミサーポXBシリーズ C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べペべべ~C•C•C•C•C•C•C•

工業用ミシン駆動用サーポモータリミサーボXの縫製性

能・操作性の向上を図ったBシリーズを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 高速位置決め方式を採用し，高速運転から停止までの時

間を短縮（約40%）し，縫製作業能率の向上を図った。

(2) 低速領域での布つき刺しトルクを約30％アップし，極

厚物の縫製にも対応可能とした。

(3) 制街嘘にディジタル設定部を設け，止め縫い針数・種類

の設定，回転数の設定， ミシンの制街暖能の切替え，故障検

出の容易化を図った。

(4) 予備の入出力端子を設け，シーケンサ等との接続を容易

にし， 自動化・省力化に対応できるようにした。

リミサーポX XC-8シリーズ

●密閉盤冷却用脱フロン形ヒートパイプ式熱交換器 `C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

地球環境問題の関じが高まる中，密閉きょう（筐）体冷却

用として脱フロン形ヒートパイプ式熱交換器の新シリーズを

開発した。

今回開発したヒートパイプ式熱交換器は，電子機器，電気

機器などを収納する密閉筐体の冷却用として使用できる小型・

軽景の製品である。主な特長は次のとおりである。

(1) 盤冷却用途として常温動作の純水ヒートパイプを開発し，

従来，この種用途の作動流体として使用されていたフロンか

らの脱却を図った。

(2) 熱交換部フィンの高密度化と伝熱促進及び本体フレーム

） のプラスチック成形品化により，従米シリーズに比べて約20
％の小型化及び35％の軽量化を実現した。 密閉盤冷却用脱フロン形ヒー トパイプ式熱交換器
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●放射線治療計画装置 RPS700U C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

悪性しゅよう（腫瘍）の放射線治療装置である三菱ライナ

ックは， より高精度な治療を行うべく多機能化しているが，

この機能を十分に使いこなせる放射線治療計画装置 (RTP)

を開発した。 RTPは患部に治療上十分な線量を与え，他の

部位への線量を最少にする照射方法を得るために，線量分布

を計算し， CT画上に表示等を行う装置である。放射線治療

計画装隈の主な特長は，次のとおりである。①マルチウイ

ンドウ操作等による容易な照射情報の設定・変更，②高速

線量計算，③複雑な治療計画も容易，④データベースによ

る計画データの有効活用。

r /~  
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RTPシステム
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RPS700UとLINAC

3.2 計測・制御システムと関連機器 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

、ヽ
！ノ

●無効電力補償形サイクロコンバータ «·«·«:«: C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

鉄鋼圧延用主機の電動機を刷精度で制御できるサイクロコ

ンバータ装置（以下℃／C"という。）において，入力電源カ

率も同時に制御する無効電力補償形C/Cを開発し，製品化

した。 C/C内部を環流する循環電流を制御することにより，

C/C発生の遅れ無効電力が常に一定となり，進相コンデン

サとの組合せにより，電源力率も制御できる。特長は以下の

(3) 

とおり。

(1) 従米力率改善に必要であった特別な電源補償装置が不要

となり，システムとして大幅なコストダウンとなる。

(2) 1台又は複数台のC/C力吋妾続された共通の受電端の電

源力率（従来約0.4)を1に制御可能である。

循環電流を負荷電流の 2倍の周波数で変化させて制御す

ることにより，変換器の容量をアップできる。
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サイクロコンパータ変換器盤

．ヽノ

●三菱統合情報制御システム MELTASオペレータステーション OPS450 • OPS650 C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

製造プラントやユーティリティ向けの統合情報制御システ

ムMELTASのオペレータステーションとして，中小規模

システム用 OPS450と大規模システム用 OPS650の2機

種を製品化した。この特長は次のとおりである。

電気・計装用リアルタイム機能 (iRMXは））と管理機能

(Windows 1'1)）の並列動作環境を実現し， Excel1,i)'

Lotusl-2-31u)等の市販ソフトの活用が可能

OPS650は解像度1,472X 1,152ドットの高精細表示，

及びグラフィック画面512枚の大容鼠表示を実現

(3) 操作は，画面のタッチ又はマウス操作で可能

(1) 

(2) 

(4) ソフトウェアは，

会話方式の作画や

データ登録方式に

より，

の生成が可能。

た，機種間の互換

性を保証

ユーザーで

ま

MELTASオペレータ

ステーション

（注．） 1RMXは米国Inte]社の登録廂標， Windows及ぴExce]は米

国Microsoft社の登録而標， Lotus1-2-3は米国Lotus社の
登録廂標である。

）
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●電子式デマンドメータ，デマンドメータリレー C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

工場，ビル等における配電用トランスの過負荷監視を行う

デマンドメータ，デマンドメータリレーは薄形化，軽量化の

ニーズが高まっている。かかるニーズに対応するため，従米

の機械式に代わる電子式のデマンドメータ，デマンドメータ

リレーを開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 薄形化(68mm)，軽量化(0.5kg)を実現償翌げ支小寸法，

最軽量）

(2) 目盛及び目盛数字の自動表示化(VT又はCTの一次側

定格値設定によって自動表示）償合界初）

(3) デマンド時限も設定可能償合界初）

(4) バックライト付き液晶表示器採用及びアナログ／ディジ

タル表示併用により，表示読取り容易化

DE-110AAH形電子式デマンドメータリレー

) ●電子式週間タイムスイッチ C•C•C•C•C•C•4ベベ｀｀｀｀C•C-C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

店舗，事務所，工場等の照明，空調機などを平日，休B,

特定日に応じて時間制御することで省人効果を得るための週

間タイムスイッチのニーズが高まってきた。これに対応する

ため，分電盤JIS協約寸法2Pサイズの電子式週間タイム

スイッチを開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 1週間（日曜日から土曜日まで）毎日異なったプログラ

ムによる動作と各曜日にまたがる日渡り動作が可能

(2) テストラン機能を搭載し，設定した 1週間分のプログラ

ムの動作確認を確実に早く行うことが可能償堺冴JJ)

(3) 表示部は左右90゚ 囮転機構を採用し，縦取付け及び横

取付けでも，表示項目の正面読取りが可能償翌閂JJ)

••••• 
TSE-2W形タイムスイッチ

) 3. 3 FAシステムと関連機器«べ｀｀｀｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

●小型ビルディングブロックタイプFAコントローラ LM610 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eべべ~•·•·•·

工場の FA化の進展に伴い，生産ラインのモニタリング

及び統括制街腹能を持ち，コンパクトで実装の容易な盤内収

納型 FAコントローラのニーズが高まっている。機械制御

を行うシーケンサ MELSEC-Aシリーズと同一モジュール

構造で小型のFAコントローラ LM610を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) ビルディングプロックタイプのためシステム構成が自在

(2) 自然空冷方式を採用。ファンレス運転によって保守性を

向上

(3) バス接続による MELSEC-Aシリーズとの高速なデー

タ交信が可能（計算機リンク方式に比べて十数倍高速）

) (4) 主メモリは最大12Mバイトまで拡張可能。また，補助

記憶装置はICメモリカード， HD,FDから選択可能

LM610 
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●高機能・高性能シーケンサ MELSEC-AnU C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

FAシステムの大規模化・通信データの増加に伴い，ネッ

トワークを含めたシーケンサの高速 ・大容量 ・衛信頼化への

要求がますます強くなってきている。

この要求にこたえるため超高速・大容量ネットワーク “M

ELSECNET/10” を擁する現行Aシリーズの上位機種“M

ELSEC-AnU"を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 入出力点数4,096点（現行比2倍）

(2) プログラム容鼠120Kステップ（現行比2倍）

(3) リンクデバイス B・W各8k点（現行比2倍）

(4) 超高速ネッ トワーク lOMbps（現行比8倍）

(5) 多階層構成で昂ヴ大255ネットワークまでサポート可能

●コネクタ入出カタイプのシーケンサ FX2cンリ、 ース C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

小型シーケンサの代表格である FXシリーズに，新しい

コンセプトを加え，昨今の市場要求に柔軟に対応できるシー

ケンサとして，コネクタ入出力形式のシーケンサを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 外部接続はコネクタ方式としてサイズを約半分に小型化

(2) 演算処理速度が従米シリーズに比べて 1.6~3倍にアッ

プ

(3) コネクタからコネクタヘの接続が可能となり，配線工数

が大幅に削減可能

(4) ターミナルブロックを併用することにより，末端でのメ

ンテナンスが可能

(5) RS-232C通信機能を始め，命令の強化，デバイスの拡

大などの機能強化により，使いやすさがアップ

制御装置の小型化，制御システムの高度化など FA市場

の動向のニーズに対応するため，従来機に加えて新たに小容

量モータシリーズを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 最大8軸までのモータを独立又は補間制御可能

(2) 内蔵アンプユニットで小容量 (0.05-0.6kW)のサーボ

モータに対応

(3) 中容羅 (0.6-22kW)モータ対応として，外付けサーボ

アンプとディジタルバス接続することによって制御可能

(4) MELSEC-AシリーズA3UCPU相当のシーケンス制

街職能内蔵

(5)従来シリーズに比べて体積比1/1.5-1/2の小型設計

ーニ董：
＼
 

，
 
l :.,-， l, 

FX2c-128MTシーケンサとターミナルプロック

ーヽノ

MELSEC-AnU 

、¥9ノ

、¥
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● 小容量多軸位置決めコ‘卜／ ロールンスプム «べべ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

）
 A273UCPU多軸位置決めコントロールシステム
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●マイクロシーケンサ市場向け 2軸位置決めユニット E-20GM C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

小規模制御の分野においても制御の高度化が進んでおり，

特に位置決め制御分野の需要はますます拡大している。マイ

クロシーケンサシリーズでは，現在1軸位置決めユニットを

発売しているが， 2軸版についても強い要望があり， 2軸位

閻決めユニットを開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 位置決め言謡シーケンス言語，さらにデータ処理応用

命令を搭載ティーチングパネル E-20TPで手軽にプログ

ラムできる。

(2) 同時2軸運転では直線補間，円弧補間が可能。さらに，

独立2軸運転も可能である。

(3) ハードウェアのソフトウェア化，専用IC,表面実装部

品採用により，高機能・低コスト・小型化を実現した。

• 

［ 
、一＼＼ ＼、、

'，'＂四祖’

年 UBEH!

じ匝国回口

国国ビ］〇曰
0回ビ〇区
巳］巨］巴］匠巳
ビ｝匡回ビ］
団区］固＠ビ］
匡回区｝区〇

2軸位置決めユニット E-20GM

ティーチングパネル E-20TP

‘̀,l, ●小型産業用口ず トヽヽ ツ Eシリース C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

製造現場では，ローコストな人の代替えロボットの要求が

根強い。人の立位作業の置き換えを目的に既に製品化したN

シリーズの下位機種に位置付けされ，人の座位作業の置き換

えをねらいとした小型産業用ロボット Eシリーズを開発し

た。主な特長は次のとおりである。

(1) ACサーボモータ，アブソリュートエンコーダを搭載し，

ブラシ交換と原点出し動作を廃止した。

(2) 独自の重力補償根購により， モータ出力 1軸sow以下
ながら，最大3.5m/sの高速動作を実現した。

(3) 32ビット CPUを2個搭載高速処理によって CIM化

に対応する通信機能の充実と操作性の向上を図った。

主な用途は，小物部品の移載や組立て，はんだ付け作業で

） ある。

＇ ..,.. ro: 
~ :-·· 
＼ 

乏ン

小型産業用ロボット Eシリ ーズ

●ビ‘ンゞヨンァハレタイ スシステム C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ーヽノ

物流分野では，これまでパレタイズ（荷積み）作業のロボ

ット化が普及してきたが，デパレタイズ（荷降し）作業はワ

ークの位置ずれの間題で見送られてきた。このシステムは，

ワークの位置認識だけでなく，ワークの配置を遺伝的アルゴ

リズム（エッジ情報から複数の候補を取り出し，それらに生

物の進化の法則を適用することにより，最適解を得る手法）

を用いて認識し，ロボットによるデパレタイズ作業を可能に

した。このシステムの特長は以下のとおりである。

(1) 搬送によるワークの位置ずれだけでなく，積付けパター

ン未知の条件下でのデパレタイズ作業を実現した。

(2) ロボットハンドにバックアップ用センサを装着している

ため，システムとして恥い信頼性を持っている。

,`
 

ー，ヽ

ピジョンデパレタイズシステム
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3.4 汎用電機品«べ｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

jヽ

●汎用・大容量トラン‘‘‘ンスタインハータ MELTRAC-Aシリーズ«ベベペベベベベ｀｀｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•

大容醤汎用インバータ MELTRAC-Aシリーズ (75~

375kW, 11機種）の開発を完了し，出荷を開始した。これ

はFREQROL-Aシリーズ (55kW以下）と制御仕様操作

性に共通性を持たせ， また従来機種に対して大容量化を図っ

たものである。主な特長は以下のとおりである。

(1) 主回路には大容量IGBT,人容鼠ケミコン及び積層ブ

スバーを採用し，制御回路では600VD/Dトランスを採用

し，検出回路の一部をソフ トウェア化することにより，小型

化を実現した（従来と比べて1料潰比1/2)。

(2)低周波IGBTの採用により，漏えい電流を少なくした。

(3) 電流制限機能の付加によるトリップしにくい運転と磁束

ベクトル制御による高始動トルクを実現した。

tmrslJC199 
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●インバータ駆動専用新形定トルク電動機シリーズ｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eベベベペ~C•C•C•C•C•C•-eべ·`

三菱汎用インバータFREQROL-Aと組み合わせ，優れ

た特性を発揮する定トルク電動機新シリーズ（全閉外扇形，

0.4-55kW 4P)を開発した。

主な特長は次のとおりである ((2)-(4)は磁束ベクトル制

御モード時の性能）。

(1) 小型，軽量化（従来機に対して 11-18.5kWはわく番

を1段低下， 30-45kWは強制冷却形から全閉外扇形

化した。）

(2) 3 -60Hz（速度比1/20)の範囲で，定トルク連続運転

が可能

(3) l -60Hzの範囲で， 150％定トルクの加減速が可能

(4) 0 -100％の負荷変動に対し，速度変動率は甚底速度の

2％以下

インパータ駆動専用新形定トルク電動機シリーズ

ヽ
j

●小型三相モールド電動機 •·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•ベベペ~•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•ペペベベ·««ぺベ·``

低騒音，低振動，耐振動向上等を目的にエポキシ樹脂モー

ルド技術を舜入した小型三相モールド電動機 (0.l-0.4kW)

を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 低騒音 ：全閉自冷形で30dB台の極低騒音，全閉外扇形

でも従来機比ー 5dBを達成

(2) 小型軽量 ：全閉外扇形0.4kWで全長は25％短縮，質

量は従来機比20％軽醤化を達成

(3) 耐環境性・信頼性向上：コイル部を高性能なエポキシ樹

脂モールドを採用

(4) 結線容易：結線工事の簡単化のために端子台付き を標準

仕様に採用

SF-MF0.4kW 4P ）
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＼ 
●新形クーラントポンプ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ·«·

ポンプ特性の向上，軽量化，高信頼性を実現すべく，ステ

ンレス (SUS)製羽根車や，フレームのアルミ化等の新技術

を禅入した新形クーラント ポンプを開発した。

(1) 槻沖重

●自給形流最タイプ(60-750W) 6機種

●浸せき (i責）形流量タイプ(60~750W)6t舷重l 
●浸漬形圧カタイプ(180-400W) 3機種

(2) 特長

計15機種

（従来8機種）

• ポンプ特性向上（締切圧で 10-20％向上）

•従来機種に比べて 10~20 ％の軽量化

•SUS 製羽根車や SiC メカニカルシールの採用等によ

り，耐摩耗性・耐腐食性の向上
新形クーラントポンプ

ヽ
~

● NEW Super漏電アラーム遮断器 NF50-ZSF,-...,NF400-ZSFC•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

NEW Super NVシリーズのファミリーとして，同一外

形で剖研多漏電アラーム遮断器を開発した。この遮浙器は，電

路の漏電を常時監視し，漏電発生時には電路を遮浙せず，警

報のみ出力することで給電の連続性を確保するというニーズ

に対応するものである。

主な特長は以下のとおりである。

(1) 高調波 ・サージ対応ICを搭載し，インバータ電路での

適正な地絡検出と不要動作の防止を実現。さらに，サー

ジによる不要動作の防止性能も向上

(2) ノーヒューズ遮断器，漏電遮断器及び漏電アラーム遮断

器間で同ーアンペアフレーム，同一寸法を実現

(3) 定格電圧がAC220V/460V両用形となり，選定が容

） 易

NEW Super；届電アラーム遮断器

ーヽノ
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ビル／公共関連機器・システム
P 10, PI]にカラートヒ ックス掲載

ヽ
~

ー

昇降機分野では，平成 5年 6月国内メーカーとして初め

て生産累計台数が20万台に達した。この豊富な実績の下，

ビル高さ296mで日本一の横浜ランドマークタワーに，快

適な乗り心地と安定した走行性能を実現した世界最高速度

毎分750mの乗用エレベー ターが，平成 5年 7月に稼働し

た。また，特色あるデザインの高天井エレベーターやイン

ドアオープン展望用エレベーターを著名なビルに納入した。

中低層ビル向け小型エレベーターの“新コンパクト 4”は，

VVVFインバータ制御方式やデータネットワーク型制御

システムを採用して機能性を向上し，さらにパステルトー

ンを基調としたかご型デザインに一新した。海外向けエレ

ベーター GPMシリーズは，エキスパートシステム，ファ

ジー理論を応用したAI群管理やデータネッ トワーク型制

御システムの採用により，高度なインテリジェントビル化

に対応した。平成 6年9月に開港する関西国際空港の旅客

ターミナルビル向け空港用カートを輸送するエスカレータ

ーの製作も完了 した。

ピル管理システム分野では， MELBAS-Aシリーズとし

て製品群を一新し，小規模から超大規模ピルまで，あらゆ

るピル規模 ・用途に対応する新シリーズを完成した。この

シリーズでは，システムアーキテ クチャの統一とネットワ

ークのオープン化を行い，ビル規模・用途に適した諸設備

の高度な監視 ・制御・計測はもとより，セキュリティシス

テム，ビルマネージメントシステム， PBX等の他ビルシ

ステムとの機能連携を実現した。製品としては， 7万点に

も及ぶ管理点数を処理する国内最大級のインテリジェント

ビルシステムを横浜ランドマークタワー向けに納入したこ

とが特箪される。

照明分野では，快適な照明環境と省エネルギーを実現す

る機器 ・システムを開発した。高周波点灯制御ランプを光

源として高出力と省エネルギーの実現に併せて小型・軽量・

省施工の器具とした。店舗や事務所，大規模な複合ビルな

どの照明には，曜日 ・時間のスケジュール制御，昼光セン

サ・人体センサによる自動制御を搭載し，上位のビル管理

システムとも連動する電力線搬送方式の照明制御システム

を製品化した。また，三菱配電制御ネットワークの適用を

拡大し，最大480点の操作回路と制御囮路の組合せ， 平面

グラフィック盤での集中監視ができる制御システムもある。

冷凍空調機器分野では，環境保設に適応した機器を開発

した。特定フロンか らHFC134aへ冷媒を転換した大型水

冷式スクリューチラーのシリーズは，冷房専用からヒート

ポンプヘと輻広い温度範囲・ 容醤をカバーする。電力の負

荷平準化を目的とした氷蓄熱ヒートポンプパッケージエア

コンは，同容量のパッケージエアコンに比べた冷暖房能力

が約 2倍で，夜間電力利用率は通年で約65％である。スタ

ーリングエンジン駆動のヒートポンプは，夏期の電カピー

ク対策となる。壁掛形パッケージエアコンは，寸法を小さ

くし，質塁・騒音も低減した。床置ビルトインロスナイは，

省スペースで分散化ゾーニング空調ができる。個別分散空

調機器用集中コントローラは豊富な機能を持っている。

映像情報システムの分野では，大型映像装置の各種競技

施設を始め，体育館，プール等の公共施設への導入が進ん

でいる。オーロラビ ジョンはCRT方式の優れた性能が高

く評価され，累計約210台の納入実績を達成した。屋外型

オーロラビジョン MARKI!・ HBは画像処理専用のゲー

トアレーの開発，マイコンによる自動輝度調整機能等の改

良によって一層の高画質化を達成した。さらに，ハイビジ

ョン直接入力にも対応しており，多様化する需要にこたえ

られるようになっている。

製品としては，びわこ競艇場向けに日本で初めて，オ ッ

ズ，票数，着順等の投票 ・審判系の表示部と競技系情報と

各種映像を表示する大型映像表示部を一体化したシステム

を納入したことが注目される。EWS上で映像情報を総合

的に収集・管理・配信する機能を持つ“防災AVワークス

テーション”を開発し，防災システムにおける映像の高度

利用のニーズにこたえた。

公共分野においても特色ある各種システム機器が製品化

された。特に災害発生時の対策活動に最新AVシステムを

導入した神奈川県防災情報システム，下水道における着色

放流水の脱色に効果の高いオゾン刷度処理システム， 各種

治水ダムの運用管理業務の自動化に応じた情報処理システ

ムを構築できる三菱ダム情報処理設備筈が注目される。

、¥
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●小型エレベーター新コンパクト 4C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベベベペベベベ~•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·
最近の多様化するビル市場に対応し，乗り心地・快適性・

操作性などの基本性能の向上と新機能を装備した中・低層ビ

ル向けの小型エレベーター新コンパクト 4を開発した。

製品の主な特長は次のとおりである。

(1) VVVFインバータ制御方式を採用し，良好な乗り心地

と機器の小型化を実現した。

(2) マイコンを機械室，かご及び乗場に分散配置したデータ

ネットワークによって機能性伺上を図った。

(3) かご内換気ファンやインジケータなどを追加して，快適

性と利便性の向上を図った。

(4) パステルトーンを基調としたカラーバリエーションと不

燃化粧鋼板の採用により，ハイグレードなデザインとした。

） 

_
 

新コンパクト 4かこ‘室

●海外向け特注形エレベーター GPMシリーズ ｀•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·••4ベベベベベベベベ~•·•·•·•·•·

ビルのインテリジェント化に伴う高機能化・高性能化の要

求にこたえるため，快適性を向上した新シリーズの海外向け

特注形エレベーター GPMシリーズを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) エキスパートシステムとファジー理論を応用したAI群

管理により，ピルの交通に応じた最適なサーピスを実現

(2) 巻上げモータの駆動装箇に IGBTを適用し，低騒音化，

制御性能の改善， 装置の小型・軽量化を実現

(3) ドアモータの駆動にVVVFインバータ制御を採用し，

滑らかな開閉特性を実現

) (4) マイコンを分散配置したデータネットワーク型制御シス

テムにより，システム全体の機能・性能を向上
巻上げモータ駆動用IGBTユニット（速度15Dm/min，容呈1,600kg)

●空港用カート搭載エスカレーター C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ーヽノ

1994年9月に開港する関西国際空港の旅客ターミナルピ

ルに納入する空港用カート搭載エスカレーターを製作完了し

か~ o 

空港用カート搭載エスカレーターは，①傾斜角度25゚ と

緩やかである，②乗降口のステップ水平長さが長い，③乗

降口の床板への乗り上げ傾斜が緩やかである，④上下曲部

の曲率半径が大きい，等の特長を持ち， 空港用カートを輸送

可能としたエスカレーターである。

さらに，上記向け先への納入に際しては，欄干パネルに透

明ガラスを採り入れ，建築デザインコンセプトに沿うものと

した。ガラスの板厚増加，欄干は高くデッキポードは低くす

るなど細部の安全面にも配應した構造となっている。

空港用カート搭載エスカレーター
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4.2 ビル管理システム C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 
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●横浜ランドマークタワ一向けセキュリティシステム｀｀｀｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

(1) 

(3) 

(4) 

三菱地所（株が建設した横浜ランドマークタワー向けセキ

ュリティシステムを新たに開発した。

このシステムは，テナントのかぎ（鍵）を管理するキーポ

ックス（写真）， ピルの就業者の入退館を管理する通用口力

ードリーダ，警備員の巡回をサポートする巡回用テンキー，

及び各扉のセンサ等で構成されており，ビル全体を総合的に

監視するシステムとなっている。

システムの主な特長は次のとおりである。

当該地域統一規格の多目的ICカードを使用

(2) 安全性の高い可変タンブラ錠を使用

BMSとの接続による利用者情報の一元管理

エレベーターとの連動制御，照明連動制御の実現
横浜ランドマークタワー向けキーポックス

、¥l'

●三菱ビルセキュリティシステム MELSAFETY-C100 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

オフィスビルの施解錠， 侵入監視，出入管理を行い， 24時

間稼働に対応した安全性・利便性を提供できる三菱ビルセキ

ュリティシステム “MELSAFETY"において，このシリー

ズの最上位機種となる ClOOを開発した。主な特長は以下の

(1) 

(3) 

とおりである。

施解錠管理と防犯管理を主体として，キーボックスを使

ったかぎ （鍵）管理及びカードリーダによる部屋の出入

管理等の多様なセキュリティ運用に対応可能

(2) 磁気カード， ICカード，非接触ICカード，指紋による

多種類の個人照合 (ID)に対応可能

ピル管理システム，エレベーター設備，

テム等の他システムとの連動機能力吋浮こ

出退勤管理シス

｀ 
← |J|l 

-l 

オペレータコンソール（左）とICカードリーダ（右）
ーヽ
ノ

●インテリジェントビルシステム

ピルセキュリティ

(1) 

(2) 

(3) 

MIBASS製品群の一新

MIBASS製品群（ビル管理システム，

システム，ピルマネジメントシステム，ビル内通信システム，

ビル遠隔管理サービスシステム）を一新し， 小規模ビルから

超大規模ビルまでの新シリーズを完成した。図に全体システ

ムの概要を示す。主な特長は以下のとおりである。

システム間連携の統一方式の実現と標準通信プロトコル

の採用により， ビルの規模，使い勝手に応じたシステム

構築と他社システムとの接続が容易

ピル運営管理支援機能，特にピル設備保全管理機能の充

実を図り， ビルの運営管理業務の一層の合理化を達成

ヒューマンインタフェースに EWSを導入し， GUIの

活用等によってユーザーの使いやすさを向上

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 
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●ビル管理システム MELBAS-A100, 500, 1000 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

ビル管理システム MELBAS-A100, A 500, A 1000を

開発した。

A500は管理点数500点までのメインコントローラ壁掛け

タイプで，従来機種の自立盤タイプに比べて体積比約1/20

という省スペースを実現，さらにタッチパネル操作，ウイン

ドウ，絵文字表示等ユーザーインタフェースを格段に刷上さ

せた。また，管理屯数1,000点までのAlOOOは，エンジニ

アリングワークステーションを利用し，中小規校インテリジ

ェントビルにふさわしい外観・操作性を実現した。

MELBAS-A 100 -A 1000は，無人管理ビルから常駐管

理ビルまで， ビルごとの様々な運用形態にマッチさせること

のできるシステムである。

MEL BAS-A 1000メインコントローラ

6",＂FEer・ 

C
i
 

MELBAS-A 100, 500 

メインコントローラ

ーヽ／

●ビル管理システム MELBAS-A2000 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•4べ·

ビル管理システム MELBAS-A 2000は，管理点数が

2,800点までの中規模ビルに対応するビル管理システムであ

り，以下の特長を持つ。

(1) 大規模ビル管理システムレベルの標準機能を持ち， しか

もコストパフォーマンスを追求した。

(2) 中規模ビル対応でありながら，空調を始めとする各種設

備サブシステムとのシリアルインタフェースをメニューぞろ

えし， 柔軟で最適なシステムを構築できる。

(3) B報・月報レイアウト，スケジュール機器グループ変更

等の登録変更をユーザーに開放し，テナント変更・間仕切り

変更へも柔軟に対応できる。

MELBAS-A2000 

、＼ノ

●ビル管理システム MELBAS-AD C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eベペ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ビル管理システム MELBAS-ADは，管理点数が32,000

点までの大規模ビル及びビル群に対応するビル管理システム

であり，以下の特長を持つ。

(1) 受変電・空調・防災・防犯・昇降機設備等を統合し，総

合電機メーカーならではの統合ビル管理システムを実現した。

(2) センター／ローカル間の分散処理に加え，センター機器

間でも機能分散を徹底し，信頼性・応答性の向上を図った。

(3) ビル管理システム用GUI(Graphical User Interface) 

を開発したことにより， きめ細かく使いやすい闇度なヒュー

マンインタフェースを実現した。

) (4) 管珀應用機能は，基本機能に加え，故障時対応表示・設

備台帳管理等の付加機能も多彩である。

• 9 . .. ． .iヽ•9· r..-

MEL BAS-AD 
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● B/NET照明・検針インタフェースフロセッサ ````C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

近年，ビルのインテリジェント化が急速に進んでおり，イ

ンテリジェントビルを構築するシステムは，個別分散制御／

集中監視の方向にある。これら個別分散システムを体系的に

統合化するため，プロトコルやコマンドの体系化・標準化を

図った汎用性のある照明・検針インタフェースプロセッサを

開発（下位ネットワークは， B/NET機器によって構成）。

(1) ビル管理のローカルコントローラと個別分散システム間

のインタフェース部をプロトコルも含めて標準化

(2) 照明インタフェースプロセッサは，各々最大480点の制

御回路と操作回路を制御・監視

(3) 検針インタフェースプロセッサは， 150点の計量値モニ

タと 150点の発停制御が可能

・・・-・~・ 

m-"石
s•"‘ 

-示ここー'}心',
照明・検針インタフェースプロセッサ

●中容量無停電電源装置 MELUPS8400V C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

、ノ

ーヽノ

コンピュータのダウンサイジングにより，急速に市場拡大

している中小容量無停電電源装涸 (UPS)に，新シリーズ M

ELUPS8400Vを開発した。インバータ・整流器部にイン

テリジェントパワーモジュール (IPM)を採用し，高周波ス

イッチングによる高性能化と，周辺囮路の簡素化による小型

化を図った。

(1) 寸法・質量で当社従来比50％以下の小型化を実現

(2) 正弦波入力形整流器を採用し，流出高調波電流の抑制・

入力容量低減などの高性能化

(3) 液晶による運転状態表示・操作ガイダンスなどにより，

使いやすさを向上

(4) コンピュータとのインタフェース機能を充実

一
I
 

Iーニ—

ヽ
．． 

｀ MELUPS8400V 

ーヽノ
4.3 ビル用照明 `C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eべ~C•C•C•

●小型・軽量・省施工のユニット形直付けHf蛍光灯器具 Hf—ベーシックライン｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•

省エネルギー・省施工・省資源という社会的ニーズに対応

したユニット形直付け Hf蛍光灯器具を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 甚本本体とオプションパーツの組合せにより，様々な形

態の器具が実現できる（写真左：甚本本体，写真右：碁本本

体＋オプションパーツの一例）。

(2) 光源は Hf蛍光ランプで，ランプ単体の発光効率 100

lm/W,点灯装罹はインバータ方式である。

(3) 器具質量は， 18kgと磁気式安定器を使用した従来品の

約1/2で，また諾具断面積は48cm2（同じく従米品の約40

％）と小さい（基本本体比較）。

(4) ワンタッチ取付け方式採用により，施工性を大幅に改善。

Hf—ベーシックライン

）
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ヽ
●照明制御システム SUPERMELSAVE C•C•C•C•C•C•C• :̀C•C•C•C•C•C•C• 

小規模店舗，中小規模の事務所ビル，大規模の複合ビルな

どの照明制御設備として，快適な照明環境を自在に制御し，

省エネルギーを実現する照明制御システム SUPERMEL 

SAVEを開発した。

システムの特長は次のとおりである。

3階層で構成し， ビルの機能，規模に柔軟に対応可能

電力線搬送方式の L-BUSを採用し，省配線・省工事

を実現

(1) 

(2) 

きめ細かな照明制街暖能（調光制御可能）の搭載

(4) 上位のビル管理システムや他の設備との連動機能，昼光

センサ・人体センサによる照明の自動制街暖能の搭載

(3) 
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照明集中監視盤

照明器具内端末器 (MS03)

ーヽ
● 8/NET照明制御システム C•C•C•C-C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

(2) 

(3) 
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配電制御ネットワーク機器B/NETの応用システムであ

るB/NET照明制御システムを機能向上し，

を拡大した。主な特長は次のとおりである。

(1) 最大480点の操作回路と 480点の制御囮

路の組合せにより，使用目的や環境条

件などに応じた最適の照明環境を実現

パワーリレー及びリモコンスイッチを

伝送線給電化することにより，機器用

電源が不要となり，省線化を実現

グラフィックパネルドライバにより，

地図方式の簡易平面グラフィック盤で

の照明の集中監視・制御を実現

他の照明制御システム・集中自動検針

システム・電カエネルギー管理システ

(4) 

その適用範囲
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4.4 ビル用空調｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

●氷蓄熱ヒートポンプパッケージエアコン

電力の負荷平準化を目的として，最近の空調方式の主流で

あるパッケージエアコンに水蓄熱システムを応用した氷蓄熱

ヒートポンプパッケージェアコン SEHシステムを開発し

た。 主な特長は次のとおりである。

(1) ランニングコストの大輻低減により，

(2) 

ヽ
~ (3) 

SEHシステム

ペイバック期間は

約4年

立ち上がり能力，デフロスト特性，低外気温時能力など，

暖房特性に優れるシステム

夜間電力利用率は盛夏や厳冬の最大負荷時でも 50%,

通年では約65％の高利用率

(4) 

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

同容量パッケージエアコンに比べて冷暖房能力は約2倍

据付け・操作は同様に簡単で，

・
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●コンパクト壁掛形パ ッ ケージエアコ ン PKH-35~50FK, FL C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

壁掛形パッケージエアコンの小型機種は，能力帯がルーム

エアコンとの接点ゾーンにあり，ユニットのコンパクト化に

よる据付け省スペース化，さらには低騒音化の要求がある。

開発したPKH-35-50FK,FLは， パッケージエアコン

業界では初めてユニ ット高さを 30cmとしたコンパクトタ

イプであり，据付けスペースを従来機種に対して約17％削

減した。さらに，ユニット質量を従来機種に対して 5kg軽

減し，業界最軽最とした。

また，当社のルームエアコン霧ケ峰Fシリーズで開発さ

れたアクティブ静音メカの採用及ぴ新形ラインフローファン

の開発で，従来機種より 2dB(A)の騒音低減を実現した。

冷房能力 28kWシステムでは，室内機の接続台数を最大

13台，最小容量を2.8kWとしている。

最近の大型ピルの空調システムは，ゾーン別のきめ細かな

対応が求めら几使用区分ごとのゾーニング空調が主流とな

ってきている。床置ビルトイン形ロスナイは，省スペースで

分散化ゾーニング空調を可能にし，快適なピル空調を実現す

るものである。主な特長は次のとおりである。

(1)奥行き 490mm  (80 ・ 100タイプ），奥行き 590mm(150 

タイプ）の省スペース床置タイプ

(2) ゾーニング計画に合わせた機種設定

（風量 800, 1,000, l,500m3/hタイプ）

(3) 透湿膜加湿器を搭載（加湿付きタイプ）

(4) 室内外の温度をセンサが検知し，熱回収・省エネルギー

換気（ロスナイ換気）と外気冷房（普通換気）を自動選択

［瓢鵬瓢瓢三戸--、一-

●スターリングエンジンヒートボンプ C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•C•ヽ ） 

大阪ガス （ffiと当社は，夏期の電カピーク対策として，ガ

スを熱源としたスターリングエンジン駆動のヒート ポンプ

(SEHP)を開発した。

このSEHPは，通商産業省の補助金による実用化開発の

成果をベースにしたピル用マルチエアコンで，冷房能力の容

祉は16-36kWである。

特長は次のとおりである。

(1) N似排出量が少ない（ガスエンジンの1/2-1/3)。

(2) メンテナンス間隔が長い (2万時間） 。

(3) 機種が豊富な当社電気式エアコン用の室内機力咽妾続でき

る。

”’ 

PKH-50FL 

” 

スターリングエンジンヒートポンプ

、
9

、ヽノ

●床置ビルトイン形ロスナイ C•C•C•C•C••ベベベベ~C•C•C•C•C••べベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•
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ーヽ
● 業務用ロスナイマイコンP タイプシリーズ ｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ~•·•·•べベ·``

業務用全熱交換型換気扇 ロスナイは，換気しながら室内

空気の温湿度を効率良く熱交換する同時給排気式の換気装置

である。マイコン Pタイプシリーズは，低騒音化技術やマ

イコン搭載による電子化などにより，製品性能を向上し，操

作性・施工性の改善を図った製品である。その特長を次に示

す。

(1) 製品性能

•38dB 以下の低騒音を実現

•全熱交換換気と普通換気の自動切替え

•加湿量能力のアップ（加湿器付きロスナイの場合）

(2) 操作性・施工性

•空調機との連動運転が容易

•信号線の無極性 2 線配線が可能

‘‘,' ● 個別分散空調機用集中コ ントローラ MJ-lOORTR•ベベベベベベベベベベベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

当社の冷凍空調総合ネットワーク (M-NET)対応版とし

て，豊富な機能をシンプルにまとめた個別分散空誰限用の集

中コントローラを開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) ドットマトリクス液晶の採用により， 4種類の墓本ユー

ザー画面と 5種類の調整・サービス画面をメニュー化

(2) 室内機50台までを自在にグループ化でき，各々にグル

ープ名称を登録することにより，グループ名による管理・

操作を実現

(3) 運転／停止・設定温度の多彩な週間スケジュール運転に

対応

(4) システム内の機器の異常履歴（発生機器・時刻・異常内

容）の記憶，表示を実現

ロスナイ
エレメント

コントロー）レポックス 給気用送風機
I I 

ダクト接続

ロスナイエレメントホルダ

天吊り金具 排気用送風機エアフィルター

マイコンPタイプロスナイ

天吊り埋込みタイプ

ロスナイ用スイ ッチ

（リモコンスイ ッチ）

MJ-100RTR 

) 4. 5 ビル用映像｀｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C-C•C•C•C•

●大型映像装置オーロラビジョンMarkII. HB C•C•C•C•C•C•C•C•C•c••ベベベ~C•C•C•C•C•C•-eべべ~C•C•C•C•C•C•

ヽ
ー
ノ

国内外で衛画質として好評を得ている屋外型大型映像表示

装置（オーロラビジョンMarkII・ HB)の改良開発を行い，

製品化第1号機が車載型として完成した。

車載型としては最大級の画面サイズで，画面寸法は縦4.16

mX横7.04mである。“大画面のパイオニア”として培って

きた経験と新たな技術を結集， よりレベルの高い画質と品質

を求め以下の改良を実現した。

(1) オーロラビジョン専用画像処理ゲートアレーを開発し，

表示階調の改善及び輝度調整ステップの拡大による画質

向上

(2) 制御基板の高密度実装によって内部構造の簡略化

(3) マイコンによる自動羅度調整による機能及び品質向上

客先納入は香港スタジアム向け力昧JJ号機となる。 車載型オーロラピジョン
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●防災AVワークステーション

(2) 

(3) 

防災情報システムでは，“映像の高度利用技術”が差別化

する技術ポイントである。この視点に立って，防災AVワ

ークステーションを開発した。これは， EWS（エンジニア

リングワークステーション）をベースに映像情報を収集，管

理，配信する機能をソフトウェアのパッケージとして組み込

んだもので，次のような機能を持っている。

(1) 映像／画像の切替器， VTRなどのAV機器統合制御

災害履歴管理のための静止画・動画の記録検索再生

ビデオウインドウと地図を併用した複数台カメラ制御

(4) 属性管理機能及び地図上への被害入力を行う地図機能

(5) 映像上のポイント指定による町名表示及び座標変換出力

すでに納入稼働品もあり，今後更に機能拡張を進める。

4.6 公 共 設備

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

I! I , 

-グ亡下←亡
、^ ニニ・

、‘¥‘’’¥
＼ 
¥-- - ---“ 

防災AVワークステーション

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

●富山県防災情報システム｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベベベベベベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

富山県防災情報システムは，気象庁等の気象情報処理シス

テムと接続し，気象情報の集配信を行う“気象情報サブシス

テム”と，災害発生時に県内各市町村の災害情報を一括管理

し，応急対策活動を支援する“災害情報サブシステム”から

構成される。中央処理装置（県庁）と情報端末（市町村及び消

防本部）を結ぶ回線は，山間部が多いという富山県の立地条

件ど情報伝送の同報性が必要であることから，衛星回線を使

用している。気象情報の表示と災害情報の入力を行う情報端

末には，三菱 AXパソコ ン“MAXY”を使用 し，安価なシ

ステムを提供している。また，マルチタスク OSを用い，画

面の応答性を損なうことなく，県庁からの配信データを受信

することを可能とした。

●下水着色放流水脱色用オゾン高度処理システム

最近の地球環境問題への関じの高まりから，より高度な水

質保全や資源としての利用が下水道に求められている。今日，

廃水水質も多様化し，特に流入下水に工場などの着色排水が

混入する場合には，放流水が着色し放流水質としての視覚的

不快感及び水質保全の立場から，その対策が必要で，従米か

ら実施されてきた次亜塩等による薬注処理では，残留塩索等

による人体・設備機器や放流水域への影薯が問題とされてき

た。今回完成したオゾン高度処理システムは，上記問題を解

決するもので，オゾンによって透明を示す視覚刺激純度10

％以下の処理水質を可能としたものであり，また処理後のオ

ゾンは酸索に戻ることから，より環境にやさしい下水高度処

理の実現が可能となった。

か9 泊Ill沿報 しー9I]ー笞情.. ,-_,柑＇存 ？ザパ 潰約両｛言

気象情報の表示例

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 
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オゾン発生装置OT-4F形
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●ダム情報処理設備 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eベベ·«ベぺ·««べぺべべ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

治水ダム用のダム情報処理設備を開発した。この設備はダ

ム諸屈演算，水理水文状態（降雨，ダム，下流河川の状況）

や放流設備状態の監視とともに， CRT表示，ダム操作ガイ

ド，帳票作成などを行うものである。

主な特長は次のとおりである。①機能の分散による各装

罹の汎用化。②主要装置の二重化による信頼性の向上。③

故障時の二重系自動切替えと復旧時のデータ自動補完。④光

通信による誘雷障害の防止。⑤LAN接続による汎用装置の

容易な導入・増設。⑥待機系装置とマンマシンを使ったダ

ム操作訓練の実現。⑦情報処理装罹へのエンジニアリング

ワークステーション採用による演算処理・表示処理・データ

保存能力の向上。⑧CRTからのユーザーによる各種パラメ

ータの設定・変更操作。
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ダム情報処理設備構成
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●雨水流入量予測・ポンプ運転支援システム C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べベ·«ベベベベペべ~C•C•C•C•

‘_ 

近年，都市化や道路の舗装率の向上により，雨7J燿流入量の

急激な増加とポンプ場への雨水到達時間が短時間となり，ポ

ンプ操作が困難となってきている。このシステムは，処理区

内に設置された雨量計と各分水施設の水位計より，雨水貯留

幹線へ流入する雨水量と処理場への流入量を修正 RRL法

（雨水流出モデル）で予測し，これに基づいてポンプ井水位

上下限を満足する範囲でポンプや流入ゲートの操作変化量の

少ない運転方法をガイダンスするものである。

また，オンラインだけでなくオフラインシミュレーション

機能を持ち，過去のデータを使用して，ゲートやポンプ運転

方法を検討することができる。計鉢機には，高性能のRISC

ワークステーションを採用しており，多鼠のデータが裔速処

理でき，結果はCRTにグラフ表示される。

＇ 

予測・ガイダンスのCRT画面表示例

ーヽノ
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鉄道分野では，地球環境の改善やエネルギー効率の向上

といった視点から，輸送機関としての鉄道システムが見直

されている。

このため，利用者のニーズとあいまって，鉄道網の拡張

や闇速化が一段と加速される状況となり，今後の車両にお

ける軽量化やシステム全体の省エネルギー化がますます重

要となる。また，地上設備においても，安全性の向上と効

率的な列車運用や設備の保守保全における業務の改善に対

しての設備投資が活発化している。

当社はこれらのニーズにこたえるため，最新の技術を駆

使したシステム及び製品の開発と実用化に努力している。

超電導磁気浮上式鉄道としては，山梨実験線へ向けた開

発の最終段階を迎え，各構成機器の製作納入が順調に進め＇ られている。車上用超電導磁石は，第一号機が従来の試作
機に比べて大幅な性能向上を達成した。一方， 地上用設備

として，地上コイルの量産や20MVA電力変換設備の主要

機器であるインバータ装罹 ・コ ンパータ装置を製作した。

新幹線用電源設備としては，世界で初めての自励式イン

パータを適用した電圧変動補償装置(SVG)を東海旅客鉄

道（松に納入し，安定電源供給システムを完成した。

新幹線車両については，東日本旅客鉄道（株952/953系新

幹線“STAR21”用主変圧器，主電動機，主変換装置を始め

として主回路用電機品の大容量化と軽量化を更に推進した。

私鉄・公営交通及びJR在来線向けには， IGBTを用いた

各軸制御方式のVVVFインバータ・低騒音型車両用補助

電源や，低質量 ・低騒音型天井集中式空気調和装置などを

納入した。一方，分散制御方式の列車運行管理システムの

完成や，エキスパートシステムを応用した駅定位置停止装

置や迎転整理支援システムを導入し，既存車両の自動運転

や支援の効率化を実現した。

地下鉄各駅における設備（電気 ・機械・信号通信・防災・

電路 ・気象）情報を集中統合管理する電気司令システムを

横浜市交通局向けに納入し，司令の統合と保守の効率化を

図った。

自動車機器の分野では，厳しい経済状況の中においても，

従来から進めている‘'地球の環境に優しい車，人に優しい

車，情報社会に受け入れられる車”等を 目指した技術開発

は継続して活発に進められている。

当社においても，積極的にそれら技術開発を進めており，

その中から幾つかの成果を世に送り 出すことができた。

環境に優しい車では，排気ガスの出ない電気自動車 (E

V)用の①駆動用三相誘導電動機，②駆動用制御装置，③

車載充電器，④電動パワーステア リング装置とその重要機

能コンポーネントの開発を完了 した。それらの製品は，三

菱自動車工業（松のリベロ車に搭載されて東京電力（樹で使用

されている。

人に優しい車では，イージードライプ機器として生産し

ている無段変速機用電磁クラッチの構造を変更し，シフト

操作性を一層向上させた。それら製品は， 日産自動車工業

（松のマーチ車の無段変速機に採用され，電子制御によ るシ

ステム制御の最適化とともに，完成度の高い無段変速機を

造り出した。また，複雑化したカーエレクトロニクス機器

の車上での故障診断をより容易にするために，従来のテス

タの機能を向上させた“MUT-II"の開発を完了した。そ

れら故障診断用テスタは，ディ ーラーでの故障診断に活用

されカーライフの向上に多くの寄与を している。

さらに，ユーザーのカーライフの広がりにより， RV車

(Recreational Vehicle)による野山での運転が増えている

が，それらの運転を容易にする地磁気センサを一体化した

方位計の開発を完了した。それら方位計は，三菱自動車工

業（株のRVR車に採用 されユーザーの安全な運転を支援し

ーヽノ

ーヽノ

ている。

将来の情報化社会に向けて車社会でも， インフラの整備

とそれらに対応する車載情報機器の開発を進めているが，

それらの開発成果の中から“8チャネル方式のGPSによる

ロケータに音声案内機能を付加したカーナビゲーションシ

ステム”を製品化し，市場ユーザーに提供 している。今後

も各種情報機器の開発に合わせて市場に提供し，車社会で

の情報化の促進に寄与していく 。

）
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5. 1 華-卓丸鉄道 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ヽ
●磁気浮上式鉄道 •·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•べ~•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·
超電導磁気浮上式鉄道は，山梨実験線へ向けた開発の最終

段階を迎え，各構成機器の製作納入が順次進められている。

平成5年3月に完成した超電導磁石第1号機は，先行試作

機と比べ，高速度域 (250-500 km/h)での振動による液体

ヘリウム蒸発最を約1/10まで低減できた。また，クエンチ

耐力も増強し，大幅な性能向上を達成できた。

その他，特別高圧 (22kV)仕様地上コイルの量産，20MVA

電力変換設備の主要機器であるインバータ装置・コンバータ

装置の完成等，長年の開発成果を反映した機器の製作を順調

に進めている。なお，各構成機器については，国からの補助

金を受けた闘鉄道総合技術研究所が，東海旅客鉄道（樹と共

同して開発しているものである。

山梨実験線向け超電導磁石第 1号機（鉄道総研納入）

) ●鉄道車両用主電動機 `C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べべ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

鉄道車両駆動用の誘導主電動機は急激に増加しつつあり，

ますます強くなっている以下の客先ニーズを取り入れている。

(1) 大容星・超軽量化：新幹線の高速化には大容量化と軽量

化が必す（須）であり，単位容量当たり質量の大幅な低減が

強く要求されている。東海旅客鉄道（悧技術開発で電車用と

しては最大の500kW主電動機を試作し，“のぞみ”用主電

動機よりも単位容量当たり質量を 20％以上軽滅し， lkW 

当たり 1kg以下を達成した。

(2) 保守の省力化：軸受の長期無保守化及び汚れ作業の廃止

の要求が通勤電車を中心にますます強くなっている。東日本

旅客鉄道（梯向け209系では排油口付き軸受構造，帝都高速

度交通営団向け主電動機では内部の気吹きが無分解で行える

気吹きノズル付き構造など，新構造を盛り込んで製作し，納

） 入した。
500kW主電動機（東海旅客鉄道（株技術開発品）

●車両用ブレーキ装置｀｀｀｀｀C•C•-eべ~C•C•C•C•-eべ~C•C•C•C•C•C•-eベペペベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

車両の高速化・軽鼠化・インテリジェント化の要求にこた

えるべく，ブレーキ装置の開発実用化をしてきたが，空気

源装置に関しても，低振動・低隆音の渦巻式空気圧縮機，及

び小型・軽量・低騒音の交流電動機空気圧縮機制御装涸を開

発・製品化した。

(1) 電動空気圧縮機の周波数起動用VVVFインバータ制御

の主回路素子にIPMを採用

(2) 大幅な小型・軽量化

（体積比48%，質量比63%，当社比）

(3) キャリヤ周波数の高周波化による低騒音の実現

) （レシプロ式77dB→渦巻式68.5dB, 当社比）

VVVFコンプレッサ制御装置

5.交通 71 



●新幹線電車用電機品 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

東日本旅客鉄道（悧は，将来の300km/h以上の営業迎転

を目指して952/953系新幹線電車 (STAR21)を開発中で

ある。この電車は，低騒音と徹底した軽量化がコンセプトで

ある。当社は，主回路電機品，ブレーキ装匹や空気調利装置

などを納入した。主変換装置は， 4,500V, 4,000 A G TOを

採用し，冷却ユニットにアルミハニカムを使用したり，部品

の小型化に努め，従米に比べて大輻な軽羅化を達成した。コ

ンバータ及ぴインバータ制御部は，一体化するとともに新シ

リーズの適用により，小型化と高機能化を図った。主変圧器

はアルミコイルや軽量絶縁材を採用した。主電動機は高速化

に対応して，性能の設定や構造面で高回転化に努めた。

●駅定位置停止装置

(1) 

・―]宕舌戸"

主変換装置

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

帝都高速度交通営団銀座線はラッシュ時にはかなりの混雑

度となり，列車長とホーム長の差が小さく，駅停止時のブレ

ーキ操作に運転士の個人差が大きい路線である。この路線の

ATC化に伴い，新たに禅入された“駅定位置停止装置＇は，

画ー的な高い減速度による駅停止制御を正確かつ自動的に行

うことで，運転時間の短縮と高密度運転による輸送力の増強

を実現した。既存の路線及び既存の車両を使用したものとし

ては国内で初めての自動運転装置である。駅種別及び停止制

御距離の認識には無電源地上子による トランスポンダを使用

し，高信頼かつ簡易な地上設備とした。運転制御には，熟練

運転士の技能を知識として蓄えたエキスパートシステムを適

用することで路線状況に応じた高い制御性能が実現できた。

● IGBT高周波リンク方式DC/DCコンバータ

電車の空間方式として，車内の温度及び湿度を細かく制御

することにより，梅雨期の除湿にも大きな効果の得られる

“インバータ空調方式”が注目されている。

このインバータ空調用の車両用補助電源として， IGBTを

使用し，高周波スイッチングすることにより，

従来の装置に比べて 6dB以上の低騒音を実現した。

(2) 制御応答を高速化したことにより，負荷変動・入力電圧

変動に対する出力安定度を向上させた。

等の特長を持つ高周波リンク方式DC/DCコンバータ(ME

LSIV-D400)を開発した。また， 170kW及び130kW装協

（入力 DC1,500V, 出力 DC600Vほか）を製作し，帝都高

速度交通営団へ納入した。
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170kW IGBT高周波リンク方式DC/DCコンパータ装置
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●車両用空気調和装置«ペベペベ~C•C•C•C•C••ベベベ~C•C•C•C•C••ベベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べペべ·``

通勤・近郊形電車の空気調和装置は，ほとんどが天井形で

軽羅化・省エネルギー・低隆音化が要求される。当社は，こ

のようなニーズにこたえるべく，小型・軽量の大容羅 ・横形

スクロール圧縮機を採用し，部品・ 主枠・カバーの徹底的な

軽羅化を図り，大幅な質聾軽減を達成するとともに，省エネ

ルギー低駿音化を実現した。

今回，東日本旅客鉄道（松に納入した AU720A形天井集

中式空気調和装罹は，従来の集中形のもの（質量：約 750

kg)より機能アップを図りながら，質量で約200kg,入力

で約15%，車内騒音で約4dB(A)の低減を達成している。 AU720A形天井集中式空気調和装置

、̀'’’ ●新型定期券発行機 MELPAS-G C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•4べベ·««べ~C•C•C•C•C•C•C•

電車・バス連絡定期券など時代のニーズを先取りした新型

定期券発行機MELPAS-Gを開発した。

MELPAS-Gの主な特長は次のとおりである。

(1) フラットな操作卓，大型液晶パネルを用いた設定表示器

などのヒューマンインタフェースを追求したデザインで，

同時に省スペース型（当社従来比25％減）を実現

(2) 黒印刷6秒以下・赤黒印刷10秒以下の高速発券を実現

(3) 黒／赤独立の印刷ヘッドの採用により，転写リボンの使

用効率を向上

(4) 2種類の券用紙による異種定期券の取扱いが可能

(5) 磁気情報を読み取った旧券，磁気書込みエラー券の自動

回収を実現

・ ・→可
” -l 

MELPAS-G 

、¥
9ノ

●列車運行管理システム｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•,eべべ~C•C•C•C•,eベペベぺべ·«べ~C•C•C•C•,eべ·

近畿日本鉄道（樹奈良線向けに“列車進路制御の駅ごとの

分散”“列車運行状況の監視・運行管理のセンター集中”を

基本とした分散制御方式の列車運行管理システムを納入した。

このシステムの主な特長は次のとおりである。

(1) 運行状況表示を 5台のGD（グラフィックディスプレイ）

で行い，任意の GDで見たい範囲の必要な情報を表示する

ことができる。

(2) ワークステーションの持つマルチウインドウ表示とマウ

スによるメニュー選択を用いて統一された操作性を提供して

ーヽノ

いる。

(3) エキスパー トシステム構築ツールを用いた“ダイヤ変更

の提案＂機能を提供している。 近畿日本鉄道卸列車運行管理システム操作卓

直、r,.交
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●東海道・山陽新幹線向け運転整理支援システム«`｀ベベベベベベペベベ~C•C•C•C•C•C••ぺベ~C•C•C•C•C•C•C•
ーヽ'

近年，新幹線の高速・高密度化が進むにつれて， 事故等に

よる列車ダイヤの乱れを早期に回復させる運転整理がますま

す重要となっている。

指令員による迅速かつ的確な運転整理業務の支援を目的と

したシステムを高性能EWSで製品化開発を行った。

このシステムの機能及び特長は次のとおりである。

(1) 予想シミュレーション機能により，現在時刻から 3時間

先までの予想ダイヤを常時表示し，指令員をサポート

(2) AI機能により順序変更・着発線変更など整理案ダイヤ

を指令員に自動提案するとともに改善状況を表示

(3) 対話型機能により手動による整理案ダイヤの作成も可能

で，運行管理システムの実行ダイヤに直接反映可能

Iクイヤ1,・，;917 r f 99 | ↑,＂化 hl !fり¢IIIt-t,I1『l,・.ヤIF{！月:- | -•- , lドffItIn引 ,•”', 1 f:11i 
, ti.'，和 1 .，可＇;；；＿1＇,＂jヽ；，℃|ふ芹m,;,t)古似、ば．吋「 I’.,．，i ・ •7“`l 

＂ 
8 

,． 

, 9 

•. i，中・

．： 

宝三
運転整理案ダイヤ図例

）
 5.2 自動車 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

● 電気自動車用駆動電動機 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベペペベベ~•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·

三菱自動車工業（掬から東京電力（悧に納入されたリベロ電

気自動車の駆動用電動機を開発した。

電動機としては，高速化による小型軽量化，低コスト，メ

ンテナンスフ リーを実現するために，構造が簡単で堅牢な三

相誘導電動機を選択した。

一般産業機器用電動機の型枠をベースに，ベクトル制御に

対応するための回転数検出センサの組込み，過負荷による発

熱検出用温度センサの内蔵化を行うとともに，電池電圧，高

速化対応のためのステータコイル仕様変更，アルミニウムブ

ラケットの採用等により，高出力密度の達成と嵩信頼性を実

現した。
‘ー

リペロ電気自動車用駆動電動機

●電気自動車用駆動制御装閥 ｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベぺベ~C•C•C•C•C•C•C•C••ベぺベ~C•C•C•C•

三菱自動車工業（松から東京電力（樹に納入されたリベロ電

気自動車の駆動用制御装演を開発した。走行用電動機は，コ

スト的に有利な三相誘導電動機を使用している。

制御方式は，ベクトル制御を利用したトルク制御を採用し

ているため，スタート時から十分な加速トルクカ叶昇られ，ア

クセルワークに速やかに応答する高応答タイプとなっている。

減速中は，エンジンプレーキ相当の回生制動，またプレー

キ踏込時はプレーキペダル踏込輩に応じた回生制動ができ，

回生エネルギーをバッテリに充屯することにより，走行距離

が延長できるように工夫されている。
リベロ電気自動車用駆動制御装置

）
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ーヽ、
●電気自動車用車載充電器，電動パワーステアリング装置 «ベベベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

リベロ電気自動車用の車載充電器及び電動パワーステアリ

ング装罹を開発した。

車載充電器は，定格AC200V単相30Aのコンセントか

ら深夜電力を利用して充電できるよう，アクティブフ ィルタ

を使用して力率改善を

図った省電力型である。

電動パワーステアリ

ング装岡の開発は，コ

ントローラとクラッチ

付きモータを担当し，

軽自動車用に羅産して

いる技術をベースに小

型車用として，モータ

、̀’/

車載充電器

出力，制御電流の大出力化，安全性の向上を図った。 これに

より油圧式パワーステアリング装置と同等の性能が実現でき

た。この技術は，燃費改善にも効果があり，ガソリン車用と

しても期待されている。

電動パワーステアリング

コントローラ

電動パワーステアリング用

モータ

●マーチ用NCVT システム｀｀•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•べ·

日産自動車（樹が富士重工業（f府の技術協力を得て 1992年

1月から発売している新型マーチのNCVT（無段変速機）用

の電磁パウダクラッチとコントロールユニットを開発した。

この新型マーチは， 日本カーオブザイヤーを受賞し， NC

VTの知但技術が一役かっている。また，スムーズな無段変

速で完成度は高い。

NCVT用の電磁パウダクラッチは，従来の ECVT用電

磁パウダクラッチから構造を一変させ，励磁コイルをトラン

スミッション側からエンジン側への転換を図り，従米から問

題とされてきたシフト操作力の低減を図るとともに， トラン

） スミッション側への1貰性回転の低減により，アンチロックプ
レーキシステムヘの適合性の向上を図った。

）
 

NCVT用電磁パウダクラッチとコントロールユニット

●車載用電子制御装置の故障診断用テスタ MUT-11C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

このテスタは， 三菱自動車工業（杓向け車載電子制御装置

の故障診断用テスタとして， 1993年から販売を開始した。

このテスタ MUT-IIは， 1987年から販売を開始した M

UT-Iの後継機に当たり，基本的な診断機能である車載電

子制御装置 (ECU)の自己診断結果の表示， 各種センサ，ア

クチュエータの入出カデータ表示，アクチュエータの強制駆

動を可能としている。MUT-Iと比較して，表示部をキャ

ラクタ表示方式からグラフィック表示方式に変更したため，

今まで不可能であった漢字表示，グラフ表示が可能となり，

またICメモリカード使用による診断データの記録，パソコ

ンとの通信を可能とする RS-232C通信機能の充実により，

より高度な故障解析への応用が可能となった。

5. 交通 75 



●三菱自動車工業RVR車用方位計 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べベ·`

三菱自動車工業圏のパジェロ用に続いて， RVR用の方

位計を開発し，納入を開始した。

RVR用方位計は LCDによるもので，車両の進行方位を

北上又は南下指示用の目盛と，東西南北を 16方位に分割し

て示す指針によって表示する方位計を主に，車室外気温を表

示する温度計と， 日付表示にも切り替えられる時計を加えて

二連形外装ケースに構成した製品である。

本体ケースの中に地磁気センサを組み込むことができたた

め，センサユニット及び両者を接続するハーネスを必要とせ

ず，構成がシンプルになった。さらに，意匠面には軟質の樹

脂を外側に成形した部材を用いているため，ソフトな質感を

備えたスマートな方位計に仕上げることができた。

●自動車用 4コーナ型超音波式コーナセンサ ｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eベベベベベベ~C•C•C•C•C•

自動車の車庫入れ，右・左折時などに運転者の死角となる

バンパコーナ部への衝突を防止する装置として，従来の1コ

ーナ用コーナセンサに加え，新たに車両の四隅の障害物を感

知し，音と光で運転者に知らせる 4コーナ用コーナセンサを

製品化した。 1993年型マツダ（樹ボンゴ，三菱自動車工業（株）

ミニカなどに純正設定され好評を得ている。

主な特長は次のとおりである。

(1) 車両の四隅のバンパコーナ部に取付け

(2) 要求に合わせ2コーナ以上の任意設定が可能

(3) コーナ部から 20-60cm（バック時は lm)の障害物を

感知

(4) 障害物との距離をソフトな電子音で皆報

(5) 菩報音に同期し，障害物の位置を LEDで表示

表示部

RVR用方位計

センサ部

●自走式ゴルフカート ｀｀｀｀C•C••べベ·`««•«ベベベ~C•C•C•C•C••ベベペベベペべ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

このゴルフカートは，誘導路上での自動走行と，フェアウ

ェイ 内での電動マニュアル走行の 2ウェイ方式を採用し，お

客へのより良いサービスとキャディーの疲労軽減とを目標に

開発した。

誘導方式に磁気誘溝方式を採用しており，雨やほこりの影

器を受けず，誘導路の凍結による断線や落雷による トラプル

がない。自走（無人運転）路，電動（マニュアル運転）路のコ

ースレイアウトの設定が自由にできるのも特長の一つである。

また，速度はチョッパ回路で制御されており，動きがスム

ースであり，ゴルフクラブのがたつきも小さく停発進II寺に芝

生面へ与える影響が小さいというメリットがある。

）
 

ーヽノ

ノヽ

）
 自走式ゴルフカート
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半導体と電子デバイス
P.1,1、I'.I !iにカラートヒックス掲載

、¥l

、¥l'

1993年の我が国の産業界は，バプル経済の崩壊によって

引き起こされた不況と市場の成熟化による市場の不活性化，

さらには円高等の影響によって全体的に大きく低迷する結

果となった。 これにより， 半舜体市場は，産業・民生分野

とも前年を大きく下回る結果となったが，一方，米国を中

心として，世界需要は対前年比20.2％増という 大き な伸び

を示し， DRAMを中心として半導体需要を大きく膨らま

せた。このような市場背景のもと，製品コストの低減化が

そのまま半導体部品に対する低コスト化への要求となる一

方，製品の差別化のために高付加価値品を短工期で開発す

ることが要請されている。

このような市場環境において，当社は晶付加価値品への

移行，ビジネスに直結した技術開発，開発期間の短縮，開

発の効率化等をねら った開発体制の見直しを行った。

平成 5年 6月，従来開発本部に属していた半導体関連の

3研究所(ULSI開発研究所，システムLSI開発研究所及び

光半導体開発研究所）を半導体事業部門に編入し，開発と

ビジネス一体の事業体制に改編を行った。

以下にこの分野の開発状況と新製品群を紹介する。

(1) 集積回路

ウェーハプロセスのテクノロジードライバとして位置付

けられるDRAMは， 0.35μ mプロセスの導人によって64M

) DRAMの開発を完了した。最先端の微細加工技術を既存

の16M,4MDRAMにも適用し，より高速化，低消費電力

化を実現している。また，用途に特化したASメモリ， 3.3

Vの電源電圧で従来の 5Vと同等性能を実現した4MDRA

Mも製品化した。また， 需要が伸びているフラッシュメモ

リは， 当社独自のDINOR型を採用することで，他社品に

はない低電源電圧と高速アクセスタイム特性を実現できた。

最先端の微細加工技術は， ASIC及びマイコンに も活用

され，より高速，高機能化を実現し，世界最大規模の敷き

詰めゲート数， 100万ゲート のゲー トアレー及び新世代16

ピットマイコン Ml6/10を開発した。また，大規模化す

るASICの設計を効率良く行うために， トップダウン設計

） 

のサポート体制を整えている。これに より，大規模ASIC

上に短期間で希望するシステムを作り込む“システムオン

チップ＂が実現できる設計環境を実現した。

MUSE方式ハイビジョン放送を受信するために，映像・

画像信号処理用のMUSEデコーダLSIを日本電気（悧ほか 9

社と共同で， また国際規格JPEGベースラインシステムに

準拠 したシングルチップのカラ ー画像圧縮・伸長LSI,H. 

261/MPEG対応の動きベクトル検出LSI等を開発した。

今後飛躍的に市場が広がる移動体通信分野向けには通信機

用周波数シンセサイザ部PLLICを開発し，小型化・ 高速

化を図った。

(2) 半導体索子

シリコンでは実現できない超高速分野にはGaAsが使用

される。当社では第二世代コードレス電話用にMMICを

開発し， 1.9GHzの送受信を3.4Vの電源電圧で動作させて

いる。また，システムの小型化に対応できる表面実装タイ

プのパッケージ化も実現した。また，光海底ケープル中継 '’ 
器用の高出カレーザなど民生用途だけでなく，産業用途ま

で広範囲な分野をカバーしている。

パワーデバイスは，より 高速，低損失特性の要求に対し

て第三世代のインテリ ジェントパワーモジュールを開発し，

これにこたえるとともにパッケージの小型化も実現した。

各分野で使用されてい るインバータ制御のキーデバイ スと

して，制御用のマイコンとともに駆動系の必す（須）デバイ

スとなっている。

(3) 電子デバイス

ICカードは国際標準の制定に伴い，これに準拠した製

品化が行われているが， 当社ではLANの通信機能をカー

ド化したものや， FAX制御機能をカード化しパーソナル

コンピュ ータの外部スロットに挿入することにより， FA

Xの送受信が行えるFAXカードを製品化した。

多彩なメ モリチ ップを製品化している当社ならではの各

種メ モリを搭載したメモリカードの製品化も各種行ってい

る。

6.半導体と電子デパイス 77 



6. 1 集積回路｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•
ヽ
~

● 16M ビット DRAM 第二世代300mil版を製品化｀｀｀｀｀｀｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

翻盟性に優れた独自の LOC(Lead On Chip)技術と，最

新の0.45μmプロセス技術の採用により， 4MDRAMと同

ーパッケージサイズで， 16MDRAMを実現した。

LOC構造に適した独自のチップアーキテクチャの採用と

制御回路の簡略化により， 高速化・低消翡電力化を図るとと

もに，十分大きなメモリセル面積 (3.31μ n召：当社従来製品

比88%)を確保した。これにより， 小さなチップサイズ(99.8

mm2:同82%）において十分なプロセス余裕度を確保し，

従米製品同様の衛信頼性を実現した。

この製品ではまた，セルフリフレッシュ機能やモジュール

用の4C囚5版等，高機能品も準備しており，今後16MDR
AMの主力製品として，幅広い用途か期待されている。

パッケージ外形

ーヽ／

● 4Mビット (X16)キャッシュDRAM •べペベベ｀｀｀｀｀｀C•-eベベペペベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

4Mビット (256Kワードx16) DRAMに16Kビット

(1 K x 16) SRAMを内蔵し，高速アクセスが可能な当社独

自のメモリを開発・製品化した。

SRAMを中心部に配置し，チップサイズを標準DRAM

の13％アップに抑えた。また，動作クロックを 15nsと高

速にし，バス幅を 16ビットとして表示応用分野に適するよ

うにした。また， DRAM部と SRAM部が独立に動作でき，

SRAM部を介さず直接にDRAMをアクセスできる仕様に

した。

従来，デュアルポートメモリを使用している表示バッファ

分野や HDDバッファメモリ， DRAMとSRAMが混在す

る小システムの主メモリ，またマルチメディア応用製品の統

合化メモリ等に応用する。

M5M4V4169TPチップ

）
 

● 3.3V動作品 4Mビット DRAMシリーズ «べ｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

4MDRAMシリーズとして 5V動作品に加え最新の回路

設計技術，プロセス技術を駆使し，バッテリ駆動システムに

適した低電圧，低消四電力の3.3V動作品を開発した。

3.3V動作品シリーズは， X1/X 4/X 8/X 16構成に加

え，パリティビット付きX9/X 18構成もそろえた。

主な特長は次のとおりである。

(1) 低電圧で5V動作品と同一の裔速アクセス時間を実現

(2) システムとして， より一層の低消費屯力化を可能にする

セルフリフレッシュ機能付き

(3) 耐ソフトエラー率や リフレッシュ特性は従米の 5V動

作品と同等の高信頼性を実現

(4) 小型システムに適したTSOP品

墨.;,...

i '-こニ-～二^ー＝ご一---- ·-—·—-
x1/x4構成チップ

）
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●置換自由度の高い分散配置型の冗長構成を適用した低消費電力版4Mビット SRAM

プロセス技術の微細化，メモリ容塁の大容最化に伴い，製

造歩留りは冗長回路構成による救済効率に大きく依存するよ

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

うになった。

今回，救済効率の高い分散配置型の冗長回路構成を開発し

た。この構成では，メモリセルアレーの各プロックに分散配

置した冗長線に対して，ブロック信号もプログラム可能であ

るので，各冗長線はあらゆるプロックに発生した欠陥ビット

克救済するごレが可能であり，比較的小芯い占有面積で高い

救済効率を達成できる。さらに，様々な冗長回路に対応して

仮想的に歩留りが予測できるシミュレータを開発し，上記冗

長構成の有効性を確認した。また，この冗長回路を用いて試

作した4MSRAMにおいて 61％という高い冗長線使用率

を示した。

．ヽ＇／ ． 

9 9999●999999. ;— ; ：—9 ら●●9!!!9999-- -島,,'’ —999999-9.--疇9”鴫m ,999.999'“",..,.暉9.9--s 、↓ -4. 
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低消費電力版 4MピットSRAMチップ

ワードワイド1Mビット低消費電力SRAMM5M51016Aン）、＇ース«べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

‘‘_ノ

低消費電力 SRAMの応用システムでも CPUの多ビット

化が進んでいる。この動向を踏まえワードワイド (64KX 16 

ビット構成） lMビット低消費電力SRAMを開発した。 0.7

μm CMOSプロセス技術を駆使し，最高速55ns品も実現。

この製品の使用により，各システムで必要とされるメモリ容

量の最適設計が可能。搭載パッケージは超薄型 TSOPを採

用し，高密度実装が可能。 ICカード，電子手帳，携帯機器

やノートパソコンなど小型電子機器に最適なメモリである。

特長は次のとおりである。

(1) 高速アクセスタイム： 55/70/85/lOOns

(2) 低スタンドバイ電流： 0.3μA (Vee= 3 V, typ.) 

(3) 上位，下位バイトごとにリード，ライト可能なバイトコ

ントロール機能あり

M5M51016Aチップ

．
 

3V単一電源DINOR型フラッシュメモリ C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

高速である。

電気的に書換え可能で，

フラッシュメモリには，①セルサイズが小さいがランダム

アクセスが遅い NANDタイプ，②高速アクセスであるが

2電源が必要である NORタイプとがある。

今回開発した DINOR（分割ビット線NOR)型フラッシ

ュメモリは，以上2タイプの利点を合わせ持つ特長を持って

おり，セルサイズが小さく，書換えにトンネル現象を利用す

ることにより， 3V単一電源動作が可能，かつアクセスも

4MビットテストチップではこのDINOR型

電源を切ってもデータカ引肖えない

ーヽノ

セルを安定に動作させるための負電圧スイッチ回路，階層型

ワード線構成， ビットごとの書込み電圧制御等の新しい回路

技術を開発し，その動作を確言忍した。
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DINOR型 4Mピットフラッシュメモリテストチップ
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． ブロック消去可能な自動消去・自動書込み機能内蔵4Mビットフラ ッンュメモリ｀｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•

フラッシュメモリは，セルサイズを EPROM(Erasable 

and Programmable Read Only Memory)と同等にでき，

かつ電気的消去可能という機能を合わせ持つデバイスである。

このため， EPROMでは不可能なシステムに組み込んだま

までの情報の書換えが可能であり，半導体ディスクなど不揮

発性メモリとして新しい市場を形成すると期待されている。

製品特長の主なものを挙げる。

(1) プロック消去可能16Kバイト (X8), 8Kワード (X

(2) 

(3) 

16) 

自動消去・自動書込み機能内蔵

x 8ビット／X16ビット切替え可能

4Mフラッシュメモリチップ

ヽ

、
ヽ
！
ノ

●高性能新16ビットマイクロコントローラ Ml 6/10 

現在，急速に高性能化が進んでいる機器組込み市場に対応

して，新世代16ビットマイクロコントローラ Ml6/10を

開発した。 CPUは32ビットで従来型16ビットマイクロコ

ントローラの3~4倍の性能(4-5MIPS)がある。

周辺機能は， DMAコントローラ，モータドライブ用タイ

マ， FIFO付きシリアルIO, チップセレクト／ウエートコ

ントローラ， DRAMコントローラ等を内蔵し，特にOA機

器制御等の応用でソフトウェアやメモリインタフェースの設

計負荷を低減する。また，2KバイトのRAMも搭載した。

設計手法はHDLに代表される最新のト ップダウン設計を

適用した。レイアウト設計ではセルベース設計技術とフルカ

スタム設計技術を使い分けて最適なマイコン LSIを実現し

た。

． フラッシュメモリ内蔵16ビットマイコン

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

M3771 OF4BFP 

近年，マイコン応用機器分野では，マイコ ンに内蔵される

プログラムの保守性，開発効率向上のために，その内容を容

易に変更でき る手段への要求が高まってきている。これにこ

たえるものとして，電気的一括消去可能なフラッシュメモリ

を内蔵したマイコンが待望されている。

当社では，その第一歩として現在広く好評を得ている 16

ビットマイコン MELPS7700のシ リーズ品に，フラ ッシュ

メモリ 32Kバイトを内蔵したM37710 F 4 BFPを開発した。

従来の窓付き EPROM内蔵品並みの書換えが可能であり，

特にコンピュータ周辺機器， OA機器，通信機器などの分野

において，格段の開発効率の向上が期待される。

戸
ll白
I鼠量需{温iら
奎：

M16/10チッ プ

、＼ノ

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 
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ーヽ
● 92Kバイト ROM内蔵自動車用16ビットワンチッフマイコン M37782ECTXXXFP C•C•C•C•C•C•~べ｀｀«

自動車の燃費向上，排ガス規制強化に伴い，マイコンの高

性能化が要求されている。これにこたえるため，当社では世

界最大の92Kバイト ROMを内蔵し，周辺機能を強化した

M37782ECTX X xFPを開発した。

この製品は0.8μmCMOSプロセス技術を用いて，広温

度保証 (-40~85℃）下での裔速動作と高信頼性を実現し

ている。主な特長は次のとおりである。

(1) 最短命令実行時間167nsUx1N = 24 MHz時）

(2) 内蔵メモリ ワンタイムPROM=92Kバイト

RAM =3.25Kバイト

(3) 周辺機能 タイマ系＝24本， 16チャネル10ビット AD

変換器， 3系統シリアルI/0はか

ED  if 

I ! 
| t 

し． “←— --- , • —- --~ ·-~― い~へ"・- - -

M37782ECT X X X FPチップ

ヽ
｀
~

●高耐圧ポート内蔵VTR用ソフトウェアサーボマイコン M37775M5AXXXGP C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

）
 

近年VTRの低価格化の流れは著しく，マイコンにもシ

ステムコストを低減できるものが要求されている。その一つ

の解として，複数チップをワンチップ化する統合化の流れが

あるが，当社ではこのたび，シスコン制御，サーボ制御，タ

イマ翻却及び蛍光表示管表示機能をワンチップで実現したソ

フトウェアサーポマイコン M37775M5AXX X GPを開

発した。

このマイコンは16ビット CPUを搭載し，その高速処理

により，ソフトウェアサーポ制御，シスコン制御，タイマ制

御及びソフトウェアによる蛍光表示管の表示制御の共存を可

能にした。さらに，高耐圧CMOSプロセスを採用し， 高耐

圧ポートを内蔵することにより，蛍光表示管の直接駆動を実

現した。
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M37775M5A X X X GPチップ

● 4ビットマイコン M34540M8XXX FP •べ｀｀｀｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

4ビットマイクロコンピュータ “MELPS4500"シリーズ

の標準機能品 M34540M8XX X FPを開発した。このマ

イクロコンピュータは，コードレス電話・カメラなどの携帯

機器を目標市場とし，低電圧動作(VDD= 2.0 -5.5V／発振

周波数＝ 1.5MHz時），高速動作（最小命令時間＝0.75μs/

VDD=4.0V時），低消費電カモード (32kHz水晶発振回路

を内蔵）を実現した。機能的には， CPu, 8kバイト RO

M, 512 X 4ビット RAM,S・ I/0,タイマなどを， l.3μm

高性能シリコンゲート CMOSプロセスを用いてワンチップ

に集積している。また，ワンタイム PROM内蔵版 M34540 

) E8 XX X FP,及びEPROM内蔵版 M34540E8FSも同

時に開発した。 M34540M8 X X X FPチップ
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● 0.8 μ mCMOSセルベースICM653 XXシリーズ C•C•C•C•C•C•C••ベベベベベベベ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

0.8μmCMOSセルベース IC,M653 Xxシリーズは，

以下に示す特長により，大規模化する ASICの多種多様な

要求に対応することができる。

(1) 豊富な種類のモジュールジェネレータにより，要求仕様

に合った高性能かつ高集積な機能セルを索早く用意（同

期型RAM／非同期型RAM／マルチポート RAM/R

OM／乗算器／PLA／データパスジェネレータ）

(2) 低雷源電庄 (3.3V/3V)により，低消費電力化が可能

(3) 多電源 (5V/3V混在）にも対応可能

特に内部ロジック回路の低電源電圧動作は， ICに搭載す

る回路の大規模化，高速化に伴ってますます問題となってき

ている消費電力の増大に対して非常に有効である。

ーヽ

5 V/33V混在0.8μmCMOSセルベースIC

● 0.8 μ mCMOSエンベ ― ゞツアットセルアレー C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 
）
 

セルベース (CB)の島集積・高速性とゲートアレー (GA)

のQTAT (Quick Turn Around Time)という特長を両立

可能とする 0.8μmCMOSエンベソデッドセルアレー (EC

A)を新たに開発した。

その主な特長を以下に示す。

(1) 0.8μmCMOS CB M653 XXシリーズと同等の高集積・

高機能，かつGAM6008 xシリーズと同等の短納期開

発

(2) PLLによる大規模ロジックの高速クロック管理技術（ク

ロックスキュー： 1ns以下）， GTL(Gunning Trans-

ceiver Logic)による高速データ転送技術の実現
.• _, .. ←““-四..-Tずー·コ-正・社祖！｛粒哨頓 ＇ •遠詣i -• 

0.8 μ mCMOS ECA製作例

、＼ノ

● 高密度SRAM内蔵ASIC C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベベペベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

電子機器分野のシステムの小型化・ワンチップ化に伴って

ASICに内蔵される SRAMの大容量化力喋められている。

この市場要求にこたえるため，当社従来比で約2倍のビット

密度を持つ高抵抗負荷型メモリセルをセルベース ASICに

初めて適用した。図は当社ASIC内蔵SRAMの高密度化

の推移を示したものである。さらに，新プロセス構造の採用

により， ASIC適用における衛抵抗負荷型メモリセ）叶寺有の

問題を解決した。

特長は次のとおりである。

(1) 闇抵抗負荷型メモリセルをセルベース ASICに適用し

f‘ ヽ0

(2) 高速アクセス15ns（標準）を実現した。

(3) 3/2剰， 2剰系パターンに対応可能なメモリテスト容

易化回路技術を確立した。
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5
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〔同一メモリ容塁〕

従来ASIC内蔵のSRAM構造
(PMOS負荷型）
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ヽ
●テスタスキュー検証機能付きVerilog-XLT. アサインキット C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ケイデンス・デザイン・システムズ杜との共同開発により，

同社製Verilog-XL⑪上でテスタスキュー検証機能を世界で

初めて実現し，当社ASICのサインオフを可能とする Veri-

log-XLデザインキットを開発した。

当社Verilog-XLデザインキットには，従来から当社独

自の遅延計算プログラムを組み込んでおり，当社製サインオ

フシミュレータと同等の遅延精度を実現している。これに加

え，タイミング検証を行う際に外部入カピンにおけるピン間

スキューの影響を精密に検証できるテスタスキュー検証機能

を開発して付加したことにより，当社認定の極めて正確な検

証をユーザーの手元で行え，当社ASICのサインオフがで

きる同デザインキットを実現した。

11』
(J)スキュー

12』

/：’,99999:9/ 

のスキュー

■テスタスキューあり
異なる外部入カビン(11,12)から
Fl(J)DとTに伝裕する均合

11→D圧三
1 2 →T~l12➔T 
エラー!． 3 ns -i 
古エラー
FFのセッ トアップ伯

■テスタスキューなし
伺ー外蔀入カピン(12,12)から
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ヽ`ー テスタスキューチェック機能図

●大規模ゲートアレー用設計システム •·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·••4べべ·

ヽ
、
~

最大敷き詰め百万ゲート規模の大規模ASICを高品質に

効率良く設計するためのゲートアレー用設計システムを開発

した。自動配置配線ツールの10倍高速化（当社比）等CAD

ツールの高速化とゲート動作速度の高速化に対応した検証精

度向上を行い，大規模ゲートアレーの設計を可能とした。

設計者のユーザーインタフェースとして CAD操作習得負

荷か軽減でき，設計工程誤りを防止できる設計フローチャー

ト形式を取り入れ，設計フロー管理を他杜に先駆けて実用化

した。設計フローは顧客の要求に応じて容易にカスタマイズ

できる。

また，複数のCAEベンダ対応の設計システムが容易に開

発できる当社独自の技術を開発し採用した。

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ -~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~‘~~ ~ ~ ~ ~ ~，~ ~ ~ ~ / ~ ~ ~ ~ ~ -
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設計システム

●セルベース設計用データパスジェネレータ ｀C•C•C•C•C•C•4べペベベベペベベベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

‘
j
 

ASICにおいて，プロセッサ等の演算回路部の高性能化・

高集積化と設計効率向上を図るため0.8μmCMOS 2層アル

ミプロセスに対応したデータパスジェネレータを開発・実用

化した。主な特長は次のとおりである。

(1) ALU,バレルシフタ等10種類の機能ブロックライブ

ラリを用いて，所望のデータパスの論理設計可能

(2) ビットスライス構造の採用によって高性能化を実現

(3) 新規セル構造とストレッチャブルセル技術によって高集

積化を達成

このジェネレータにより，集積度7KTr/mm2を超える

人手設計並みのレイアウトと論理・遅延検証用のシミュレー

ションモデルの自動生成が可能となった。

ALU I 
REGISTER 
FILE i 

I MUX LOGIC BARREL 
GATE , SHI百 ER

_aystem Menu 

1
A

1
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A3S 

入カプロック図例（ユーザーインタフェース画面）
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● CMOSゲートアレー用マクロセル自動生成技術

ゲートアレーユーザーの多様な要求に対応できる充実した

マクロセルライブラリ（各種基本論理機能を実現する回路パ

ターン）を早期に提供するために，マクロセル自動生成ツー

ルを開発した。このソフトウェアは， トランジスタレベルの

マクロセルの回路図を入力として， トランジスタを配濫配線

することによってレイアウトを生成する。結果の集積密度の

高さが要求されるため，マクロセルのパターン設計の自動化

は従来は困難であったが，独自の高密度配線アルゴリズムの

開発により，自動生成ツールの実用化を達成した。 0.5μm

CMOSゲートアレーのマクロセル開発に適用したところ，

パターン設計に要する人工が検証も含めて人手設計の場合の

約1/5になった。

ゲートアレーのレイアウトの説明

● ASICテストデータ高速生成プログラム `C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

製造された ASICの良否を判定するためのテストデータ

生成において，試行錯誤回数を画期的に減らす最先端手法を

適用することにより，世界トップレベルの性能を実現した。

(1) ALTES/CZ:全スキャン回路に対し，従来に比べて

（当社比）少ないデータ量 (50％削減）で， しかも， より

故障検出率の高いテストデータを約180倍高速に自動生

成

(2) AL TES/S 2 :部分スキャン回路に対し，従米に比べ

て（当社比）より故障検出率の高いテストデータを約15

倍衛速に自動生成

これにより，百万ゲート規模の全スキャン回路及び十万ゲ

ート規模の部分スキャン回路に対し，高品質で短いテストデ

ータを，短時間で自動生成することを可能とした。 テストデータ生成イメ ージ図

●第二世代MUSEデコーダ用LSI C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベペペベ｀｀｀｀｀｀｀｀｀｀C•C•C•C•«•
MUSE方式ハイビジョン放送を受信するため MUSEデ

コーダに用いる LSI全19品種を， 10社＊で分担して開発し

た。当社分担LSIはディジタル2品種，アナログ3品種で

あり，高画質化のための新アルゴリズム，低消費電カ・高速

動作可能なラインメモリ， 生産性向上のためのバウンダリス

キャンテスト等の新規技術を搭載している。

システム評価で，当初目標どおりの高画質化・低消費電力

化を逹成していることを確認し，平成5年2月に10社とと

もに LSI開発完了を新間発表した。各社がこの LSIセット

を用いたMUSE対応TVを発売開始している。

* LSIロジック（檬松下電器産業（掬，松下電子工業（松，日本電気
（松，日本電気ホームエレクトロニクス（彬，日本ピクター（松，パ

イオニア（松，シャープ（松，VLSIテクノロジー闊 三菱電機（株）

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

二Iマクロセル国路図 口

↓ Iベースアレー構造データ
IマクロセルJiターン生成 1

冒
マクロセルライプラ リ

＼ 
配置配線 (HGALOP)
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●国際規格JPEGベースラインシステム準拠のカラー画像圧縮・伸長LSI

国際規格JPEGベースラインシステムに準拠したシング

ルチップのカラー画像圧縮・伸長用LSI(M 65700 S)を開発

した。この LSIの最大の特長は，カラー画像 (RGB640x 

480画索）を最大30フレーム／秒で符号化／復号化できる高

速性である。また，ラスタ／ブロック変換機能，広い範囲に

適用できる色空間変換機能，色コンポーネントの水平1/2

縮小機能，量子化テーブルのスケーリングによる簡易符号量

制征順能，代表的な 8 種類の動作モ • ドの中からいずれかを

設定できる簡易モード設定機能，各種マーカハンドリンク桔も

能など数多くの特長を持っている。

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

疇璽：

. ' - ー・==・:1
1 ]園圃1:1爾1:’

‘’• 

• 鷺39；研
=込以．ょよで9!

JPEG LSI M65700Sチップ
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モニタディスプレイ用OSDコントローラ M35042 XXX SP 

近年，モニタディスプレイ装罹の画面調整を容易化し，操

作性の向上を図るために，画面上に文字表示ができる OSD

コントローラの搭載要求が強くなってきている。

モニタディスプレイ装閤は，そのスキャンモードが複数存

在するマルチスキャン対応が主流であり，これに適合する 0

SDコントローラも表示周波数が20-50MHzと極めて高

速で広範囲動作の仕様が不可欠となる。

このたぴ，モニタディスプレイ専用のOSDコントローラ

として，市場要求を満足した50MHzの高速動作可能なM3

5042 XX  X SPを開発した。この ICはCMOSプロセス技

術により，低消費電力を実現しているので，モニタディスプ

レイ装置のパワーセーブ化にも適合している。

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

M35042 X X X SPチップ

）
 
． ファクシミリ用画像処理コントローラ M66334FP C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•4!べ·
G3ファクシミリに最適な画像処理コントローラ M66334

FPを開発した。 M66334FPは，従来品と比べて以下に示

すような点で改良が図られ， G3ファクシミリとしては高精

細の画像を得ることができる。

• 8ビット直陀列タイプADコンバータ内蔵

● y（ガンマ）補正用RAMテーブル内蔵

•不均一補正，解像度補償

•誤差拡散法による擬似中間調処理

●像域分離

●縮小時のOR処理

•ファインモードとノーマルモードの変換可能

）
 ――
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M66334FPチップ
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● 8 KワードXlOビット高速ラインメモリ M66255FPC•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

デイジタル複写機を始めとする画像処理機能を内蔵した0

A機器において，ラインメモリの大容最化・高速化が求め

られている。 M66255FPは，内蔵メモリの大容菫化によっ

て従来比1.5倍の600dpiの解像度を実現できる。また，ビ

ット幅の10ビット化により，高度な画像処理を可能として

いる。さらに，従来より 25％の島速化を実現した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 業界初の8,192ワード X10ビットラインメモリをワン

チップ化した。

(2) サイクルタイム最小30ns,アクセスタイム最大25nsを

実現した。

(3) 書込み，読出しは完全独立非同期動作が可能である。

● H.261/MPEG対応動きベクトル検出LSI C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

動画像符号化の国際標準方式である CCITT/H. 261, 

MPEG両方式に対応し，かつ NTSC相当画像の実時間処

理が可能な高性能動きベクトル検出LSIを開発した。

整数画索精度／ハーフペル精度の動きベクトル検出を行う

機能を持っており，凝並列演算器の搭載によって NTSC相

当画像の実時間処理を世界で初めて 1チップで実現している。

演算鼠とデータ転送量という二つの問題点を，当社独自の

技術によって解決した。サブサンプル方式による全探索ブロ

ックマッチング演算を一次元シストリックアレー上に実装す

ることにより，小規模匝路，低消費電力で必要な大演算能力

を確保し，転送用バッファを用いた独自のハーフペル精度動

きベクトル検出方式により，データ転送ボトルネックを解消

した。

8Kワード X10ビット高速ラインメモリ M66255FP

動きベクトル検出LSIのチップ

● 3V動作10ビット 50Mサンプル／秒 CMOSD/Aコンバータ C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

分解能10ビット，最大変換速度50Mサンプル／秒と高

速・高精度でありながら， 3V系電源で動作する CMOS

D/Aコンバータを世界で初めて開発した。ハイビジョン機

器などの映像機器に適応できる。

当社独自のバイアス方法及びスイッチング方法を用いた電

流源回路を新たに開発し，上記性能を達成した。使用プロセ

スは， O.Sμm• 1ポリ 2アルミプロセスである。また，パ

ッドを除いた有効面積は1.41mmx 1.28mmとシステム V

LSIへのオンチップ化に適している。消費電力は，最大80

mW（フルスケール出力電流が20mAのとき）である。

、ノ

、‘ーノ

ーヽノ

）
 CMOS D/Aコンバータのチップ
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●移動体通信用デュアルPLLIC M64086GP C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

近年，高度情報化の進展に伴い，移動体通信に対する需要

が大きく拡大している。移動体通信機器の周波数シンセサイ

ザ部に用いられる PLLICには，小型化・高速ロックアッ

プ化力涼められている。これらを背景に，当社ではデュアル

PLL IC M64086GPを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) UGHz/330MHzの2系統のPLLを1チップ化

(2) 高速ロックアップ2ms (/rrnF = 100 kIIz, △/=4M 

Hz) 

(3) カレントコントロールチャージポンプ内蔵

(4) 小型パッケージ 20ピンSSOP

M64086GPチップ

6.2 半導体素子 `C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eべ·«·«·«·«·«·

‘‘,l, ●デイジタル携帯電話用GaAsFETモジュール｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

椛界的に携帯電話の需要は急増しているが，現行のアナロ

グシステムに比べて周波数の有効活用，高品質通信等の点で

優れているディジタルシステムのサービスカ帝『たに開始され

つつある。そこで，北米ディジタルシステム (D-AMPS,f 

= 824 -849 MHz)の携帯電醐長の送信電力増幅部用にGa

AsFETモジュールを開発した。

従来のアナログ用モジュールに比べて， 1．5倍のトータル

ゲート幅を持つFETを新規に開発し， シミュレーションに

よって回路の最適化を図った。これにより，出力電力 31.0

dBm時に低ひずみでありながら効率38％の増幅動作を可能

とした。外形寸法は32mmX 14mm X 4mmとコンパクト

に設計されている。

|
i
1
¥
 

A 
FA01312 
2 Y AA JAPAN 

.. 

FA01312外形

、¥l
/ ●第二世代コードレス電話用GaAsMMICMGF7122, MGF7051 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

ーヽノ

1.9GHzの高周波で送受信が行われる第二世代コードレス

電話用として， GaAsを用いて送信用ハイパワーアンプIC

(MGF7122)と送信受信切替えスイッチ IC(MGF 7051)を

開発した。

MGF7122は，携帯用子機に使われることを目的とし， Ni-

Cd電池3本 (Vd=3.4V)という低電圧で動作し，周波数

1.9GHz時出力P。=2ldBm,ゲイン35dBの性能が得ら

れている。また，デュアルゲート FETの採用によって 20

dBのゲインコントロールが可能， さらにパッケージは小型

の8ピンセラミック SOP(Small Outline Package)タイ

プで表面実装可能である。

MGF 7051は，送信と受信を同一周波数で行う TDD

(Time Division Duplex)方式に対応するため開発し，挿入

損失ldB以下，アイソレーション20dB以上を実現した。

パッケージは10ピンモールド SOPタイプである。

MGF7051, MGF7122 
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● SiMOS VHF /UHF帯超小型携帯無線機用混成集積回路

SiMOSFETによる VHF/UHF附駅帯無線機用途の超

小型高周波電力増幅器 (M67798 L/M 67799 M)を開発・製

品化した。

SiMOSFETは，従来の SiBipolerに比べて動作電圧が

広く，また出力電カコントロールが低屯流で行える等のメリ

ットがある。さらに，一段当たりの電力利得が高いのでIC

内部の段数を低減でき，小型，高効率化が実現した。 VHF

常M67798Lでは総合効率60%,UIIF幣M67799Mでは

49％の高効率がl.3cm3の超小型サイズで実現できた。出力

電力は双方とも 8Wである。

これらは，特に携帯無線機用途に適しており，出力電力，

サイズとも，業界トップクラスである。総合効率，

●位相シフト法によるGaAsMMIC用0.35μ mゲート形成技術

GaAsMMICの高周波化に伴うゲートパターンの徴細化

のため，光の位相を反転するシフタのエッジ部に発生する極

微小暗部をウェーハ上に結像する位相シフト露光技術を開発

した。急しゅん（峻）なエッジ形状を持つシフタの採用とシ

フタ配置， レジストプロセスの最適化により，次のような成

果を得た。

(1) 微細限界が0.5μmから0.35μmと大幅に向上した。

(2) プロセスの安定性の指標である焦点裕度は 2μm以上，

寸法ばらつき (3<Y)も0.03μm以下の十分な値を逹成した。

リフトオフに適した良好なオーバハングのレジスト形状(3) 

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

し9 .... 

念`；●竺`ジ
｀ 
/ ..,__,, - . 

ヽ

、や‘念ジン
シ←／ 、＊

～ 

M67799M, M67798L 

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

0.5μ m 
| 1 

により，高精度なリセス型ゲートの安定形成を実現した。
0.35 μ mリセス型ゲートの断面SEM写真

●光インタコネクト用半導体アレーレーザ C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

コンピュータ等の電子システム内の配線を光で行う光イン

タコネクト用光源として， l.3μm帯の半導体レーザを 10個

集積した半導体アレーレーザを開発した。

このアレーレーザは，室温 (25℃)での発振しきい値電流

が従来の約1/5の2mAと大幅に低減されており，システ

ム内の高温環境（最高85℃)でも安定に動作する。また，単

1本レーザ相互間のクロストークも ー40dBと小さく， 600M

bps以上の高速伝送が可能である。

これらの優れた特性は，ひずみ多重量子井戸活性層の導入

と均一性の高い全有機金属気相成長技術の開発によるもので

ある。

他のCPUからの電気信号
~ ~ ~ 

ヽ
~

ーヽノ

、＼ノ

）
 光インタコネクト用半導体アレーレーザ
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●ファイバアンプ励起用高出カレーザ(1.48μ m, 11 OmW) C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べべ·

当社は既に光海底ケーブル中継器対応のファイバアンプ励

起用高出カレーザ (ML961B4S,波長1.48μm定格出力60

mW)を最産している。さらに，陸上システムヘの応用を目

指して，定格光出力 llOmW，最大光出力200mW,lOOmW, 

50℃での寿命10万時間以上という優れた性能を持つ1.48

μm帯ファイバアンプ励起用高出カレーザを開発した。こ

のような特性は活性層にひずみ MQW(Multi-Quantum 

Well)構造を採用するとともに， MOCVDによる当社独自

の埋込み再成長技術の開発によって実現できたものである。

ーヽ／

従来から， YAGレーザ励起用として開発してきた高出力

半導体レーザの技術を応用して光サイリスタ点弧用860nm,

500mW高出力半導体レーザを開発した。このレーザでは，

しきい値電流の低減を図り，かつ発振波長をシリコンサイリ

スタの吸収帯に合わせるため，活性層にはGaAs量子井戸

を採用している。さらに，放熱を良くするため，サブマウン

トには気相成長ダイヤモンドを，ステムには銅タングステン

を用いた。この結果，光サイリスタ点弧用として最適な特性

を持ち，かつ長寿命で信頼性の高い半導体レーザが実現でき

た。

n —電極

p—電極

n-lnPコンタク ト層

電流プロック層 ひずみMQW活性層

レーザ構造図

●光サイリスタ点弧用高出力半導体レーザ ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eベベベベ·``

n-GaAs電流プロック層

p-AIGaAsクラッド層

n-AIGaAsクラ ッド層

←詈子井戸構造

三□
n —電極

＼ 

100μ m 

レーザ構造図

ーヽノ

●第三世代インテリジェントパワーモンユール C̀•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

第二世代インテリジェン トパワーモジュール (IPM)より

約20％ロスを低減した第三世代高速・小容量 (10-30A) I 

PM CSJ ・ RSFシリーズ，低速・小容量 (10-30 A) IPM 

CTE ・ CTJシリーズ，高速・中容量 (50-150 A) IPM RS 

Xシリーズを開発した。

主な特長は以下のとおりである。

(1) 第三世代IGBT・第三世代フリーホイールダイオード

採用によって低ロス化を実現した。

(2) 第二槻代IPMに比べて体積比約1/2の小型・薄形を実

現し，ユーザーの省スペース化に寄与できる。

) (3) pサイドからも異常信号（凡信号）を出力し，地絡に対

して完全保護が可能である。 PM X XCSJ060 （左）， PMXX  RSH120 （右）
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●世界最大容量インテリジェントパワーモジュール PM600HSA120 (1,200V, 

1素子入り）PM600

(1) 

(2) 

(3) 

低ロス・高速スイッチングインテリジェントパワーモジュ

ールの世界最大容醤 (1,200V, 600 A, 

HSA120を開発した。

主な特長は以下のとおりである。

第三世代IGBTチップ採用によって，飽和電圧を約30

％低減（当社第二世代品比）

パッケージの最適設計により，内部インダクタンスの大

幅低減を実現し，サージ電圧の発生を抑制

第三世代FWDiの採用によってスイッチング損失や E

MIノイズを低減

用途として， 75kWクラスの大型インバータや数百kVA

クラスのCVCFに応用可能である。

●大容量ゲートターンオフサイリスタ (GTO)

近年の日本，欧州の高速鉄道計画や電力系統への無効電力

発生装置 (SVG)の導入計画などに伴い，インバータの高出

力高効率化・小型化の要求が高まっている。

これらの要求に対応するため，今回4.5kV, 4.0kAの低

ロス低スナバ大容贔GTOFG4000BX-90Dを開発した。

今回の開発には，①エミ ッタ幅の縮小化（ファインパターン

化）， ②シ リコンとモリプデン等の熱緩衝板を合金にせず圧

接のみで電気的に接触させる非合金化（デアロイ化）， ③不

純物拡散分布及びライフタイム制御技術の最適化を採用した。

その結果，従来に比べてスナバ容量及びターンオンロスは

半減し，熱抵抗も大幅に改善している。

●大容量・高耐圧IGBTモジュール CM400HA-34H

高電圧制御を必要とする電鉄用制御装置のパワーエレクト

ロニクス化の進歩は著しい。これらを背景に，制御装置のキ

ーパーツであるパワーデバイスでは，より高速・低損失性能

力芍知められる。

当社では，それら鉄道車両用制御装置の対応素子として，

定格1,700V,400AのIGBTモジュールを開発 ・商品化し

た。主な特長は以下のとおりである。

(1) 高耐圧（定格1,700V)を実現， また，当社第三世代IG

BTプロセスを適用し，低損失及び負荷短絡耐量の確保

などの トータ）レ性能を向上

(2) 低インダクタンス構造など， 高耐圧，大電流使用に適し

600A) C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

PM600HSA120 

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

カソードエミ ッタパターン
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C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

ーヽノ

ーヽノ

ーヽノ

）
 たパッケージの適用 CM400HA-34H 
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●第三世代MP-3外形ストロポ用IGBTC•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベベペベベベベベベ~C•C•C•C••べ~C•C•C•C•

カメラの小型化，ストロボの島機能化等の要求により，ス

トロボ制御用デバイスの小型化・高性能化が現在強く求めら

れている。これらを背景に当社では，最新のデバイスシミュ

レーション技術・プロセス技術を用い， また組立て構造まで

を見直すことにより，従米より外形を 1/5と大幅に小型化

を実現した祉界最小ストロポ用IGBTの開発に成功した。

主な特長は，以下のとおりである。

(1) 外形に超小型MP-3外形採用

(2) スイッチングスピードが速く，ストロボの高機能化に最

適

(3) 12V駆動の低電圧駆動タイプも同時シリーズ化

形名： CT20AM-8,CT20AS-8 (30V駆動）， CT20

AML-8, CT20ASL-8 (12V駆動）

？
 

麗
川
川

疇疇

第三世代ストロボ用IGBT(MP-3外形）

ヽ`
l ●薄膜Si太陽電池 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ぺ~C•C•C•C•C••ベベベ~C•C•C••べべ~C•C•C•C•C•C•

太陽電池の本格的な普及には，低コストでかつ高い変換効

率の太陽電池を実現する必要がある。我々は，これらを実現

できる新しいタイプの薄膜Si太賜電池を開発した。この太

陽電池は，絶縁膜上に高品質の薄膜Si結晶を形成し，これ

を発電層とするものであり，主な特長は次のとおりである。

(1) lOcmXlOcmの実用的サイズで，世界最高の14.2% 

の変換効率を達成した。

(2) 発電層となる薄膜Si層は，従来の結晶系Si太陽電池の

約1/10の数十μmと薄くできるため，構造的に低コスト型

である。

(3) 薄膜のため，軽量・フレキシプルという特長を持ってお

り，一般電力用のみならず自動車などの移動体及び宇宙用に

も適している。
、
＼
ー
ノ

pn接合

薄膜s,

衷面電極

薄膜Si太陽電池の構造

6. 3 苧子―‘‘ぐ

卓ァハイス“̀“̀“̀̀“̀“̀“̀“̀“̀̀“̀`“̀“̀“̀“̀
● LANカード MFOA-002A1Fンリ

、 ース ｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•-eべ·«````«べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ーヽノ

近年，オフィス内の情報化は目覚ましい成長を遂げており，

パソコンなどの端末を接続して文章やデータなどの様々な情

報を共有化するためのLAN通信はその代表といえる。

この製品は， JEIDAVer. 4.1/PCMCIA Rel. 2.0のカー

ド規格及びIEEE802.3lOBASE-Tの通信プロトコル規格

に基づき， LANの通信機能を実現するためのハードウェア

（インタフェース LSI,LAN翻卸LSI,メモリ，クロック

発振器， トランス，フィルタなど）を内蔵した厚さ 5mmの

カードである。

当社の大容量メモリカードにおける豊富な技術と経験が生

かされており，携帯用パソコンを用いた LAN構築へ貢献

するものと考えられる。

＇ 
,9' 

,f  
.、，.9
99'  

／ 
//‘ 

., 9: 

LANカード外形
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● FAX／モデムカ ドMFOB-002A1 F1/ IJ ーシ'-ス｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

、／
近年，テータ通信分野で機器の小型化・高性能化が進んで

おり，パソコンによるデータ通信にも小型・高性能のモデム

が多く使用されている。

この製品は， JEIDAVer. 4.1/PCMCIA Rel. 2.0の規格

に甚づく FAX／モデムカードである。

厚さ 5mm (Type II)のカードには，コントロールIC,

インタフェース LSIなどを内蔵し，回線接続アダプタ（トラ

ンス，アブソーバ，フィルタを内蔵）を介して，電話回線へ

接続する。

製品の開発には，当社の大容量メモリカードの豊富な技術

と経験が生かされており，今後の携帯用パソコンを用いたデ

ータ通信の普及に貢献するものと考え られる。 モデムカード

ヽ
ー
ノ

●低電圧動作SRAMカード C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eべ~C•C•C•C•C•C•C•C•-eベベベベペベ~C•C•C•C•C•C•

ノート型パソコンなどの携帯用端末機の需要拡大に伴い，

電池駆動機器を動作させる電池の長痔命化を図るために，低

電圧で動作するデバイスのニーズが高まっている。当社では

いちはやく，このような市場ニーズにこたえるべく，低電圧

で動作する SRAMカードを開発した。この製品は，開発に

当たり，低電圧動作のインタフェース回路及びデータ保持回

路を新規に開発した。また，これらの回路及びSRAMIC 

の特性改善によって 2電源動作 (Vee=3.3 -5.0 V)を実現，

3.3V動作時は5.0V動作時の1/2の消費電力となった。

当社メモリカードにおける回路技術とノウハウが生かされ

ており，電池駆動形の携帯用端末機の需要拡大に貢献するも

のと考える。

， ／ 

令ジ゚
/／ベ

．ヽ．

SRAMカード

ーヽノ

●エアバッグ用半導体加速度センサ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C-C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベベベ·

自動車のエアバッグシステムの衝突検知用として半導体加

速度センサを開発した。加速度の検出原理は，加速度によっ

て生じるはり（梁）状のセンサチップ上の機械的ひずみ応力

を， ピエゾ抵抗効果を利用して電圧に変換するものである。

加速度センサ部と増幅回路，温度補償回路及び自己診断回路

をワンチップに集積し，フィルタ用コンデンサ等とともに金

属パッケージに封入しているため，耐ノイズ性に優れ，小型・

軽量である。加速度検出範囲は一392-+ 392m/s2 (-40 

-+40G)及びー196-+ 343m/s2 (-20-+ 35G)の2

種類を用意している。動作周波数は 1Hz -1 kHzである。

自己診断阿路によって加速度センサの故障杓灸知が可能なため，

エアバッグシステムの信頼性を島めることができる。

）
 半導体加速度センサ
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宇宙開発と衛星通信
P.16, P.17にカラートヒノクス褐仙

ーヽ／
1993年は， H-I計画とH-II計画の狭間で衛星打上げの

ない年となったが， H-II計画の大型衛星開発が続けられ

るとともに，スーパーバードの 2機運用体制が確立し，本

格的宇宙利用時代に人ったことを実感する年であった。ま

た，郵政省が国際通信サービスに民間衛星の使用を自由化

する方向を打ち出すなど規制緩和により， ますます通信放

送衛星利用が進展する気運が晶まってきた。その中で当社

の宇宙開発は時代の要請にこたえ，実用や科学の両面で次

のような技術開発成果を上げている。

親測衛星関係では，当社がインテグレーションを担当し

ている地球観測プラットホーム技術衛星(ADEOS)の開発

モデル(EM)の開発が完了し，プロトフライトモデル(PF

M)の製造へ移行した。また，その観測機器の一つである

高性能可視近赤外放射計(AVNIR)のEMが完了しPFMの

製造へ移行した。

技術試験衛星関係では，技術試験衛星VI型(ETS-VI)の

イオンエンジンのフライトモデルを完成したはか，今後の

宇宙サービス技術の基本となる技術試験衛星VII型(ETS-

VII)のランデブ・ドッキング実験系の開発に着手した。

宇宙環境利用関係では，スペースフライヤユニ ット (SF

U)のPFMの環境試験や性能試験が筑波宇宙センターで完

了し， 運用準備が進められている。宇宙ステーション日本

実験モジュール(JEM)電力系のEM製造を開始し，搭載実

験機器の一つである静電浮遊炉については航空機による微

小重力実験が成功裏に行われた。

通信衛星関係では，通信放送技術衛星(COMETS)のKa

帯移動体中継器が完成したほか，当社担当分の姿勢制御系，

電気系，衛星間通信機器のEM開発を行った。また，将来

の大型通信・放送衛星用の大型展開アンテナのモデルを製

作し，電気性能や展開機能を確認した。

輸出関連機器では，インテルサットVII,VIIAの中継器，

太陽電池パネル，及びヒートパイプ埋込み機器パネルの製

造を継続している。また， NTT商用通信衛星(N-STAR)

用中継器，アンテナ， ヒートパイプパネルが製造され，米

国でインテグレーションが開始された。その他宇宙科学研

究所向けVLBIアンテナのPFMの製作も開始した。

） 衛星通信関係では， 1993年に引き続き，長崎県，高知県，

‘‘,' 

‘.j 

香川県などの地域防災ネットワーク用地域衛星通信システ

ムの完成により，スーパーバード衛星を用いたVSAT防

災通信網の拡充が進み，台風，集中豪雨といった自然災害

時の緊急通信網の構築に貢献している。東京電力（梱，東京

ガス（ffi等公共事業体における衛星通信網も更なる拡充，新

たな用途開発に向けて，小型可搬局や超小型USATによ

って小容量通信システム・低速画像伝送システムの構築が

進められており，当社は小型地球局を製作納入し，ューザ

ー各社との共同研究に参画している。民放各社が1989年の

衛星導入以来全国展開し，その機動性が威力を発揮してき

た放送素材伝送(SNG)システムでは，衛星回線の有効利

用，運用性向上を目指したディジタル映像伝送方式が試行

段階に入り，当社の開発したビデオコーデックは，その画

質の優秀さが放送各社から高く評価されている。

日本放送協会(NHK)北海道，福岡に民間通信衛星利用

の局間素材伝送用地球局設備を納入した。さらに， 1994年

打上げが予定されているBS-3N衛星対応の地球局アンテ

ナ設備をNHKから受注，同年初め完成の予定である。

地上通信綱，光ケープルの整備に伴い，衛星通信の存続

が危ぐ（惧）される一方，次世代衛星通信技術としての移動

体衛星通信の発展が，米国，オーストラリア等の各種衛星

会社の計画の具体化とともに，より注目されるところと な

ってきた。当社はこのほど米国AMSC社及びカナダTMI

社から，両社が事業認許を得て1995年に北米でサービスを

開始するMSAT移動体衛星通信用移動端末機の独占開発，

販売権を得， 1994年の量産，サービスインに向けて開発を

進めている。

管制・望遠鏡関係では，水沢観測所に続き，国立天文台

野辺山宇宙電波観測所に10m干渉計の第 6号機アンテナを

納人した。また，国立天文台ハワイ大型光学赤外線望遠鏡

の現地施設工事が望遠鏡用ピア及びドーム下部等予定どお

り進ちょく（捗）しており，工場では 8m主鏡のガラス材成

形が進められている。

宇宙開発事業団からは地球環境保全のために1995年打上

げ予定の地球観測衛星(ADEOS)用受信設備を受注し，

1994年の設備完成に向けて製作中である。

ー
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7. 1 衛星関連 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•4べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ーヽ
● INTELSAT-VIII搭載用ヒ ト イ゚ーノ、フ«べ~•·•·•·•べ~C•C•C•C•C•C•C•C•-eべ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

通信放送衛星の放熱面へのヒートパイプの利用が一般化し

ているが，放熱能力の増大要求に伴うヒートパイプの熱輸送

性能の向上とともに軽量化の要求が厳しくなっている。これ

に対処することを目的として，従来品に対し，溝形状を改善

することによって高性能を達成し，かつ，エンベロープ壁の

厚さを限界まで薄肉化した軽量・高性能しートパイプを開発

した。単位質量当たりの性能は，従米の当社製品に対し， 160

％以上と飛躍的に向上した。本品は， INTELSAT-VIII搭載

用として既に耐圧・機能・性能試験を実施し，所定の要求を

満足することを確認した。現在，フライト品の製造・試験を

実施中 (1号機用ヒートパイプの製造・試験は完了）であり，

今後多くの需要が予想される。

INTELSAT-VIII搭載用ヒート パイプ

、ヽ
ーノ

●展開アンテナ鏡面 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eベベベペべべ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

ー

試作した 6m径展開アンテナ鏡面は，宇宙通信基礎技術

研究所と共同で開発している移動体通信用大型展開アンテナ

(10 -30m径）の鏡面部スケールモデルである。本品は，表

面に金めっきモリブデン細線で編んだ電波反射膜，背面にカ

ーボンファイバ製のパンタグラフをはち（蜂）の巣状に設け

た展開機構から成り，総質量56kgで11倍の収縮比をもっ

日本では最大級の展開鏡面である。

この開発では展開試験，剛性試験，面精度試験及び電気性

能試験を行い，①自力展開機能，②展開後鏡面固有振動

数： 5Hz，③鏡面精度： 1.4mmrms,④開口能率： 50

%(Cバンド）を確認した。この結果，この展開アンテナ鏡

面が移動通信用アンテナとして利用できる可能性が高いこと

が分かった。
電気試験下の試作鏡面

ーヽノ

●地球観測プラットフォーム技術衛星 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eベベベベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eベベベベベ·

1996年2月打上げを目指す地球観測プラットフォーム技

術衛星 (ADEOS)の開発モデルカ咲成した。

ADEOSは，宇宙開発事業団との契約に基づき開発を進

めている衛星で地球環境のグローバルな監視について国際的

貢献を図るとともに，将来型衛星に必要とされるプラットフ

ォーム技術及びデータ中継技術の開発等を目的とした大型地

球観測衛星であり，国際的にも注目されている。

開発モデルを用いた試験により， ミッションデータ中継性

能等の電気性能，電磁干渉特性，熱制御性能，構造特性等の

評価を行い，これら設計の妥当性を確認するとともに，フラ

イトモデル設計のための有効なデータを取得した。

フライトモテルは， 1994年7月から組立てを開始し，各

種試験を実施後， 1995年8月種子島へ輸送する計画である。

）
 ADEOS開発モデル
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●地球観測プラットフォーム技術衛星搭載衛星間通信用アンテナ C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

宇宙開発事業団か開発中の地球観測lプラットフォーム技術

衛星にはデータ中継衛星を介して観測データを地上に送信す

るための衛星間通信用アンテナが搭載される。

このアンテナの主な特長は以下のとおりである。

(1) 開口径1.35mの回転対称複反射鏡形式である。

(2) 曲面上に共振索子を配列した周波数選択鏡面を副反射鏡

として用いることにより， S帯（パラボラ形式）と Ka帯（カ

セグレン形式）との共用が可能である。

(3) Ka帯のRFセンサにより，衛星間通信時にデータ中継

衛星の自動追尾が可能である。

このアンテナのエンジニアリングモデルは，環境試験を含

む開発試験を完了し，設計・製造の妥当性を確認した。 衛星間通信用アンテナ

、¥l/
●地球観測プラットフォーム技術衛星直接伝送系«ベベベベペベベベ~•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·

ーヽノ

宇宙開発事業団との契約に基づき， 1995年度打上げ予定

の地球観測プラットフォーム技術衛星 (ADEOS)に搭載す

る直接伝送系を開発した。直接伝送系は高度800kmで衛星

が取得した地球観測データを 8GHz帯の周波数で地上局に

送信するユニットであり，伝送速度60Mbpsを2ch, 6 

Mbpsをlchの伝送能力を持っている。

地球上の受信局に大容量の地球観測データを送信するため，

直接伝送系は送信出力 40WのX帯固体増輻器を備え，衛

星から地上局へ出カレベル約20dBwで信号を送出するアン

テナを持っている。

なお，衛星搭載用 X帯固体増幅器は日本で初めての製品

化であり， 40W出力は椛界でトップレベルのものである。 地球観測プラットフォーム技術衛星搭載直接伝送系

● ADEOS搭載X帯40WSSPA C•C•C•C•C•C•C•-eべ｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

宇宙開発事業団との契約に甚づき開発中の地球観測プラッ

トフォーム技術衛星 (ADEOS)のデータ伝送用として， X帯

固体電力増幅器 (SSPA)の開発モデルを製作し，環境試験

を含む一連の開発試験を完了した。この電力増輻器は，当社

製高出力電界効果トランジスタ及び低損失合成回路によって

40Wの電力と総合効率27％以上の性能を実現している。開

発モデルは，打上け時の環境に相当する振動・衝撃試験，及

び宇宙空間での環境に相当する熱真空試験を含めで性能を確

認し，設計・製造の妥当性力噌正明された。開発モデルの試験

完了に伴い，フライトモデルの製造・試験を実施中である。

） また， X帯SSPAは日本で初めての製品化であり，世界で
もトップクラスである。今後， TWTAに代わって多くの需

要が予想されている。

ADEOS搭載X帯40WSSPA 
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● ADEOS搭載用高性能可視近赤外放射計エン‘.'一
_ .. 

ンーアリンクモプル •·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•· 

宇宙開発事業団から受注している地球観測プラットフォー

ム技術衛星 (ADEOS)搭載用高性能可視近赤外放射計 (AV

NIR)エンジニアリングモデルの開発を完了した。 AVNIR

は可視・近赤外域で植生，土地被覆状況，沿岸域の水色等の

観測を目的とした世界的にもトップクラスの衛星搭載用光学

センサである。主な特長は以下のとおりである。

(1) 地表分解能の嵩分解能化を実現（パンクロマチックバン

ドで8m，マルチバンドで16m)

(2) 観測の自在性を増すためのポインティング機能の採用

(3) 入射光鯖が自在に制御できる電子シャッタ機能の採用

(4) 地上での幾何補正処理の精度向上を目指したイメージナ

jヽ

AVNIRのエンジニアリングモデル

ビゲーション機能の採用

ーヽノ

7.2 宇宙基地•宇宙機関連 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

●液滴の静電浮遊実験に成功 ｀｀«ヽC•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

静電浮遊炉の位置制街腺購：を用いて，直径5.5mm大の液

滴を無接触のまま位置制御する実験に成功した。液滴の浮遊

は日本では初めてである。実験は，小型ビジネスジェット機

(MU300)が放物飛行を行う間に得られる微少重力環境(100

分の lG,20秒間）を利用して行われた。

当社では，宇宙開発事業団から委託を受けて， 日本製宇宙

実験モジュール (JEM)に搭載する静電浮遊炉の要素開発を

行っているが，この液滴の浮遊の成功により，固体サンプル

が溶融した状態でも，位鷹制御に変化がないことを検証する

ことができた。

上部電極

三極
位置制御中の液滴サンプル

‘ヽーノ

● ETS- VIIランデブ・ドッキング実験系｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eべ~C•C•C•

ランデブ・ドッキングは，宇宙での物資輸送等に不可欠な

技術であり， 1997年打上げ予定の技術試験衛星VII型(ETS-

VII)においで実験力噌「画されている。当社はこの実験系の取

りまとめ会社として開発に参加している。この実験では，親

衛星から子衛星を分離し，以下の実験飛行を行う。

(1) GPS相対航法を用いた相対接近飛行

(2) レーザ方式のランデブレーダを用いた最終接近飛行

(3) 近傍センサにより，両衛星の相対位置・姿勢を制御して

のドッキング

この実験では新規技術が多数採用されるため， 6自由度モ

ーションシミュレータによる動的試験や模擬画像を用いた遠

隔操縦試験等，各種の地上検証を事前実施する予定である。

進行 、

< 
ランデブ・ドッキングの実験シーケンス 、ノ
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7.3 衛星通信地球局・天体観測 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 
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● S帯12W固体化電力増幅器 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

日本電信電話（樹向けETS-VI対応地球局用送信機として

S帯 (2,655-2,690 MHz)固体化電力増幅器を開発・納入し

た。この電力増幅器は，マイクロ波回路用碁板として高誘電

率 (cr=lO)で耐衝撃性に優れたガラス熱硬化PPO(Poly 

Phenylene Oxide)銅張積層板を採用し，マイクロ波回路と

ともにバイアス供給用の電子回路を 1枚の基板上に実装して

いる。また，出力部は変形ブランチラインにより，当社製の

GaAsFETを並列合成した構成とし高出力化を図っている。

主要性能は，出力電力 12W,利得54dB,大きさ 89WX

254D X 46.5H (mm)，質量2.7kgである。

パ{u1か-..,
/' 

,1乏
,:・q 

//  
足‘

/、
／直i

、/9’
'~ / 
’ 

／ 
/c》。

固体化電力増幅器

ーヽ／
●高速プリアンブルレスモデム C•C•C-C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

搬送波及びクロック信号の再生のための特別な符号 （プリ

アンブル）を付加する必要がないディジタル位相変復調器を

国際電信電話（松と共同で開発し，実用性を実証した。

プリアンブルを付加して伝送する従来のモデムと比べ，こ

の装置ではプリアンブルが不要であるため回線の伝送効率が

向上し，低C/Nでも動作が可能であることから，今後加

入者の増加が見込まれる移動体通信の新方式として有効であ

る。

主な性能は以下のとおりである。

(1) 変調方式可変 ：BPSK, QPSK切替え可能

(2) 高ビットレート： 3-256kbpsまで可変

(3) 低C/N動作 ：BER (Bit Error Rate) 

3 X 10―2で理論値からの劣化0.7dB

二
＇ ＇ 
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高速プリアンプルレスモデム

ーヽノ ー． ファクシミリ信号復調多重機能付きデイジタル回線多重化装置

ノヽ

回線の有効利用に使用されるディジタル匝線多重化装置

(DCME)に， CCITTT.30勧告に準拠したプロトコルを持

つ通信速度14.4kbpsまでのファクシミリ信号を一度復調し，

原信号の形で多重化する機能を内蔵した DCMEDX -3000 

Fを開発した。これにより，従来のDCMEの機能である D

SI/ADPCM技術によ って得られる回線利得と合わせて，

ファクシミリ通信の多い回線においても約5倍の回線利得を

得られる。

また，同種の機能を持つインテルサット IESS501Rev.3 

仕様準拠のDCMEDX -5000を開発した。同装罹は，オー

プンネットワーク型で他社製品とも接続可能となり，各キャ

リヤから 1994年後半からの運用を期待されている。

•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·••c•c••·••c••·•·•·•· 

DCME DX-3000F 

7. 宇宙開発と衛星通信 97 



8
 

情報と通信
P.18, P.19にカラートヒ j クス掲載

ヽ
~

ー

1993年の情報・通信分野では，ダウンサイジング，オー

プン化，ネットワーク化の進展と不況の長期化を契機とし，

企業の情報化投資の見直しが広がった。

一方，情報技術の進歩か目覚ましく，刷度な情報通信ネ

ットワークやマルチメディア等を活用し，新しい文化や産

業を創造していく第二次情報革命ともいうべき時代が到来

することを期待させる年でもあった。

(1) 無線通信システムと機器

携帯電話の急速な普及に対応し， 日本電信電話（株との共

同開発により ，簡易型携帯電話システムの基地局を開発 し

た。また，操作性・基本性能を向上した海外向けアナログ

新型携帯電話機 MT-89X,北米のAMPS方式に対応した

小型・軽鼠のマイクロセル自動車電話基地局 Moleculeを

開発した。

MCAでは小型（従来機の20％小型化）の800MHz帯アナ

ログMCA車載移動局装置， Ml6QAMを採用したディジ

タルMCA中継制御局装罹等を開発した。

(2) 有線通信システムと機器

光通信分野では，最先端の技術を採用した製品／技術の

開発を推進した。国際電信電話（樹の指導により，直接光増

幅方式を採用した光海底中継器回路を世界に先駆けて開発，

また， 日本電信電話（株の指導により，光加入者線多重伝送

装置（大容量CT/RT)を開発した。さらに， SDHインタ

フェースに準拠した622MbpsHDTV光伝送システムの開

発などが特箪される。

ファクシミリでは，三菱独自の画像圧縮技術“Flコー

ド”を採用し， A4標準原稿が 5秒で伝送できる感熱G3

ファクシミリ FA-8050などを開発した。

伝送交換の分野では，音声 •FAX ・画像データ等を効

率良く統合し，高速で多様な通信ネッ トワークを経済的に

実現できるマルチメディア多重化装置 MX7200シリーズ

を開発した。また，事業所用コードレス交換機として，大

規模移動体交換機能と計算機連携インタフェース (UFOI)

を搭載したディジタル PBXES2700Rを開発した。さら

に，広域監視制御装置 MELFLEX180の開発， 16kbps

LD-CELP方式に準拠した音声コーデックの開発などが特

筆される。

(3) コンピュータ

情報処理分野では，ダウンサイジング，オープン化の進

展に対応し，エンドユーザーコンピューティング環境を実

現する製品群を多く提供した。ペンコンピュータ AMIT

Yは，ペン入力による簡易な操作性やハードディスク内蔵

の業界最小サイズ（ジャストA4 /l.4kg)を実現した。ま

た，クライアント／サーバシステムの普及に伴い，クライア

ント・サーバコンピュータ apricotシリーズにCD-ROM,

オーディオシステム等のマルチメディア環境を提供したワ

ークステーションXEN-LSII,TFTカラー液晶を搭載し

たノートブックパソコン apricotNOTENSを追加した。

また，エンジニアリングサーバとして高信頼化を追求した

ME/SSOOOシリーズを市場投入し，世界最高水準の性能

を実現しているME/RISCシリーズを強化した。さらに，

本格的業務システムを効率良く構築するための開発支援ツ

ールとしてOPENBUILDER,TEAMWORKERを開発し

）
 

f~ ~o 

オフコン分野では，ユーザー業務の大規模化に対応する

ため，最高 3台のリレーショナルデータベースプロセッサ

GREOを使いデータベース処理を一層闇速化したMELCO

MSO/GSファミリーの最上位機，及び日本語のワープロ

入力感覚で利用できるデータベース検索システムを開発し

た。

システムサービスでは，お客様の満足度向上を目的に情

報通信システムサービス体系 SATISFYを構築した。こ

のSATISFYは，長年のシステム生産のノウハウをベース

に構想企画，設計，開発，保守，運用，監査・評価から

教育までの情報通信システムのライフサイクル全域にわた

るサービスを体系化し，多角的な商品群を提供している。

(4) 周辺・端末機器

周辺・端末機器の分野でも多様な階層のユーザーが取り

扱うため，ユーザーインタフェース技術の向上を図ってお

り，モジュラー構成やユーティリティスペースを確保する

など店舗内での使いやすさを追求したPOSターミナル，

両面印刷による紙の削減や裁断が不要なオンラインカット

紙プリンタ，プリンタ出力色をディスプレイモニタを介し

て手軽に変更できるユーティリティなどを開発した。

、＼ノ

）
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8. 1 無線通信システムと機器 «ベベ｀｀｀C•C•C•C•-eべペベベベベ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ーヽ，

●海外向けアナログ新型携帯電話機 MT-89x C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

、¥l

海外向けアナログ新型携帯電話機 MT-89xは，上位姉

妹機である MT-99xをベースに低価格化，操作性の向上，

基本性能の向上をテーマに開発した小型（約150cmり・軽量

（約230g)の携帯電話機である。

MT-89xは，短縮形ヘリカルアンテナや高コントラスト

7セグメント LCD,VOLキー一体形キースイッチを採用

することにより，使い勝手の向上のみならず低価格化を実現

し，さらに基本性能の向上として待ち受け動作時の低消費電

力化を行い (MT-99x比80%）待ち受け時間の延長を実現

した。

また，オプション類に関しては， MT-99xと互換性を持

たせ両機種が使用可能となっている。 MT-89x 

●マイクロセル自動車電話基地局 MoleculeC•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•4ベペペベベベ｀

、ヽ
’ノ

北米を中心とした自動車電話システムである AMPS方式

に対応した小型・軽量のマイクロセル自動車電話基地局

"Molecule"を開発した。

この“Molecule’'は，従来の自動車電話システムに比べて

電波到達エリアを小さくし，周波数の有効利用を図るもので，

ビル内，地下街等のこれまで自動車／携帯電話が使用できな

かった地域での通話を可能とする。この装置の主な特長は次

のとおりである。

(1) ソフトウェア制御によるダイナミックチャネル割り付け

及び通話中のチャネル切替えが可能

(2) 4台まで同一場所に設置して，最大15チャネルの同時

通話をサポート

(3) 壁及び天井に設置することが可能

(4) 各種遠隔保守，送信出力変更可能
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●簡易型携帯電話システム基地局装置 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

現在実用化実験が進められている簡易型携帯電話システム

（パーソナルハンディフォン）用の基地局を日本電信電話（樹

と共同開発した。この機器は札幌で運用されている。

当社パーソナルハンデイフォン用基地局の 1号機であり，

屋外・ 屋内両場所で違和感なく設置できる外観とした。小型・

低消費電力化の第 1ステップとして開発した5種類のICを

内蔵している。

主な仕様は次のとおりである。

(1) 周波数帯 1.9GHz 

(2) アクセス方式 TDMA/TDD 

) (3) 多重度 4チャネル／キャ リア

(4) 音声符号化 32kbpsADPCM 

(5) 変調方式 rr/ 4シフト QPSK

PHP基地局装置
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●新型800MHz帯MCA移動局装置 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 
ヽ
~

市場でも極めて小型の800MHz帯アナログMCA車載移

動局装置“FM-337F10” を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 従来機より約20％小型化し， DC-DCコンバータを内

蔵したものとしては業界最小である。

(2) 電源ON/OFF,音麗調整を含むすべての無線機操作

部をハンドマイクに集約し，操作性を向上した。

(3) DC DCコンバ ータを内蔵し，バッテリ電圧12V又は24

Vを自動切替えができる。

(4) 最大96文字までの文字伝送機能を標準装備している。

(5) データ伝送機能，音声録音・再生機能をオプションで無

線機に内蔵できる。 FM-337F10形アナログMCA移動機

●デイジタルMCA中継制御局装置 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• } 

変調方式として，多値変調である Ml6QAMを採用した

ディジタル MCA中継制御局装置を開発した。従来のアナ

ログMCA方式に比べて周波数利用効率が格段に優れてい

る。

主な特長は次のとおりである。

(1) 回線制御装置と送受信装置間を光ケーブルで接続するこ

とが可能で，両機器間の設置距離を 300m以上離すこ

とができ，設涸条件にフレキシブルに対応可能

(2)架の高さ 2,000mmの標準仕様と， 1,300mmの背の低

い仕様の2種類があり，設置場所に柔軟な対応が可能

(3) PSTN接続装置を接続することにより， PSTN接続サ

ービスが可能。また，ゾーン間接続装置に接続すること

により，ゾーン間接続サービスが可能
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8.2 有線通信システムと機器｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

● 622Mbps HDTV光伝送システム C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

BTAスタジオ規格の HDTV信号の伝送を目的に SDH

インタフェースに準拠した622Mbps HDTV光伝送システ

ムを構成する 3種類の装置を日本電信電話（樹 (NTT)の指

舜によって開発した。このシステムは1チャネルの HDTV

信号及び4チャネルの音声信号をPCM符号化

しSTM-4形式に多重化して光ファイパ伝送

を行う送信装置，光伝送信号を途中で中継し

たり回線状態を監視する局内装置受信光信

号から HDTV信号及び音声信号を分離・復

号する受信装置から構成される。このシステ

ムは NTTが平成5年度から開始予定の HD

TV映像伝送サービスに適用されるものであ

り，ハイビジョン衛星放送の足回り回線及びイベント中継回

線等に利用される予定である。

i.. 

—~^· 

[~ -.-．；．:C ̀  

一 -- -）
 送信装置 局内装置 受信装置

100 三菱竜機技報 ・Vol.68・ No.l ・ 1994 



、¥l
● 156Mbps光映像伝送装置 «べ｀｀«を«べ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ·«

NCCや電力会社等の自営網ユーザーが持つ新同期 (SD

H)網のアプリケーシ ョン提供を目的として，素材品質の映

像伝送ができる 156Mbps映像伝送装岡を開発した。この装

置は，送信装置と受信装置から構成され， 1チャネルの映像

信号 (NTSC)と4チャネルの音声信号を高画質・高音質で

伝送できる。主な特長は，次のとおりである。

(1) 映像信号を 10ビット量子化し， 高S/Nを達成

(2) ディジタル映像（ディジタルVTR等）も収容可能

(3) SDHインタフェース LSI及ぴ光モジュールの適用によ

って装置の小型・経済化を実現

(4) SDHの156Mbpsインタフェースに準拠

(5) シングルモードファイバによる40km無中継伝送

ヽ
．
~

受信装置（上），送信装置（下）

●小容量光端局装置 C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベベベペベ~C•C•C•C•C•C•C•C••べベ~C•C•C•C•C••ベペベ~C•C•C•C•C•C•C•C•

自営通信網のローカル系に適した小容量光端局装置を開発・

製品化した。

この装置は，光送受信部，通話路多重化部及び端末終端部

を1サブラックで構成し，小型化・経済化を図った。

従来，メタリックケープルで構築されているローカル系の

伝送路を光ファイバ伝送路化する際に最適なシステムを構築

できる。

主な特長は次のとおりである。

(1)低価格光部品の採用による経済性

(2) 送信LD,受信PD方式による長距離光伝送路を実現

(3) 電源二重化による信頼性の確保

) (4) 自局遠隔制御による相手局端末信号の折返し試験機能

--- -

-e 
999999 .  : 

小容量光端局装置

●光海底中継器回路｀｀｀«ベペベベベペべ·`｀««ベぺベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

国際電信電話（掬(KDD)の指導によって光直接増幅方式を

採用したOS-A光海底中継器回路を世界に先駆けて開発し

た。この装置の特長は，ファイバ伝送中に減衰した光信号を，

従来の再生中継方式のように光信号を電気信号に変換するこ

となく， 直接増幅して多中継伝送を行うことである。この装

置は， 5 Gbps(64 kbps電話回線換算で約6万屈線分） の信

号を9,000kmの長距離にわたって伝送する能力を持つとと

もに，光直接増幅方式の採用によって中継器回路の大幅な簡

素化，高信頼化，経済化を因っている。

） この装置は1996年末に完成予定の第5太平洋横断ケーブ
ルネットワーク (TPC-5CN)に適用される。 光海底中継器

8.情報と通信 101 



●大容量CT/RT  C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

日本電信電話（松の指導により，光加入者線伝送装置（大容

量 CT/RT)を開発した。この装置は， D70デイジタル交

換機に加入者を遠隔収容するものである。

主な特長は次のとおりである。

(1) アナログ電話を最大1,920加入， INSネット 64を最大

128加入収容する大容量化を実現

(2) 光伝送部は，中距離 (40km)と長距離 (80km)の2タ

イプをサポート

(3) 主信号系／クロック系は二重化，電源部はN+l重化に

よって高信頼性を実現

●マルチメディア多重化装置 MX7200シリーズ

MX7200 シリーズは， 音声 •FAX ・画像データなどあら

ゆるデータを効率良く統合し，品速で多様な通信ネットワー

クを経済的に実現する高機能なマルチメディア多重化装置で

ある。この装置は従来装置にない以下の特長を持つ。

(1) 交換機や ISDN端末の接続要求に応じて中継回線の帯

域を割り当てるデマンド接続機能

(2) 専用中継回線の帯域がオーバフロー状態に近付くと IS

DN網を利用して自動的に迂囮させる輻そう（睦）迂回

機能

(3) 8 -16 kbpsに高効率圧縮された音声信号を高品質のま

ま中継交換するデイジタル1リンク機能

(4) 柔軟で経済性の高い自営ISDN網を構築できる ISDN

端末インタフェースの内蔵

g 0
-
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大容緻CT

•·•·•·•·•·•·•·•·••c:•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•· 
ーヽノ

MX7200シリ ーズ

ーヽノ

●モデム感覚で使用できる対向型デイジタル多重化装置 MX-7 2 5 OA/T C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

MX-7250A/Tは，企業内情報通信で使われている複数

のモデムを 1 台に統合でき，さらに音声 •FAX 通信も可能

にする小型・軽覧の対向型デイジタル多重化装置である。

ビデオデッキ並みの大きさ（幅350X高さ 130X奥行き 317

(mm))にもかかわらず，通信コストの大幅削減ネットワ

ーク保守運用の簡便化を実現し，かつ， モデム同様の扱いや

すさを可能としている。この製品の主な特長を次に示す。

(1) 高速ディジタル専用線として Y回線・ 1回線をサポート

(2) 回線障害時， INSネット 64に自動迂回

(3) データ系，音声系の端末を合わせ8チャネルまで収容可

ヒヒ
ム日＂

(4) 前面パネル操作により，システム構成変更が容易

(5) ビット多重と音声圧縮 (16k, 9.6 k)による高効率伝送

を実現

MX-7250A/T 

、ノ
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●広帯域オーディオコーデック «ベベペベベベベ·««ベベベベベベベベベペ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

ISO標準“MPEG(Moving Picture Experts Group) 1 

オーディオ＂に準拠した 音響コーデックを開発した。

同方式を用いれば， 20kHz帯域のオーディオ信号を 1チ

ャネル当たり 128kbpsでデイジタル伝送又は蓄積できる。

このコーデックでは， 4個のデイジタル信号処理プロセッ

サを用いてステレオ符号化しており， 1/6という圧縮度に

もかかわらずコンパクトディスク並みの高い品質を持ってい

る。

既にこのコーデックをハイビジョンの伝送装駕やディジタ

ル SNG(Satellite News Gathering)システムに適用した。

今後は，低ビットレート化や小型化・低消費電力化などを図

る予定であり，マルチメディア関連機器などの分野にも適用

か期待できる。
広帯域オーディオコーデック基板

ヽ
‘
~

●国際標準16kbpsLD-CELP音声コーデックモジュール C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•ヽC•C•C•C•C•C•C•C•

電気通信に関する国際標準化機関である ITU-T（旧 CCI

TT)で勧告化された16kbpsLD-CELP儘］）方式に準拠した

音声コーデックを，名刺サイズの小型モジュールとして開発

した。

このコーデックは， 32kbpsADPCM(tt2)音声コーデック

と同等以上の高い品質を持ち，伝送処理遅延が5ms（当社製

従来方式の16kbps音声コーデック： 66ms)と短いのが特

長である。

当社では，このコーデックを時分割多重化装置MELMU

Xやテレビ会議／電話装置MELFACEに他社に先駆け実

装し，好評を得ている。

)‘ 
（注 1) LD-CELP : Low-Delay Code Excited Linear Prediction 
（注 2) ADPCM : Adaptive Differential Pulse Code Modulation 

●事業所用コードレス交換機 MELSTARES2700R C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

デイジタルPBXES2700Rはシステムコードレス電話

MELWAVEを機能拡張した大規模移動体交換機能と，計

算機連携インタフェース UFOI(User Friendly Open In-

terface)を搭載したことを特長とする事業所用コードレス

交換機である。

回線I/Fで接続された複数の PBXで移動体交換機能を

実現し，各携帯電話機がどのPBXの端末としてでも発着信

可能とすることにより，通話エリアの拡大を図った。

また， UFOIを用いたPBX内部情報のリアルタイム出力

機能を実現し，ビル管理システムのアプリケーションソフ ト

） ゥェアとの組合せにより，携帯電話機の位置と通信状態の監
視及びこれら情報のリアルタイム表示を可能にした。
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MELSTAR ES2700R 
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● FAX-OCR内蔵型FAXメール装置 MELFANET1000 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

手書き文字入力に対応できる FAX-OCR内蔵型の FAX

メール装置 MELFANET 1000を開発した。この装置を情

報処理システムに接続することにより，既存のFAX装置を

簡易情報入出力端末としていつでもどこでも使用できる。こ

の装置は，①FAX特有のカスレに強い認識アルゴリズムを

採用，②最大 5゚ までの斜行を自動補正，③40文字／秒の

闇速認識処理 ④ 単語辞書による知識処理，などの特長を

持つ。これらにより，手書き入力でも断速かつ高度な文字認

識性能を得ることができ， FAXメールの応用範囲は格段に

広がった。

この装置は，平成5年 8月に（松ライフテック関越の受注

自動化システム向けに第1号機が導入され， 受注データ入力

作業の省力化，顧客サービス向上に貢献している。

FAX-OCR内蔵形

受注伝票 MELF ANETlOOO 
ホスト計算機

ファクシミリ手魯き文字認識による受注自動化システム

● FAX入力対応の高精度手書き文字認識技術 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

FAXから入力した画像は，カスレやツブレなどの変形が

発生しやすい。このため，専用スキャナからイメージを入力

する従来の OCRの文字認識方式では， FAX入力文字を高

い精度で読み取ることが困難であった。

そこで，文字のカスレ，ツブレに強い“大局的特徴整合

法”と文字の変形や位置ズレに強い“輪郭解析法”を併用した

手書き文字認識方式を開発した。また，当社独自の学習ベク

トル量子化アルゴリズムの認識辞書設計への適用，及び単語

辞書による知識処理を行うことにより，高精度な読取りを実

現した。

この方式は，当社FAXメール装置“MELFANET 1000" 

の文字認識装置に適用している。

ファクシミリやコピアにおける高画質化を実現すべく，網

点・文字・ 写真の領域判定技術，及び適応2値化処理技術を

開発した。この処理方式は，まず最初に小領域内の特徴抽出

により，各画素の属性を網点・文字 ・写真の3通りに分類す

る。次に，周囲の画素を参照して，注目画素の属性にヒステ

リシスを持たせ，連続値をとる領域識別信号に変換する。続

く誤差拡散法を用いた2値化処理では，この領域識別信号に

甚づき，フィルタ係数，誤差のフィードバック係数，デイザ

信号付加係数を適応制御している。

この方式は， 1993年米国 R& DlOO賞，画像電子学会平

成4年度画像電子技術賞を受賞するなど技術的に高い評価を

受けるとと もに当社フ ァクシミリで実用化されている。

入力iii像

形名 数量

P1,,.,4Z4-れF 2 3 

01'1-IC/'r 7'! 
認塁結果

彩

[PJ-G24MF 
[OM-189 

数豆

1 23] 
I 78] 

入力画像と認識結果の例

●画像の領域判定に基づ〈高品位適応 2 値化処理技術,..ベベベベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベベベベベベ·

汀g胡怠栄湮淀程嘔
出4財巨要姦紅病卑i
，右生物殊強構議砿
圧会流御断笞静羹

本方式による処理画像

！ヽ／

ーヽ／

ーヽノ

）
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ヽ
●新感覚ビジネスパーソナルファクシミリ FA-S10C C•C•C•C•C•C•C•C•C•,eべぺ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

1993年3月家庭でも使える ビジネスパーソナル機として

発売した FA-SlOCは，次の特長を持っている。

(1) 柔らかな紙の流れをイメージした超薄型で，奥行き 20.3

cmのコンパクトデザイン

(2) 記録紙のワンタ ッチ装着等のかんたん操作

(3) 電子電話帳など中級機並みのビジネス機能搭載

(4) パルプモールドによるこん（梱）包材などの環境対策

これらを実現した技術的要索は，

•バーチ ャルモニタ方式採用によ るオプジェクト指向的ソ

フトウェア

•高集積 FAX エンジンの採用

•ワ ンモータ駆動方式 ・メカ意匠一体成形シャーシの開発

などである。なお， if賞，大阪デザイ ンセンター賞を受

賞した。

‘ヽー
8.3 コンピュータンスアム C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ·

● apricotワークスプーンヨン XEN-LSIIC•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

三菱クライアント・サーバコンピュータ apricotシリー

ズに，マルチメディア対応の高機能ワークステーション XE

N-LSIIを加えた。主な特長は次のとおりである。

(1) グラフィックアクセラレータの標準装備により， 高画質

グラフィックス（最高1,677万色）の高速描画を実現

(2) 本体に内蔵可能な CD-ROMドライブのサポートによ

り，サウンドや画像を駆使した情報のアクセスが可能

(3) LANインタフェースの標準装備により，ネットワーク

環境へのスムーズな対応が可能

(4) マイク，ステレオスピーカー， FM音源 MIDIインタ

） フェース，及び各種音源のミキシング機能を標準装備
(5) グッド・デザイン商品に選定された使いやすいデザイン XEN-LSII 

● apricotワークステーション XEN-PC•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·••c•••c••·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·••C• 
三菱クライアント・サーバコンピュータ apricotシリー

ズに高速処理とハイコストパフォーマンスを実現した高性能

ワークステーション XEN-PCを加えた。主な特長は次の

とおりである。

(1) CPUにi486TM<irnDX2(66MHz)を採用。さ らに，256

Kバイトの外部キャッシュで高速処理を実現

(2) 最大1,677万色表示が可能で1,024X 768ドットの嵩解

像度表示を提供

(3) 最新の MicrosoftR<1121 Windows TMは31Ver. 3.1を工

）
 

（注 1) "i486”は，米国Intel社の商標である。

（注2) "Microsoft”は，米国MicrosoftCorp.の登録商標である。
（注3) "Windows’'は，米国MicrosoftCorp.の商標である。

場出荷時にあらかじめインストールしたモデルも用意

(4) CD-ROM装置を内蔵でき，グラフィックスや大規模デ

ータベースを駆使したアプリケーショ ンを活用可能

apricotワークステー

ション XEN-PC
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●ノートブ
ックハソコン apricotNOTENSシリース c••べ｀｀｀｀｀｀｀c••ベベベペベベ｀｀｀C•C•-eべ｀

本格化しているダウンサイジングの流れにのっ とり，コン

パクトな情報ステーションとして apricotNOTENSを，

エントリモデルからカラーモデルまで3モデルをラインアッ

プした。 主な特長は次のとおり。

(1) TFTカラー液晶を搭載（カラーモデル）

(2) JEIDA Ver4.l叫処のICカードスロ ットを標準装備し，

広範なシステム構築ニーズに対応可能（カラーモデル及

びズタンダード干デル）

(3) MicrosoftRは11Windows™(、上21 V3 . l をインストール

済みで，即座にビジネスを開始可能（カラーモデル及び

スタンダードモデル）

(4) 外部モニタとの同時表示と高解像度表示への対応も可能

(5) 内蔵トラックボール（オプション）を搭載可能 apricotNOTE NS 

（注1) "Microsoft"は，米国MicrosoftCorp.の登録商標である。
（注 2) "Windows"は，米国MicrosoftCorp.の商標である。

●クライアント／サーバシステム用業務アプリケーション開発支援ツール OPENBUILDER C•C•C•C•C•C• 

OPEN BUILDERは，クライアント／サーバシステムを

対象とした業務アプリケーション開発支援ツールである。

GUI（グラフィカルユーザーインタフェース）によるデー

タベースやl脹票の設計支援ツール群によって自動生成される

機能単位オプジェクトと， 目的別に選定した流通ソフトウェ

アや開発言語とを組み合わせるビルドアップ方式で業務アプ

リケーションを効率良く構築できる。また，データベース操

作や帳票出力のアプリケーションをノンプログラミングで作

成できる。

クライアント／サーバシステムの持つオープン化のメリッ

トを十分に生かしつつ，顧客ニーズに柔軟に対応できるため，

本格的なダウンサイジングの実現に効果を発揮する。

DDE (Dynamic Data Exchange)をサポートする Win-

dows対応自動実行コマンド TEAMWORKERを開発し，

国内で初めて製品化した。DDEコマンドにより， Windows

対応の各種ソフトウェア製品との連携ができ，“ファイルサ

ーバから定型フォーマットを取り出し，ワープロや表計算で

定型文書／帳票を作成し，出来上がった文書を電子メールで

送付する。”というようなオフィスでの定型処理を自動化す

ることができる。これ以外にも，ウインドウ制御，メッセー

ジボックス表示，キー入力のシミュレート，クリップボード

人出力，ファイル操作，条件分岐等， 70種類以上の強力な

コマンド機能を提供している。さらに，代表的なソフトウェ

ア製品との連携用ライブラリも用意している。

（注 1) "Microsoft"は，米国MicrosoftCorp.の登録商標である。
（注 2) "Windows"は，米1且MicrosoftCorp.の廂標である。

謬
OPEN BUILDERの設計支援ツール群

● Microsoft 
R I l l) TMI,lil 

,u'Windows 対応の自動実行コマンド TEAMWORKER C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eべ｀｀｀｀｀

①→②→③→④の連続処理を自動実行

①ファイルサーパから
定型フ ォームを取り出し

I 

↓`□ 

③ホス トデータ等を
文書内に書込み

②表計算やワープロによって
文書をオープン

四
④作成文書を
メールで他部門へ送付

TEAMWORKERによる自動化イメージ

ヽ
~

ーヽ／

ーヽノ

、ノ
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●オフィスコンピュータ MELCOMBOシリース GS700/10 -eベベベベ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

オフィスコンピュータ MELCOMSOシリーズGSファミ

リーの最上位モデルGS700/10を開発した。

GS700/10は，従来機の 2倍の演算処理性能を持ち，最

大メモリ容薗384Mバイト，最大ディスク容鼠150Gバイ

ト，接続可能ワークステーション台数2,048台，最大通信回

線数384本と国内最大級•最新鋭のモデルである。

高速，高性能化及び小型化を実現するため，世界最高レベ

ルである 170万トランジスタを持つフルカスタムVT,STを新

規開発・採用した。また，当社の誇るリレーショナルデータ

ベースプロセッサ“GREO"をシステム当たり 3台まで搭載

でき，並行処理によるデータベース処理の一層の高速化も実

現した。

上- •

•— - -•、

i 

，
 

、

~ 
f9 
MELCOM80 GS700/10 

＼ ●日本語文によるデータベース検索•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·
日本語によるデータベース検索システム “Anyone"をM

ELCOMSO上に開発した。 Anyoneでは，データベース操

作に関する知識がなくても H本語のワープロ入力感覚でだれ

にでもデータベース検索ができるほか，次の特長がある。

(1) オフコンで初めて自然言語処理機能を搭載した知的なデ

ータベース検索システムである。

(2) あいまいな日本語文での検索要求を自動的に判断したり，

メッセージによる確認などで，補正しながら処理する。

(3) データベース検索は高速リレーショナルデータベースプ

ロセッサ“GREO”上の“SQL/GREO”で面速に処理される。

(4) パソコンと連携したグラフ出力が可能である。

I II検索文を次のように解釈しました。 III 
恵品分類の＜亮上日＞1992年4月1日から1993年3月25日までの
亮上状況は？

Anyone画面

●高信頼化を追求したエンジニアリングサーバ MELCOMME/S8000シリース ````-C•C•C•C•C•C•C•C• 
ヽ
j
近年， UNIXは 1)サーバを高信頼性が要求されるシステム

に適用したいという要求力喩iまっている。それにこたえて，

ヽ
~

(1) 瞬停復旧時に処理を自動再開する主メモリのバッテリバ

ックアップ機能

(2) 電気ノイズに強い光ファイバでCPUと接続するととも

に，オンライン中に構成ユニットを交換可能なマルチポ

ートディスク

(3) ファイルのミラーリング， トランザクションリカバリ機

能を持つ高性能ファイルシステム“MELQISAM"

処理性能は，世界最闇水準の 141SPECfp 92, 78 SPEC 

（注 1) "UNIX"は， UNIXSystem Laboratories, Inc．が開発し，

ライセンスしているオペレーティングシステムである。

（注 2) "I-IP-UX"は，米国Hewlett-Packard Co.の登録商標

である。

int92を達成している。また，オペレーティングシステムは

各種の国際標準に適合した UNIX(HP-UX c::t2)）を搭載し

次のような高信頼化機能を持ち，二重系システムの構築も容 ている。

易に実現できる MELCOMME/S8000シリーズを開発し

た。

MELCOM ME/S8000シリ ーズ（フロアスタンドタイプ）
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． エンジニアリングワークステーション ME/RISCy IJ ン'-ス C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ~C•C•C•C•C•C•

(1) 

椛界最高7j噂仁の性能を実現したエンジニアリ ングワークス

テーション (EWS)シリーズ（全7モデル）であり，プロセ

ッサには HP社製PA-RISC7100を搭載している。また，

各種標準仕様を幅広く採用し，オープン化に徹した高性能E

wsであり， 主な特長は以下のとおり。
エントリモデルからハイエンドモデルまで各クラスにお

いて最高水準の処理性能を実現 (46-147SPECmark 

曹
'
、

,

1
,

、
_
‘

2

3

4

 

,
'
9

,

9

9

‘
 

89) 

OS"HP-UX陣 l)’'は，国際標準適合のUNIX

LANからWANまで多彩なネッ トワーク接続が可能

グラフィックスは， 190万三次元ベクトル／秒の業界最

高7極焦の描両性能をサポートし， レパートリーも豊富

（注 1)

8.4 

"HP-UX”は，米国Hewlett-PackardCo.の登録商標で

ある。

(5) 最大メモリ 768Mバイト， 最大ディスク 268.8Gバイ ト

の大容量ス トレージにより，大規模システムヘの適用が

可能

ヽ
~

I 
ー 」

:—--9-;'I!!.’ -- -r-
E言幽二’1ロ
l f 

h 

周辺・端末機器

ME/R7350 

ヽ`＇／

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

● T3200 POSターミナル ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••C: 噂：•·•·•·•·•·•·

T3200は，スーパーマーケット，大規模店からコンビニ

エンスストアまで広範囲の業種間に開発した POSターミナ

ルであり，以下の特長がある。

(1) 分離型と一体型の二つの形態がとれ，

テープカ ッタが置けるユーティリティスペースを設けた。

プリンタ，キーボードは，各々 2種類から選択可能であ

り，幅広く客先ニーズにこたえる。

(3) 文字表示ディスプレイの文字寸法を，従来機種の約2.5

倍と見やすく，またメモリ容量も従来機の2倍とした。

(4) 店舗の効率を向上させるため， 2人制登録機能によって

処理スピードを速くした。また，店舗の生産性を向上させる

ための係員生産性データ，廃棄データの採取を可能とした。

さらにペン立て，

(2) 

一
‘ 

こ， 
ロ ロ ーヽノ

T3200 POSターミナ）レ

●オンラインカット紙プリンタ M8320 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

省資源，省エネ化の中，情報処理分野のプリンタでは両面

印刷による紙削減が可能で，連続紙での裁断が不要なカット

紙プリンタの需要力咽りえてきた。このようなニーズにこたえ

当社は60ページ／分の印刷速度のカ ット紙プリンタを開発

した。

特長として，従来機種の75％のみの縮小率を80%,75%, 

70％の三つにすることにより，従来の連続紙標準用紙 (ll”

X 15りのデータを A4へ， A3データを B4へ等の印刷を

可能とした。さらに，他社に比べても多彩なサイズや厚さの

用紙が使用できるほか，ランドスケープ／ポートレート機能

等をサポート，ユーザーの要求にこたえている。

また，操作パネルに大型液晶ディスプレイを採用，表示内

容も日本語とし，従来に比べて操作性を大幅に改善した。

,,__..; 

M8320 ノヽ
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●カラーマッチノクユープイリアイ •·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•· 

フルカラー対応のディスプレイモニタ，プリンタ，スキャ

ナ等の周辺機器が普及するにつれ，各機器間の色再現要求が

急速に高まりつつある。このような市場ニーズに対応すべく

三菱昇華形カラープリンタ出力色調整用ソフトウェアとして，

“カラーマッチングユーティリティ＂を製品化した。

この製品は，プリンタ出力色をユーザーの好みの色や合わ

せたい色に手軽に変更することができるよう，使いやすさを

追求したユ →ザ インタフ上 —•スを採用している。

図に示すように，ディスプレイモニタを介して色合いを変

化させた複数の画像が表示され，ューザーはこの中から出力

を行いたい画像を選択することにより，選ばれた画像とはほ

同一の色再現でプリンタ出力を行うことができる。

：口：―-一 一•←.． ` mr9meter set DE99SlTV I1 • --て・ ・—- --
91on9tor Sample Prtnter S369:90-3(• Ink Sheet tリpeSU3-I IC3H 

2 3 11onnor 

I OOwnload) 

I C39¥Ce1 1 

| I,S 9．．，→） 

I 9 』 9 -' • 1 

9 0 

゜'0  
ki ・ O 

C 0 

COlOP.-nmr,) V,. 0 H• 0 C• 0 

9•9 9 • 9 日二 O Cこ 0

(9  • O 9 9 • O C • O 

caa?-T9999(2) Yt•9 •; • O 91 • O C • O 

YC y. o t1 • O C • O 

'̀：．9 • O 91 • O C • O 
caa-nm(2).,"(·,'• Q M• 0 C • 0 

モニタ表示画面の一例

) ●高精細ハードコピー画像圧縮伸長技術«べ｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベベベベペ~C•C•C•C•C•C•

デイジタル複写機やプリンタ等のハードコピー装置の大容

量画像メモリのコスト低減に最適な高精細画像圧縮伸長 (F

BTC)技術を開発した。FBTCは， 自然画像を始め CG画

像や文字が含まれた高精細画像の画質劣化が少ない，圧縮状

態での多彩な画像編集が可能，高速処理 (20Mバイト／秒）

が可能，小規模ハードウェア（約14Kゲート）で実現可能と

いった特長を備えている。

今後，高精細画像データを扱う分野（デイジタル複写機，

カラープリンタ，ディジタルVTR, フルカラーワークス

テーション等）への応用が見込まれる。 高精細画像圧縮伸長LSI

ノヽ

ー

ノヽ
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映像情報関連機器・システム
P.:ZI)、P.2]にカラートヒ ックス掲載

ーヽ
1993年ば‘AV不況”と言われるほどに国内需要が低迷し，

また，円高による海外生産シフトの加速や低価格機の逆輸

入の増加などにより，この分野は特に苦難の年となった。

一方，情報・通信・映像技術の急激な進歩に伴い，家庭・

公共空間・ 産業を問わず，膨大化・複雑化する情報を高度

にビジュアル化する動きが急であり，これに対応した戦略

を明確にし事業拡大を図るため， 1993年 6月に画像映像機

器・システムの事業分野をキーデバイスも含めて結集し，

映像情報事業本部を設置した。

以下にこの分野の開発状況と新製品群を紹介する。

(1) 映像・ 音響機器

家庭用映像機器の中心としてテレビは大画面化がほぼ逹

成され，次世代の映像としてハイビジョン放送と現行放送

のワイド化(EDTV-II)が期待されている。ハイビジョン

受信機では，第二世代MUSELSIを導入することにより

高画質と低価格を実現し，家庭用としてスタートした。ま

た， EDTV-II放送に先行し，現行テレピをワイド化した

ものも製品化した。これはシネマサイズの映画ソフトをワ

イドスクリーンで再現するほか，ハイビジョン放送を現行

NTSC方式に変換する別売りコンバータと組み合わせて手

軽にワイド画面で楽しめるものである。当社はいずれも，

直視管では最大の36形で製品化を行っている。

業務用映像機器では，ディスプレイがコンピュータ画像

の表示用として而精細・大画面化が求められている。デス

クトップ形では17形の高精細オー トトラ ッキングディスプ

レイモニタを開発し，水平周波数30-78kHz, ワールドワ

イド電源とともに，省エネモード機能を搭載してコンパク

トにまとめている。また，大画面要求に対し，直視管では

業界初の42形プラウン管を採用し，水平周波数60kHzまで

自動追従するシステムテレビを製品化した。さらに，プラ

ント・公共施設の監視や，映保情報表示の核となる大画面・

高輝度表示の100形高精細リアプロジェクタを開発した。

このほかにも，ハイビジョン，コンピュータ対応に数種の

ディスプレイを開発している。

ティスプレイ用デバイスに対する技術として，ディスプ

レイモニタ管の防げん（眩）用に独自の低反射コートを開発，

また，プラウン管プロジェクタの高解像度化，高コントラ

スト化を実現する大口径ハイブリッド投写レンズの開発を

行っている。

映像出力機器として映像をハードコピーするビデオプリ

ンタでは，民生・業務両分野で多くの製品化を行っている。

この中で，ハイビジョン対応のA4サイズ昇華形熱転写力

ラーピデオコピープロセ ッサを開発し，鮮明高画質プリン

トを実現した。

映像入力機器として，静止画像読み込みの要望が強く，

プレゼンテーション等にも使える高解像度ビデオスキ ャナ

を開発した。 NTSC信号からHDTV信号まで対応し， 35

mmネガフィルムの使用も可能としている。また，監視用

途を中心にズームレンズ内蔵のカラービデオカメラを開発

した。

音響機器では，民生用に当社独自のDDSS（ダブルドラ

イプスピーカーシステム）方式を搭載した小型高性能スピ

ーカーを製品化した。

(2) 映像情報システム

この分野は多種多様な情報を映像化するために，システ

ムとして急速な展開が行われている。

美術館などの公共分野に，従来からハイビジョンミュー

ジアムとしてHD静止画フ ァイルシステムを製品化してき

たが，更に高画質と用途拡大をねらって，ち らつ きのない

高精細画像を実現する順次走査HD静止画ファイル装置を

開発した。

伝送用途には，ハイビジョンを通信衛星のKuバンド (36

MHz幅）で伝送できるMPEG2圧縮アルゴリズムに基づい

たハイビジョン衛星伝送システムを開発した。

また，航空管制や気象観測用にレーダが用いられている

が，これを三次元で表示できる装置を開発した。三次元ス

キャンコンバータ，グラフィックエンジンを備え， リアル

タイムで地形や方位，距離などを表示 し，大幅なマンマシ

ンインタフェースの向上を達成している。

音嬰システムとして， 全座席へのムラのない音場再生，

低音域の再生能力向上を図った大型観光バス用スピーカー

システムを開発した。

そのほか，公共・業務用物件対応の映像・情報システム

の開発を行い，納入している。

ーヽノ
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9. 1 映像・音響機器 C•C•C•C••ベベベ｀｀｀｀｀｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•
ーヽ／

● 36インチワイドテレビ 36W-CZ55 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

、̀
l

現行方式の映像ソフトのワイド化に対応し，別売 MUS

E-NTSCコンバータとの組合せで手軽にハイビジョン放送

を16:9の画面にフル表示できるワイドテレビ36W-CZ55

を開発・商品化した。

主な特長は以下のとおりである。

(1) CRTは， フラ ットフ .Lーース及び純ブラソクコートの採

用によって鮮明な映像が表示可能

(2) 三次元Y/C分離の搭載により， 高精度な輝度信号と色

信号の分離を実現

(3) 現行主流の 4:3の映像もダイナ ミッ クワイドモードで

16: 9の画面にフル表示

(4) 字幕イン機能で字幕と映像の両立表示が可能 三菱36インチワイドテレピ 36W-CZ55

●業界初， 42インチシステムテレビ JUM-4201A •ベベベベ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

映像情報の活用範囲が多様化するにつれ，市場ではより明 (4) 光リモコン， RS-232Cを内蔵し，操作性向上を図った。

るい鮮明な大画面・ 高画質化力吋ミめられている。これらを背

景に， 42インチプラウン管を採用して明るい大画面を実現，

水平スキャンレート 64kHzまで可能なオートスキャン機能

を搭載し，広範囲な用途に対応できるシステムテレビを開発

した。

主な特長は以下のとおりである。

(1) 業界初の42インチブラウン管採用による高画質，超大

画面表示， 従来の37インチに比べて面積比で25％アップを

実現した。

(2) オートスキャン機能により，水平周波数15.7/20-60 

) kHzまで自動追従するワイドな設計を図った。

(3) 多彩な映像機器に対応する人力端子の充実を実現した。

、＼ノ

●ディスプレイモニタ管用低反射コート K-COATING

エルゴノミクスに対する要求を満足し，さらに，コンピュ

ータの高性能化に対応するブラウン管用新表面処理技術 K-

COATINGを開発，製品化した。

K-COATINGは，低反射効果を得る 2層光学薄膜に加

え， 最外層として防げん（眩）処理層を構成する。さ らに，

着色によるフィルタ機能を加え，以下の性能を得た。

(1) 無処理ブラウン管に対し，表面反射を 1/3以下に低減

し， ドイツのTUV規格を満足する。

(2) 従来の防眩処理プラウン管に対し，解像度が6％向上し

(3) ニュートラルフ ィルタ機能により，コントラストが5%

向上した。

a
J
 三菱カラーシステムテレピ（オートスキャン） JUM-4201A

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

(4) スウェーデン MPR-IIを満足する帯電防止特性を持っ

ている。

(5) 自然な外観

（外光の反射色）で

ある。 I —-—' 
J → l 

- T I 

外光の映り込みの低減

（左半分 ：K-COATING, 右半分：従来防眩処理 (E-COATING))
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● 大口径ハイブリ ッド投写レンス C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•4ベペ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

CRTプロジェクタに搭載する直径20cm以上の大口径ハ

イブリッド投写レンズを開発した。このレンズは近年のプロ

ジェクタの高輝度化要望に向けて， 13インチの大型CRTに

まで対応でき，従米 (7-9インチCRT)に比べて 2倍以上

の明るい投写画像を得た。

最大口径23cmの大型プラスチックレンズ加工技術の確

立によって実現し，平成5年度製品から搭載した。この投写

レンズの特長は次のとおりである。

(1) プラスチックレンズは，切削・研磨法によって加工し，

高解像度化と高コントラスト性を両立した。

(2) 非球面レンズ形状を採用し，従来のオールガラスレンズ

より構成枚数を35％削減した。

●ハイビジョン対応カラービデオコピーフロセッサ SCT-CP1000 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••ベベ｀｀｀

ハイピジョン機器にも対応する A4サイズ昇華型熱転写

カラービデオコピープロセッサ SCT-CPlOOOを開発した。

本機はドット総数1,280ドットの高密度サーマルヘッドを用

い，最大画面サイズ200X 232 (mm)，各色8ビット， 256

階調， 1,670万色のフルカラープリントができる。

印画品質を高めるため濃度むら補正サーマルヘッド及び熱

履歴制御方式印写技術を採用することにより，ハイビジョン

機器にも対応可能な鮮明高画質が実現できた。また，印写機

構には 5相パルスモータを採用し，扁速印画 (145秒）を実

現した。高速化に伴って発生する騒音増加に対しては，ダン

パとメカニカルシーケンスの最適化によって低騒音化を図り，

従米機より更に5dB低減（当社比）した。

大口径レンズ（右）と従来 7インチ管用レンズ（左）

・コヱ回・這『

カラーピデオコピープロセッサ SCT-CP1000

●ビデオ及びデイジタルインタフェ ースを搭載したカラービデオスキャナ GS-1000

パソコンヘの画像情報入力としての従来スキャナの機能に

加えて，原稿を高解f象度でディスプレイ上に表示できる機能

を合わせ持ったプレゼンテーション等の用途に対応できるカ

ラービデオスキャナを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) ビデオ出力は， NTSC信号から HDTV信号まで対応

し，モニタに接続するだけで取り込み画像を表示できる。

(2) SCSIインタフェースにより，パソコンヘの画像入力用

高解像度スキャナとしての用途が可能である。

(3) 当社製VCPと直結してダイレクトプリン トができる。

(4) 縮小光学系採用により，凹凸物でも原稿として使える。

(5) 別売ユニットで， 35mmネガフィルムも使用できる。

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

三菱カラーピデオスキャナ GS-1000

ーヽ

ーヽノ
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ヽ
●ズームレンズ内蔵業務用カラービデオカメラ CCD-200C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

業務用のカラービデオカメラは，監視用途を中心に堅実な

伸びで市場拡大している。当社では，業務用映像機器の入力

装置としてズームレンズ内蔵カラービデオカメラ CCD-200

を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) オートフォーカス（マクロから無限大まで）搭載の 8倍

ズームレンズ内蔵， レンズ購入不要

(2) 水平解像度450本最低被写体照度 llxの高性能

(3) 同軸ケーブル 1本の接続で電源供給，映像出力，各機能

のリモートコントロール，外部同期可能

(4) オートホワイトバランス・高速電子シャッタ・逆光補正

搭載の多機能ながら， 47(W) X 76 (H) X 145 (D) (mm), 

490gの小型・軽羅化を実現

・，，，

e
 

.
/
,
 

三菱カラーピデオカメラ CCD-200

ーヽ／
●小型高性能スピーカー 0S-1OOZ C•C•C•C•C•C•C•C•C•4べ｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

最近の民生用スピーカーは，臨場感豊かな音場再生，セッ

ティングフリーか望まれている。これに対応し，当社独自の

DDSS（ダブルドライブスピーカーシステム）方式を搭載し

た小型高性能スピーカーを開発した。主な特長は，

(1) キャビネット内に前後に配置した 2個のスピーカーを同

一方向に駆動し，前方スピーカーの背圧を除去する DDSS

方式の採用により，小入力時から大入力時まで音が崩れない

優れたパワーリニアリティを実現した。

(2) 新開発スピーカーユニットと木製キャビネットの採用に

より，スムーズで響きの良いサウンドを実現した。

(3) 小型（外形寸法：輻156X高さ 244X奥行き 198(mm)) 

のため，天井や壁面等に自由にセッティングできる。

ダイヤ トーンスピーカー DS-1DOZ 

ーヽノ

9. 2 映像情報システム 、C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

●順次走査HD静止画ファイル装置 ```C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

ノヽ

ハイビジョン静止画ファイル装置は，既に美術館などの公

共分野に導入されており，その市場は着実に拡大しつつある。

これらを背景に，従来装置 (HDF-1000)を更に高画質化し

た順次走査HD静止画ファイル装置を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 映像信号のノンインタレース化（順次走査化）により，

従米装置と比べてラインフリッカ（チラッキ）のない，極め

て高精細な HD静止画像を実現した。また，従来のインタ

レース出力も可能とした。

(2) 闘ハイビジョン普及支援センターがまとめた技術ガイ

ドラインに準拠した番組ソフトを， BGMやナレーションを

交えて更に高画質に再生できる。

・’ m 

1 、ーー一
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順次走査HD静止画ファイル装置
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● ハイビジョン衛星伝送システム C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

MPEG2アルゴリズムに甚づく高解像度ハイビジョンコ

ーデックを開発した。また，これを用いたハイビジョン衛星

伝送システムを開発した。

このシステムは，スーパーバードに搭載されている帯域幅

36MHzのKuバンドのトランスポンダを介し，映像信号1

チャンネル・ 音声信号4チャンネルを伝送する。誤り訂正符

号としてリードソロモン符号と畳込み符号を用いることによ

り，高降雨稼働率を実現した。映像信号の符号化は，ディジ

タルスタジオ規格の標本化周波数を採用しており，この闇解

像度な映像信号を， ビットレート 40Mbpsに圧縮して伝送

する。

なお，この開発は，基盤技術研究促進センターの融資を受

けて行ったものである。

a ,＼ 0 

rnf. ―!i! - :"7 
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ハイピジョン衛星伝送システム

●大型観光バス用ス ピ カ
ー ーンスプム -C•-C•-C•-C•-C•-C•-C•-C•-C••べ~•·•·•·•·•·•·•·•べぺべ·«·«べ~•·•·•·•·•·•·•·•·•·

全座席へのムラのない音場再生，低音域の再生能力向上を

図った大型観光バス用スピーカーシステムを三菱自動車工業

（松トラックバス開発本部バス技術部と共同開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 2個の主スピーカーを音軸を変えて取り付けることによ

り，ワイドな指向性を実現した。

(2) 主スピーカーの動きを助ける補助スピーカーにより，小

型ながら豊かな低音と伸びのある中高音再生を実現した。

(3) 車内の音馨特性と上記スピーカーシステムの諸特性から，

複数個のスピーカーシステムの最適配置を見いだし，車内の

全座席での一様な音場再生を実現した。

(4) 曲面形状を取り入れたラウンドタイプの新形スピーカー

ボックスを開発し，車内インテリアとの調相を図った。

主スピーカー

キャピネット 内部パフ）レ板

構造

ー

外観

大型観光バス用スピーカーシステム
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10 家電関連機器・システム
P 22, P.23にカラートヒ ソクス掲載

、¥l

ヽ
＼

、ノ

ノヽ

1993年は景気後退及び天候不順から個人消費か伸ぴ悩み，

家電業界では特にエアコン不振が特徴的であった。

当社は家電関連機器・システムの全体に甚本性能・使い

やすさ・快適性の向上を目指し，再資源化・省エネルギー

等の環境を考應した取組を行った。例えば，“リサイクル

法＂施行後の新規設計品の質 屈や体積を減少し，部品点数

を減らす，合成樹脂部品への材質表示をすることによ って，

ライフエンドの廃棄物最を少なく，分別しやすくなるよう

事前評価した。包装では，段ポール•発泡スチロール等の

資材を減らし，一方で回収された発泡スチロールを50％ま

で配合した再生発泡スチロールを塁産品に適用した。

(1) 家庭用電気品

家庭用冷蔵庫では， 480Q 5ドア機の上段の棚位置を女

性に使いやすい目線の高さに，振動を従来機の約1/4に，

そして高効率化で消費電力鵞59kWh／月を達成した。オ

ゾン層を破壊しない冷媒HFC134aを用いた冷蔵庫用ロー

タリ圧縮機を開発，新潤滑油の採用でしゅう動部の磨耗を

減らし，エネルギー効率を 3~ 5 ％改善した。

オープンレンジは，調理の種類や分羅をセンシングし，

一つのキーで自動的にマイクロ波加熱とヒーター加熱を選

択する。電磁誘導加熱式のジャー炊飯器は，大きな炊飯ボ

タンで操作がしやすく，インバータ制御で連続火加減がで

きる。1,250Wのキッチングリルは予熱不要で，魚焼き，

焼きものモードの幾つかはメニューキーを押す簡単操作に

した。電動給湯式のジャーポットは， 80℃,95℃の保温温

度が選べ，カルキ抜きスイッチによ って沸騰時間を延長す

る。

軽く押すだけで前方へ自走する“かる走ヘッド”の掃除機

は，更にベソドを軽く， 3 Qの集じん（塵）容鼠で，仕事率

370Wで56ホンの低騒音とした。

ふとん乾燥機は，付け・外しの手間を省くためホースと

本体を一体とし，最長60cmの伸縮自在のホースがベッド

でのふとん乾燥も便利にした。収納しやすいマガジンサイ

ズの本体寸法である。

(2) 住設 •HA機器

ルームエアコンでは， 室内機の据付けが左右の壁隅でも，

広角のツインフローによ って快適な床面積を拡大した。そ

して，人体の移動による放射エネルギーの変化を検知し，

人体の存在を 9方向に区分する人体検知センサを搭載して，

特定した区分の人を重視した気流・温度制御を行い，立ち

上がりが速くなった。なお，風嫌いの人には，風が人を避

けるモードを選択できる。

石油ファンヒーターEシリーズはリチウム電池を内蔵し，

出荷時からセットした現在時刻が停電でも動作し，タイマ

ー運転のセットが簡単になった。また，このバックアップ

機能に時間帯別設定温度コントロールを組み合わせて燃科

を節約，使用状況から通電時間を制御して点火電力を減少

させるなどの機能を搭載した。

全熱交換形換気機器の“ロスナイ＂に，水蒸気のみを選択

透過させる無孔性の膜を使った加湿機能を加え，白粉の発

生を防止した。高気密住宅でドアの開閉困難や開口部の笛

唱りなどの問題があり，これに対応した，外風30m/sに

おいても安定した給・排気風量を確保する軒下天井面に設

置する換気システム部材を開発した。

円形蛍光灯の直接光（電球色），同じく間接光（昼光色），

全光，常夜灯の 4シーンの照明切替えが可能な生活演出形

照明器具は，取付けが容易な軽醤・薄形とした。

高気密型のダウンライトは，反射板・ソケット等と天井

とのすき間を封じて，漏気によるエネルギーロスを減少さ

せ，断熱材の結露抑制や遮音性の向上になった。

小型衛速回転ブロワによ って高圧空気を作り，穴から噴

流として吹き出すハンドドライヤーは，手に付着 した水分

を吹き飛ばし，非接触で，短時間乾燥ができる。

コードレス留守番電話機は，子機にダイバーシティアン

テナを搭載して高品質通話を目指した。大文字液晶，ディ

ジタル記録のDSP留守録，お名前確認ダイヤルなどの機

能を持っている。諜合住宅用のHAコードレステレホンは，

管理人室からのメッセージ表示や集合玄関と個別玄関の来

訪者をTVでモニターでき，それら玄関の電気錠も子機か

ら制御できる。

＇ 
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1 0. 1 家庭用電気品«べ｀｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C••べ·

ーヽ
●石油ファンヒ タ- - Eシリース C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eべ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

石油ファンヒーター Eシリーズは，業界で初めてリチウ

ム電池を内蔵した長時間のバックアップ機能を備え，操作性・

快適性・経済性の大幅な改善を実現した。

主な特長は次のとおりである。

(1) バックアップ機能を利用した時間帯別設定温度コントロ

ールとトリプルセンサの働きにより，体感温度に合わせ

た最適暖房と約13％の燃費節約を実現

(2) 使用状況の学習結果を甚に，時間帯ごとに通電時間をコ

ントロールし，従来比約50％の電力でクイック点火が

可能

(3)工場出荷時からセットされた現在時刻が，停電時でも動

作しているため，タイマー運転のセットが簡単

(4) 操作部，表示部は使いやすいダブルパネル方式を採用

，' 

1「

石油ファンヒーター Eシリーズ

（左： KD-E258(W)，右： KDモ338S(W) 
）
 

●ハイパワー＆低騒音の電気掃除機«べ｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

最近の掃除機はハイパワー化により，掃除中の音がうるさ

ぃ，床ブラシが重くて使いにくいという不満がある。これに

こたえて，ハイパワーでありながら低騒音の本体と，小型軽

量ブラシを備えた電気掃除機“クるリーナ"TC-UAS形シ

リーズを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) ハイパワー（仕事率370W)で低騒音 (56ホン）を実現し

(2) 軽く押すだけで前方へ自走する“かる走ヘッド”の質量

を25％軽減し，より使いやすくした。

(3) 0.3 μmのホコリも捕え，フィルター交換の頻度が少な

くてすむ大集じん（塵）容量 (3Q)を実現した。

電気掃除機 TC-UA8

ーヽノ

●電動給湯式マイコ ‘‘‘‘／ンヤーホット«べ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

お手入れ簡単で，楽々給湯の電動式マイコンジャーポット

PJ-A22DCを開発した。 主な特長は次のとおりである。

(1) 汚れが付きにくくお手入れが簡単で，湯沸かし音の静か

I な“ふっ素加工内容器”(2) さび（錆）がつかず，拭き取りも簡単， しかも耐久性に

優れた“オールプラスチックボディー" 

(3)指1本で楽に給湯できる“電動給湯式”

(4) お荼なら80℃，コーヒーなら 95℃と 2通りの保温温度

が選べる“飲み分け保温スイッチ”

(5) 沸謄時間を延長してカルキを取り除く“カルキ抜きスイ

チ”ツ

(6) スピード沸騰16分の“900Wスポットヒーター" ）
 マイコンジャーポット PJ-A22DC
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ヽ
●水を使わずカラッと焼き上げるキッチングリル｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

センサの温度情報で調理物の温度・分量を検知し， 表と裏

の加熱時間を自動的に制御する簡単操作のキッチングリルを

開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 1,250Wの高火力で，水を張らずにアルミホイールを敷

いて焼く方式とした。予熱が不要で美味しく焼け，調理終了

後も後片付けが簡単である。

(2) 一般の焼網と異なるふっ素コーティングを施したプレー

トを採用，焦げ付かないので後片付けが簡単である。

(3) 排気部に酸化触媒を設け，煙．にお（臭）いの成分を分

解する。

(4) 魚焼き 5モード， 一般の焼き物3モード，いずれもメニ

ューキーを押すだけの簡単操作である。

キッチングリル TF-GR1

ーヽノ

●使い勝手が簡単，便利なふとん乾燥機｀｀｀C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eベベベベベベ·««べ·«

面倒なふとん干しの手間を省き，より使い勝手を良くした

ふとん乾燥機 AD-D200を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) ホースと本体を一体とし，ふとん乾燥時のホースの取付

け，取外しの手間を省いた。

(2) 温度にデリケートな羽毛・羊毛ふとんも傷めずに乾燥で

きる温風温度である。

(3) 最長60cmの伸縮自在のホースで，ベット使用での乾

燥にも便利である。

(4) マット，電源コードとも本体に収納できる。

(5) 本体は， しまう場所にも困らないマガジンサイズのコン

） パクトポディーとした。 ふとん乾燥機 AD-D200

●人の存在方向を検出する人体検知センサ `````C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

人体の移動による放射エネルギーの変化を検知して，人の

存在方向を 9方向に区分して検知可能な低コストの人体検知

センサを開発した。

人の存在位置情報による制御を必要とするエアコンなどに

適用できる。主な特長は次のとおりである。

(1)特殊光学系と 2個の熱型赤外線センサを用い，左右3方

向・上下3方向に視野を分割し， 9方向の人体存在を判

断

(2) ファジ一推論により，人体の存在する方向を判断

) (3) 駆動部を持たないため， リアルタイムの検知が可能

I }~/,と:・ゞ
，忌
． 
, c.e,． ・ 、こ． 9 、 ．l
ー・―――← --• ----• - -

人体検知センサ
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10. 2 住設 •HA機器•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•·•· ヽ
~

●生活演出形照明器具IDシ ）‘ -1 ノク ZM2, ZMP3 ヽC•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•-eべぺ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•

生活演出形照明器具の新シリーズとして， IDシーリング

ZM2（リモコン仕様）， ZMP3（プルスイッチ仕様）を開発

した。間接光に40W形円形蛍光灯（電球色），直接光に40

W+32W形円形蛍光灯（昼光色）を採用した蛍光灯器具で

ある。両機種とも，全光・直接光・間接光・常夜灯の4シー

ンの照明切替えが可能。

主な特長は以下のとおりである。

(1) 新ワンタッチ取付構造により， 軽量小型本体を実現

(2) 間接光に電球色蛍光灯を採用し，均ーな間接光，省電力，

薄形化を実現

(3) 高透過タイプの帯電防止アクリル下面カバーを採用
IDシーリング ZM2

●高気密・高断熱・遮音施エダウンライト C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• } 

近年“北方型住宅認定制度”や“新省エネ法碁準”のように，

住宅の気密性能に関する要請が嵩まってきた。住宅の気密化

を図る際に大きなすき間のあるダウンライトは障害になる。

そこで，高さ寸法が小さく 気密性の良い高気密型のダウンラ

イトを開発した。

この高気密型ダウンライトの特長は次のとおりである。

(1) 反射板とソケット・枠と天井とのすき間をパッキングに

よって空気の流れを遮断し，相当すき間面積を約1/100（当

社従来品比）以下とした。

(2) 漏気によるエネルギーロスを減少できるだけでなく，天

井裂や断熱材の結露発生を抑制できる。

(3) 気密構造であることから遮音性が向上する。 ダウンライト LD1819

ーヽノ

ir-

●加湿付きロスナイ ｀｀｀C•C•C•C••ベベベベ~C•C•C•

全熱交換形換気機器ロスナイに新透湿膜加湿器を搭載し

た加湿機能付きロスナイの新シリーズを発売した。

このロスナイは，換気による排熱分を 70％以上回収し，

排湿分を 100％カバーすることにより， 省エネルギーとアメ

ニテ ィを両立させた空調設備機器である。

新透湿膜加湿器は，水蒸気のみを選択透過させる無孔性の

新透湿膜を採用することにより，白粉（水に溶存する無機成

分）の発生がないクリーンな加湿という特長に加え， 10年以

上の長期にわたり性能を維持できる。また，加湿エレメント

の構造を改良して，当社従米品と比べて加湿欝を 20％以上

増した。

新透湿膜加湿器

（基本モジュール）

C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

）
 天吊埋込形加湿付きロスナイ LGH-35RKM
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ーヽ
●超高層住宅用換気・空調用屋外端末部材“エクステリアパネル” C•C•C•-eペベベペべ~C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

最近，超高陪マンションなど憤j気密化住宅力渭｝え，高気密

化と高所での外風圧の関係から給気不足となり， ドアの開閉

困難，開口部の笛嗚り現象が問題となっている。

そこで，高速・高精度換気シミュレータでパネル開口部等

の気流1悌析を行い，超高層・高気密化住宅の軒下天井面に設

涸する換気システム部材エクステリアパネルを開発した。

特長は次のとおりである。

(1) 外風30m/sにおいても安定した給・排気風醤左確保

(2) 換気扇連動の外気侵入防止電動シャッタ（常閉式）を内

蔵

(3) 建物の外観を損なわないパネルタイプのデザイン エクステリアパネル

ヽ
~

●集合住宅用HAコ ドー レスアレホン HS-150 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

集合住宅の生活様式にマッチし，安全で快適な暮らしを実

現することを目的とした， HS-150システムを開発した。こ

のシステムは，既に発売中である戸建て用の HS-100シス

テムを集合住宅用とし，専用機能を付加したものである。主

な特長は次のとおりである。

(1) 子機が3台使用可能な，留守録コードレステレホン

(2) 通話料金の安い市外回線を自動選択する aLCR機能

(3) 集合玄関と個別玄関の来客者を TVモニターで確認可

l...l 

ヒレム月
•• ,, 

(4) 集合玄関と個別玄関の電気錠を子機からも制御可能

(5) 管理人室からのメッセージ表示と音声録音機能

(6) 住宅内のセキュリティ異常発生を管理センターに発報

‘‘,／’ 
HS-150システム

●コードレス留守番電話機 TL-SR70 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

TL-SR 70は，子機に当社独自の“ダイバーシティアンテ

ナ”を搭載し，室内の壁等の電波反射によって発生する定在

波ノイズを軽減した高品質通話に加え，“大文字液晶”の搭

載により，今かけている通話料金や時間がひと目で分かる，

使いやすさを向上した当社コードレス留守番雷話機の最上位

楼輝である。市外電話をかけるとき，お得な回線を自動選択

し，通話時間，単通詰料金，月ごとの通話料金，使用回線，

電話番号等を表示する “aLCR2"，聴きたい用件をワンタ

ッチで頭出しできるディジタル記録の“DSP留守録”，声と

表示のお知らせで簡単に電話をかけられる“お名前確認ダイ

） ャル’'，操作手順を聴ける“音声ガイド”などの便利な機能も
搭載している。 コードレス留守番電話機 TL-SR70
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社外技術表彰
ヽ
~

第49回電気学術振興賞「進歩賞」を受賞 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

平成5年5月27日， 第49回電気学会電気学術振興賞の受

賞式が有楽町朝日スクエアで開催され， 当社伊丹製作所前川

洋が関西電力（悧畑功氏及ぴ日立製作所（悧丸山彰氏と共

に「世界初500kV変電所エキスパートシステム開発実用化」

により「進歩賞」を受賞した。

今回の受賞対象は，関西電力（梱と日立製作所（株及び当社

が共同開発したシステムで，熟練した運転・保守員の経験，

知識を知識ベース化し， AI手法を用いて変電所の事故障害

対応業務を総合的にサポートするものであり，当社の持つセ

ンサ技術，機器異常診断技術力噌Hiffiされたものである。

同システムは関西電力（悧東近江開閉所に納入され，平成

3年2月から稼働している。

第40回「オーム技術賞」を受賞

第40回「オーム技術賞」を受賞

第49回電気学術振興賞 「進歩賞」

）
 C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C•C• 

平成 4年11月12日，第40回「オーム技術賞」贈呈式が学

士会館で開催され，当社伊丹製作所高塚桂三が，関西電力（株）

武居秀実氏， 日新電機（樹金万直弘氏と共に 「ガス絶縁変電

所事故区間検出装置の開発・実用化」により「オーム技術賞」

を受賞した。

今回の受賞は，関西電力（悧と共同で研究を進めてきたガ

ス絶縁機器内の事故点標定装置に対するものである。原理は

内部事故発生時の衝撃圧力を検出する ものであるが，アーク

放電エネルギーによる圧力上昇値とその伝播時間を詳細に研

究・ 1祥析し，高感度な検出装置を実用化した。

本装置の採用によりガス絶縁機器の内部事故発生時，現場

出動によるガス分析等を待たずに事故区間の特定ができ， 事

故点除去・応急復旧時間の短縮に大きく 貢献することができ

る。

平成 4年11月12日， 第40回「オーム技術賞」贈呈式が学

士会館で開催され，当社名古屋製作所真柄卓司・弥冨剛・

鶴本和夫が，「嵩速無電解電源を搭載したワイヤ放電加工機

の開発と実用化」により，「オーム技術賞」を受賞した。

今回の受賞は，高速加工から仕上加工までのすべてを無電

解化することにより，ワイヤ放電加工特有の加工面変質層を

排除した高品位ワイヤ放電加工機の開発に世界で初めて成功

した点に対するもので， 当社の持つ高速スイ ッチング制御技

術，高品位加工技術が高く評価されたものである。

本ワイヤ放電加工機は，平成3年12月から高速無電解「A

E」電源として販売開始され， ICリード， 電子部品等の高品

位金型加工分野において特に市場の高い評価を得ている。
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ーヽ／
社外技術表彰一覧表

1992年11月～1993年10月受'it分
受買順に掲載

ーヽノ

●牡）発明協会平成 4年度九州地方発明表彰 発明奨励賞

「コンピュータシステムにおける異種ポード判別方式」

長崎製作所・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・• •森田俊二

「簡易型メモリーテータ転送装置」

長崎製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..森田俊二

「導体接合部の絶緑保渡方法」

長崎製作所・ ・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・ ・ ・・・・ ・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・ •..栗山耕造

伊丹製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・下日直幸

「往復動圧縮機の始動負荷軽減装箇」

長崎製作所・ ・・・ ・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・ ・ ・・•..藤山 重生・ 山城芳裕

「半消体装罹」

福岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山田富久・鈴木一美

「半導体製造装箇」

福岡製作所．．．．．．．．．． ． ． ． ．． ． ．．． ．．． ．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． •石塚充洋

) •牝発明協会 平成 4年度近畿地方発明表彰
特許庁長官奨励賞

「電荷掃きよせ方式赤外線イメージセンサ」

半導体甚礎研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..木股雅章

実施功績賞

「上記に対する研究開発の推進，実施の功績」

ULSI開発研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..小宮啓義

発明奨励賞

「浙路器の操作機構」

伊丹製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..土江 瑛•宮本龍男

「空気調和装罹」

和歌山製作所

・・・・・・・・・中村 節・北 純一•石川孝治 ・谷 秀一

三菱電機セミコンダクタソフトウェア（松 五十嵐好信氏，

三菱電機エンジニアリング（掬 志賀隆司氏との共同受賞

「電子ビーム溶接機の高電圧電流」

生産技術研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•村上英信・安永政司

本社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..佐々木茂雄

「低騒音形軸流ファン」

中央研究所・・・・ ・・・． ．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．． ．．． ． ．． ．． ．． ．．．．．•大蔦勝久

中津）II製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中島倉男・岩村義巳

「超電導装置の保護装置」

中央研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・• •山田忠利 ・山本俊二

「半導体酸化膜生成方法」

ULSI開発研究所・・…••••坪内夏朗・三好寛和・三宅邦明

ーヽノ

「半導体レーザダイボンド技術」

光・マイクロ波デバイス開発研究所

．．．．．．．•生和義人・柿本昇一

北伊丹製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..仁田重之

「エアーコンディショナー用室外機」

デザイン研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 池田秀行・菊田俊成

和歌山製作所

……•••平山建ー・中村 節・倉地光教・田頭秀明

「VTRの回転制御技術」

映保システム開発研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•平沢和夫

●牡兵庫工業会 平成 4年度職域における創意工夫者表彰

兵庫県知事賞

「大型多層基板の接着方法の改善」

通信機製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山田武弘

「紫外線硬化樹脂塗布装置の考案」

通信機製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•吉田満雄

「ガリウム砒索ICの製造装置におけるウエハ割れの低減」

光・マイクロ波デバイス開発研究所

.. ......•酒井洋一•井本秀則

会長賞

「電解金メッキ工程の処理能力改善」

光・マイクロ波デバイス開発研究所

・・・・・・・・•袖野治雄・吉村克則・村山利邦

北伊丹製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•佐々 木敏臣

●兵庫県 平成 4年度技能顕功賞

光・マイクロ波デバイス開発研究所

………緒方重男•井上秀敏

●闘電気科学技術奨励会 第40回オーム技術賞

「GIS変電所事故区間検出装置の開発と実用化」

伊丹製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..高塚桂三

「高速無電解電源を搭載したワイヤ放電加工機の開発・実用化」

名古屋製作所・…… · ……•真柄卓司・弥富 剛・鶴本和夫

●牡日本コンピュータ・グラフィックス協会

第8回 NICOGRAPH論文コンテスト 奨励論文

「DSPを用いた 3次元グラフィック・サブシステム」

情報システム研究所……亀山正俊・飯塚 剛・根岸博康

●世界包装機構 '92ワールドスター賞

「省資源パッケージデザイン 蛍光ランプ」

三菱電機（株

●閲防衛装備協会協会賞

「赤外線撮像装演用高性能スターリングサイクルクーラの

研究開発」
鎌倉製作所・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...和田明文

中央研究所・・・・・・・・・・・.....................................椙本照男

三菱電機エンジニアリング（樹 竹之内 泰氏との共同受

裳

●社）トロン協会・電子機器HMI研究会

電脳デザインコンペティション '92 敢闘賞

「車載ナビゲーションシステム」

デザイン研究所・・..……••岩崎建樹・土岐結子・岡田英樹

●（柏発明協会神奈川県支部第44回発明考案展 奨励賞

「ランプ包装箱」

デザイン研究所

●独・ハノーバーメッセ事務局

独・ハノーパーメッセ '93 if賞

「ファクシミリ FA-lOC」

デザイン研究所・・ • • • ・ •・・・·・・・・ ・·・ • ・・・・・・・・ • ・ •・・・・· • • • ・ • ・ •吉田俊哉

●財）省エネルギーセンター 21世紀型省エネルギー機器・シ

ステム表彰（「省エネルギーパンガード21」) 会長賞

「暖房賂ネットワーク」

生活システム開発研究所

●中日新聞社 平成 5年度中日産業技術賞

「鏡面化放電加工機（粉末混入放電加工機）」

名古屋製作所

121 



〇牡）日本機械工業連合会 第13回優秀省エネルギー機器表彰

「低騒音汎用インバーター FREQROL-A200シリーズ」

三菱電機（株）

●財）大河内記念会 第39回大河内記念生産賞

「レーザ溶接による電動機用フレーム製作技術の開発と実

用化」

三菱電機（株）

●閲防衛技術協会 防衛技術発明賞

「ビーム走査レーダ装岡」

通信機製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・赤木治生

●社）プリント回路学会 論文賞

「熱応力解析に基づいたスルーホールの熱サイクル寿命予測」

生産技術研究所………北村洋ー・高浜 隆・星之内 進

●閲大阪デザインセンター 工業デザイン部門 入選

「ハンドドライヤージェットタオル JT-16A-50 ・ 60」

デザイン研究所

「コードレス留守番電話機 TL-SR55」

デザイン研究所

R社）電子情報通信学会 平成 4年度学術奨励賞

「分割共通バッファ型ATMスイッチLSIの開発ーバッファ

スイッチLSIの構成ー」

システムLSI開発研究所……...…...…••………•近藤晴房

「自己組織化による部品最適配阻一高速化，一部品サイズの

考應ー」

半導体基礎研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...•高橋正信

「逆合成開日レーダにおける目標の動揺周期推定誤差補償

アルゴリズム」

電子システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•岩本雅史

●社）電気学会論文発表賞

「金属異物存在下における絶縁物沿面の絶緑特性」

伊丹製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..青木 浩

「感性計測技術とその真珠品質評価システムヘの適用」

産業システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •長田典子

●社）日本機械学会研究奨励賞

「VTR用磁気ベソドの摩擦特性に関する研究」

中央研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..太田 斎

●社）日本生物環境調節学会 奨励賞

「人工光を用いた植物生産における光照射システム及び植

物生育特性に関する研究」
................................................池田彰中央研究所

●社）電気学会論文発表賞

「分散型計舞機システムのモデル化とシミュレーション」

産業システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•堀池 聡

●科学技術庁 平成 5年度職域における創意工夫功労者表彰

長官賞

「エキスパンド用エアー吹付け装岡の考案」

熊本製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•松永和人

122 

●科学技術庁長官賞 第35回科学技術功労者表彰

「衛星通信用アンテナの導波管及び衛星搭載用増輻器の開発」

遁子システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•橋本 勉

●京都府 第37回発明考案功労者表彰

「電子管用陰極」

管球製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•鎌田豊ー・佐野金治郎

「デイジタル・オーディオインターフェイス簡略化回路」

映像システム開発研究所……………石田雅之・大西 健

R松日本電機工業会 平成 5年度電機工業技術功績者表彰

会長特別賞

「小形シーケンサAlSシリーズの開発」

名古屋製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..高橋 昇・大沢 修

進歩賞

「超コンパクト屋外GTO• VVVFシステム」
長崎製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•増田博之•利田賢三

発達賞

「マルチトランスデューサの開発」

福山製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..瀬戸本範行・小）ii明則

功労賞

「トリプルセンサー付石油ファンヒーターの開発」

生活システム開発研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•菅原作雄

群馬製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・山口博志

「ダイバーシティ方式コードレス電話の開発」

群馬製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•河野実則 •松本 渉

「高速増殖炉フルコープ多目的実時間シミュレータの開発」

産業システム研究所................................•佐々木和則

制御製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•佐藤孟生

〇電気関係学会関西支部奨励賞

「免疫ネットワークによる適用スケジューリング手法」

産業システム研究所・・・・...........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•森 一之

「デイジタルカラーカメラ用肌色補正方式の検討」

映像システム開発研究所

………久野徹也・杉浦博明・藤野順一

三菱電機エンジニアリング（株 小嶋和昭氏との共同受貸

●牡静岡県産業技術協会，牲発明協会静岡支部

協会会長賞，支部長賞

「圧縮機シリンダーヘッド面取り加工刃物の改菩」

静岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・山辺義彦

奨励賞

「ルームエアコン梱包ライン形名印刷機の改善」

静岡製作所・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•佐野牧男

「業務用エアコン冷媒配管溶接組立治具の改良」

静岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•菊池不二男

「ルームエアコン試験用接続コードの改善」

静岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・増田 稔

「冷蔵庫ウレタン発泡治具固定方法の改善」

静岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•松浦義招

●兵庫県 平成 5年度兵庫県発明賞

「固体撮像索子」

半導体基礎研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・木股雅章

●牡兵庫工業会科学技術庁長官賞

「大型多層基板の接着方法の改善」

通信機製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•山田武弘
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●閲新技術開発財団 市村産業賞 貢献賞

「パイプ内面検査システムの開発と実用化」

産業システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..高嶋利夫

制御製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・植木勝也

東燃（梱 藤本純司氏との共同受買

●科学技術庁 第52回注目発明

「帰還形電界効果トランジスタ増幅器」

電子システム研究所……望月 満・高木直・浦崎修治

●牲システム制御情報学会 搭木記念奨励賞

「多陪型エージェントモデルによる知的制御システムの構築」

産業システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•・ •石岡卓也

鬱牡電子情報通信学会 論文賞

「AFully Integrated 6.25 % Pull-in Range Digital PLL 

for ISDN Primary Rate Interface LSI」

通信システム研究所……部谷文伸・牧野真也・小崎成治

システムLSI開発研究所

………近藤晴房・野谷宏美・中屋雅夫

●(ネi)日本塑性加工学会学会賞 三井精密技術賞

「VTR用部品の精密コイニング技術の開発」

生産技術研究所

……•••岡崎康隆・角 正行・小田拓嗣・川日憲治

〇牡）日本材料学会技術賞

「液晶ポリマーの薄板射出成形技術開発とスピーカー振動

板への適用」

材料デバイス研究所••…••..…•••……馬場文明・村上 治

郡山製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..原 宏造

●牡）電気学会

電気学術振興賞 進歩賞

「世界初500kV変電所エキスパートシステムの開発実用化」

伊丹製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..前）II 洋

電気学術振興賞 論文賞

「ハイパーシミュレーションによる系統現象の理解支援蝶境」

中央研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...植田孝夫・西田正吾

●牲溶接学会平成 4年度溶接技術奨励賞

「溶接機器の開発及び溶接製造技術の開発」

名古屋製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・後藤 徹

鬱社）日本伝熱学会

森広夫学術賞

「三次元重ね合わせ法によりモデル化したあらい表面にお

ける複写の散乱」

中央研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・加賀邦彦

技術賞

「熱流体シミュレーションによる空調室外機設置環境予測

技術と高層ビルヘの空調室外機各階分散設置技術」

中央研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・古藤 悟

本社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山中昭郎

和歌山製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・知久道明

●牲高温学会平成 5年度論文賞

「熱放射計測によるアーク溶接部の温度測定(I)溶接部の熱

放射特性について」

生産技術研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•森安雅治

〇社）テレビジョン学会

丹羽高柳賞論文賞

「33型パルスメモリ一方式放電パネルによるハイビジョン

表示」

映像システム開発研究所

………大西宏・辻雅之・山口典之

技術振興賞 開発賞

「ハイビジョン静止画ファイルシステムの開発」

三菱電機昧

●お発明協会平成 5年度全国発明表彰

内閣総理大臣発明賞

「高感度赤外線固体撮像装置の発明」

半禅体基礎研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•・ •木股雅章

発明実施功績賞

「同上の研究開発の推進・実施の功績」

三菱電機昧................................................ ~じ岡隆

発明賞

「車椅子乗用踏段付エスカレータの発明」

稲沢製作所………………石田松彦・後藤茂・浅野勝

本社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...井上証策

〇柏画像電子学会 '92技術賞

「算術符号搭載高速高画質ファクシミリ MELFAS Flの

開発」

パーソナル情報機器開発研究所

…瀬政孝義・今中良史•田部直人・小野文孝・木野茂徳

●牡画像電子学会 学会誌100号記念論文賞

「マルコブ情報源のエントロピ符号化

一算術符号化処理の必然性とMELCODEへの適用ー」

パーソナル情報機器開発研究所……••…………•小野文孝

●閲小平記念会 平成 5年度小平記念賞

「世界初500kV変電所エキスパートシステムの開発実用化」

伊丹製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..前）,, 洋

「ハイパーシミュレーションによる系統現象の理解支援環境」

中央研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...植田孝夫・西田正吾

●勅大阪デザインセンター 工業デザイン部門 入選

「ファクシミリ FA-SlOC」

デザイン研究所

●牡国際溶接学会 第 2回グランジョン賞ー論文賞

「CreepRupture Strength of Brazed Joint and Influence 

of Brazing Clearance on the Creep Rupture Strength of 

Brazed Joints」

生産技術研究所．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•久森洋一

●R&Dマガジン社 1993年R&D100賞

「Facsimilewith Arithmetic Coding "MELF AS Fl''-FA 

9050」

パーソナル情報機器開発研究所……小野文孝・瀬政孝義

通信機製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..金田 優

●勅電気技術奨励会第16回大山松次郎賞

「高感度・高解像度実時間赤外線撮像装罹の開発・実用」

鎌倉製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...瀬戸俊樹

半導体碁礎研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..油谷直毅

電子システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•..…......•若林 諭
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三浚スペース・ソフトウェア（*朱） 鹿島 孝氏との共同受

買

●通商産業省 平成 5年度グッド・デザイン賞

「ペンコンピューター AMITY」など20点

デザイン研究所

●アジア包装連盟 '93年アジアスター賞

「省賽源パッケージデザイン 幽光ランプ」

三菱屯機（株）

•社）発明協会 平成 5年度関東地方発明表彰

発明奨励賞

「屯子管用陰極」

材料デバイス研究所……斎藤正）＼ •福山敬ニ・渡部勁二
管球製作所・，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，鎌田殷ー・佐野金治郎

「アンテナ測定法」

電子システム研究所・・・••…......…·…片木孝至・真野清司

「分岐禅波管形方向性結合器」

屯子システム研究所

………宮崎守泰・石田修巳・儀田賜次

岡山理科大学 武田文雄教授との共同受'ft
「ディジタル波形整形フィルタ技術」

通信システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•村上圭司

●日本経済新聞社 1993年度優秀先端事業所賞

「ULSI開発研究所 ULSI開発棟の建設」

三菱届機（株）

・社）情報処理学会 第46回全国大会奨励賞

「統合ネットワーク管理システム MELMAN AGER 

-OSI管理によるLANドメインの管理ー」

コンピュータ製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..三浦健次郎

「VirtualOfficeのためのオブジェクト指向型オフィス記述

モデルとプロトタイプシステムの実現」

産業システム研究所...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高田秀志

124 

●（約発明協会 平成 5年度中部地方発明表彰

発明奨励賞

「レーザ加＿●l_．．装附」

名古屋製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..金）原好秀・木谷 ）店

●（初発明協会平成 5年度中国地方発明表彰

広島県支部長賞

「阿路遮断悩の他磁装岡」

介晶lll 慇~1乍ii)f・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『暴JI ： 洋

●初日本プラントメンテナンス協会 93年PM優秀事業場賞

「ボ業場の仝ての設備についてメンテナンス体制を確立し

生産性の向上を実現」

静岡製作所

●（初発明協会 平成 5年度関東地方発明表彰

群馬県支部長賞

「屯熱線自動接続装骰」

群馬製作所................................................ JI I島和}I!.

「石油ファンヒーター」

群馬製作所・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•三好逹夫

三蕊屯機エンジニアリング（恥 森田清司，寺内利和，ニ

見文吉氏との共同受買

発明奨励賞

「空気調和機の温熱感兌自動制御」

静岡製作所

…梅村博之•松田謙治・手塚輿文・磯野一明・石岡秀哲

生活システム開発研究所..・・・・・・・・・・・..原 正規・摩：，：原作雄

噂潤形Il:^縮機」

静岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・山田秀彦・忠 ］i．雄

「冷凍冷蔵庫」

静岡製作所・・・............................................•/Jヽ西広黎

「酸索アラームの開発」

生活システム開発研究所

・・・・・・・.,吉IIl 陥•長谷Jll知治•藤井 学
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OIIt界最益性能の内部改質溶雌炭酸塩町＇！燃料屯池

◎12ビット100kFLIPSファジ一推論フロセッサ

cハイパーメディア技術による図Ifli1礼恨検索システム

oc幣デュアルビーム地球），9iアンテナ
<11 l. OOOkV (UHV)送変屯機料

〇東如し）」（仰川崎給如叶納め設備総合(1動化システム

0 19［変辿揚水発屯システムの間発と北洵追'，li:J]（欄祈見発・，ド）所への適／ll
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〇硲栢細リアプロジェクタ LVP-2000X 3 R 
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〇ガウスコア共振器による）(I|径高比束レーザビームの発振技術

0スラフ塵 YAGレーザで1,400Wのlit界最高出力を逹成

Rlgi f法ウラン涙縮Illレーザシステム

Rシンクロトロン放射光装；府の稼働

〇放射線1'応芹総合研究所納め屯粒子線がん治祝装附高エネルギービーム愉送系

Rフリーピストン刑ヴィルミエヒートポンプ

Rアンモニアー水吸収式ヒートポンプ

R小型冷凍機による伝袢冷却高温超屯導マグネット

@200V 級，ii温超·，じ府薄II葵限流索f—

OGIS絶緑スペーサの沿面放虚過程の解ll/j

0アーク磁気駆動解析技術

I. 2 電子商品 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • ・ •・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· •・・・・・·・・・・・・・・・・ (30)

R倍密度 90mm光磁気ディスク対応小型光ヘッド

R,ti SN比・広僻域，；じ鉢用シールド磁氣ヘッド）j式

OMEテープの磁化解析技術

I. 3 情報処理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・---・・・・・・・ ・・・・・・・・・(31)

0)I.ツ］網）l葵チップ内1歳インテリジェントカメラ

RRAID5・ディスクアレー装附

R行）！‘;認識・合成による斉Iiiメディア変換技術

0道路交通シミュレータ VETRAC

〇オプジェクト指向技術に山炉つく保守梢報管理システム

R'9じ子メールでのセキュリティ技術

I, 4 通信 ・・ー・・・・・・ • ・ • ・ • ・ • • • ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--(33)

@SDHlOGbpsインタフェース LSI

R航空機搭載ライダII]レーザ送信器

0広僻域分布形FETスイッチ

0ディジタル移動体通信用 900MHz・H}高効率．低ひずみ FET増輻器

0移動体通信用はしご形SAWフィルタ

I. 5 電子機器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・................................................(34) 

RW,：芥MMIC一体化送受共用反射鏡アンテナ

Rマルチビーム合成llfll□1レーダ

I. 6 電子デ／ゞイス ・材料技術 ・・・・ • ▼・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • ・ • ・ • ・・・・・・・・・・・・・(35)

@SOI/DRAM 

R高速64ピット BiCMOS加邸器

0差動屯圧／ディジタル変換liil路を用いた

高速・低ii’jt加じ）］10ピットA/D変換器

@60GHz幣低雑音 HEMT

◎X線マスクの徴細加工技術

R高感度屯子線レジスト

R二次元屯極形状におけるトンネル軍流の数値解析技術

Rオートホワイトパランス IC(AWB-IC)用カラーフィルタ材料

＠屯子デバイス実装桔板はんだ接合部の熱疲労解析技術

R高温詔屯母屯流リード

R巨大磁気抵抗効果人工格子膜

R核紬合実験炉用 Nb3Sn超屯蒋線

〇半導体封止成形の三次元流動解析技術

R光・熱硬化型エポキシ樹脂ポッティング材

I. 7 生産技術／評価 ・診断技術 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(40)

0全自仙レーザ!LB装閻

R超徴細ピッチ多ピン LS]のプリント碁板実装技術

R械産用 !CB成II促装附

@XAFS解析技術

〇接杵・リベット併用接合法による配屯盤

0熱・流体lill路網法による汎j[l熱・流体解析ソフトウェア

2 電力及びエオ ぐ
、ルキー関連機器・ンスナム99 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 ●......,...,,.... (42) 

2. I 発電，......,,.,,,,,..,........,....,,.,,,,,,,.,,,...........,,●...........,,,,..,,(43) 

〇原子）J発屯プラント

R統合制御監視システム MELTAC-CJ 

0原子）J発屯所向け運転パラメータ管：理システム

0)し州・，じ）J（梱玄海 3号機向け腎報処附支援システム

R四国屯）J（悧伊）j^1, 2, 3号機向け放射線総合管理システム

0)gi f炉制御枠駆動装；；I[のイは号波形診断システム
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〇火）J発屯プラント

0 タービン発虚機

〇火）J発屯運転員訓練Iijシミュレータ

0中部屯）J（掬奥芙涙発屯所向け 3,4号 279MVA/271MW発地屯動機

R愉出向け発屯主阿路用相分離母線(IPB)

0小型）く助磁池システム低圧系統連系保護装骰

2. 2 送変電 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・..,,...... (47) 

R四国屯力（悧伊方原子力発虚所納め550kVGIS 

0中部虚力（掬股根l}lll判所納め GIS部分放屯位骰標定システム

0送屯用避雷装附10,000相納入逹成

0中部屯力（掬松ケ枝変電所向け 275kV, 400MV A位相調整器

2.3 受配電 ・・・・・・・・.........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(48)

0ピル受氾用大容枇自冷式ガス絶緑変圧器

〇コンパクト SNW用ガス断路器直結ガス絶緑変圧器

〇磁気遮断器更新用真空遮l折器のシリーズ化

◎高機能テ’イジタルリレー搭載低圧気中遮断器

0使用屯力拭表示端末

0高速ノーリンギング T-NCU

0無線方式自動検針システム

3. 産業及びFA関連機器・ システム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(51)

3. I 産業・民生用電機品 ・・・・・・・・・・...............................................(52) 

R三蕊煎工業（掬高砂製作所納め6,000kW2極高速大容批三相誘禅屯動機

0高圧非常用ディーゼル発誼設備(KGシリーズ）

oz形モータコントロールセンター
0モータコントロールセンターモニタリング装岡 CDLMASTER 

R工業用ミシン駆動装骰リミサーポ XBシリーズ

0密閉盤冷却用脱フロン形ヒートパイプ式熱交換器

0放射線治僚計画装置 RPS700U

3. 2 計測・制御システムと関連機器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(54)

R無効屯力補償形サイクロコンバータ

0三淡統合情報制御システム

MELTASオペレータステーション OPS450・ OPS650 

〇屯子式デマンドメータ，デマンドメータリレー

O'，じ子式週間タイムスイッチ

3.3 FAシステムと関連機器・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．，．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．....(55) 

0小型ビルディングプロックタイプFAコントローラ LM610

R高機能・高性能シーケンサ MELSEC-AnU

Rコネクタ入出カタイプのシーケンサ FX2cシリーズ

0小容批多軸位附決めコントロールシステム

Rマイクロシーケンサ市場向け 2軸位骰決めユニット E-20GM

R小型産業川ロポット Eシリーズ

〇ビジョンデパレタイズシステム

3.4 汎用電機品・・・..................................................................(58) 

0汎）ll・大容批トランジスタインバータ MELTRAC-Aシリーズ

Rインバータ駆動専・用新形定トルク屯動機シリーズ

0小）i!J三相モールド屯動機

0新形クーラントポンプ

eNEW Super漏屯アラーム遮断器 NF50-ZSF-NF400-ZSF 

4. ピル／公共関連機器・システム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(60) 

4. I 昇降機，．，．．．．．，.................・................................................ (61) 

0小型エレベーター新コンパクト 4

R海外向け特注形エレベーター GPMシリーズ

R空港JIJカート搭載エスカレーター

4. 2 ピ）レ管理システム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..................●.........(62) 

R横浜ランドマークタワー向けセキュリティシステム

0三姿ビルセキュリティシステム MELSAFETY-ClOO

0インテリジェントビルシステム MIBASS製品群の一新
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〇ビル管理システム MELBAS-AlOO,500, 1000 

〇ビル管理システム MELBAS-A2000 

〇ビル管理システム MELBAS-AD

•B/NET 照明・検針インタフェースプロセッサ

01.I1容賊無倅屯屯源装；l'tMELUPS8400V 

4, 3 ピ）レ用照明，．"""●● ● 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9,．．．．．．，． 9 9 9 9 9 9,．， 9 9,．．．,．．．．．，．,．．（6 4) 

0小型・軽鼠・省施工の

ユニット形直付けHf幽光灯器具 Hfベーシックライン

〇照明制御システム SUPERMELSAVE 

@B/NET照明制御システム

4, 4 ピ）レ用空調，． 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 • 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 • 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 ●............ (65) 

0氷蓄熱ヒートポンプパッケージエアコン SEHシステム

〇コンパクト墜掛形パッケージエアコン PKH-35-SOFK, FL 

eスターリングエンジンヒートポンプ

＠床置ビルトイン形ロスナイ

0業務用ロスナイ マイコンPタイプシリーズ

0個別分散空調機用集中コントローラ MJ-lOORTR

4. 5 ピ）レ用映像，・・ • 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 ● 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 (67) 

0大型映像装骰オーロラビジョン Markll・ HB 

0防災AVワークステーション

4. 6 公共設備， 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 • 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 • 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 • (6 8) 

0富山県防災情報システム

0下水舒色放流水脱色用オゾン高度処理システム

0ダム梢報処理設備

0雨水流入絨予測・ポンプ運転支援システム

:: I交通気鉄道 ・ ロ
0磁気浮上式鉄道

0鉄道車両用主屯動機

0車両用プレーキ装四

0新幹線屯車用屯機品

0駅定位置停止装骰

OIGBT高周波リンク方式 DC/DCコンバータ MELSIV-D400シリーズ

0車両用空気調和装置

0新型定期券発行機 MELPAS-G

0列車運行管理システム

R東海道・山賜新幹線向け運転整理支援システム

5. 2 自動車・・・..,,,,,,..,,..,,●,,,,..,.,,.,,,●●,,,,●,,.,,..,,.....,,,,.,,,,,,,,.,,,,,, (74) 

R電気自動車用駆動屯動機

0屯気自動車用駆動制御装置

0屯気自動車用車載充虚器，屯動パワーステアリング装骰

0マーチ用 NCVTシステム

0車載用電子制御装骰の故障診断用テスタ MUT-11

0三淡自動車工業RVR車用方位計

0自動車用 4コーナ型超音波式コーナセンサ

0自走式ゴルフカート

6． 半導体と電子デ／ゞイス，．．．．．，．．．．．．．．．，．．,,.....................,..............(77) 

6. I 集積回路，..,..,..............,..........,.......................................(78) 

016Mビット DRAM第二Ill：代300mil版を製品化

0 4 M ビット (X16)キャッシュ DRAM

113.3V動作品 4Mビット DRAMシリーズ

0骰換自 Î、J.1度の高い分散配閥型の冗長構成を適用した

低消骰屯力版4Mピット SRAM

〇ワードワイド lMピット低叫鱈力 SRAMM5M51016Aシリーズ

0 3V)ii-'，じ源 DINOR型フラッシュメモリ

0プロックil'i去可能な自動消去・自動許込み機能内蔵

4Mピットフラッシュメモリ
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0高性能新16ビットマイクロコントローラ M16/10

0フラッシュメモリ内蔵16ビットマイコン M37710F4 BFP 

1192Kパイト ROM内蔵自動車用

16ピットワンチップマイコン M37782ECTX X X FP 

0晶耐圧ポート内蔵VTR!ll

ソフトウェアサーポマイコン M37775M5 AX X XGP 

0 4ピットマイコン M34540M8 X X X FP 

e0.8μmCMOSセルベースICM653X Xシリーズ

o0.8μmCMOSエンベソデッドセルアレー

●高密度 SRAM内蔵ASIC

〇テスタスキュー検証機能付き Verilog-XLRデザインキット

0大規模ゲートアレー川設計システム

0セルベース設計用データパスジェネレータ

•CMOS ゲートアレー用マクロセル自動生成技術

OASICテストデータ邸速生成プログラム

●第二世代MUSEデコーダ用 LSI

0国際規格JPEGベースラインシステム準拠のカラー画像

圧縮・伸長 LSI

0モニタディスプレイ用 OSDコントローラ M35042X X X SP 

0ファクシミリ用画像処理コントローラ M66334FP

0 8KワードX10ビット高速ラインメモリ M66255FP

e H.261/MPEG対応動きベクトル検出 LSI

0 3V動作10ビット5OMサンプル／秒 CMOSD/Aコンバータ

0移動体通信用デュアル PLLIC M64086GP 

6. 2 半導体素子， 9 9 ・.，．，．，．． 9 9 9 9 9 9 • 9 ● ● ● ● 9 9 9 9 9 9 • • • • 9 9 9 9 9,．．．． 9 9 9 9 9 9 9.  • • 9 9 9 9 9 9 9 9 9,．．．．・ (87) 

0ディジタル携帯電話用 GaAsFETモジュール

0第二世代コードレス屯話用 GaAsMMICMGF7122, MGF7051 

•SiMOS VHF/UHF帯超小型携帯無線機用混成梨積回路

0位相シフト法による GaAsMMIC用0.35μmゲート形成技術

0光インタコネクト用半導体アレーレーザ

0ファイバアンプ励起用高出カレーザ(1.48μm,llOmW) 

0光サイリスタ点弧用高出力半導体レーザ

0第三世代インテリジェントパワーモジュール

0世界最大容拭インテリジェントパワーモジュール

PM600HSA120 (1, 200V, 600A) 

0大容拭ゲートターンオフサイリスタ (GTO)

0大容批・高耐圧 IGBTモジュール CM400HA-34H

0第三I止代MP-3外形ストロポ用 IGBT

0薄膜Si太賜電池

6. 3 電子デ／ゞ イス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(91)

OLANカード MFO A-002A 1 Fシリーズ

OFAX／モデムカード MFO B-002A 1 Fシリーズ

0低池圧動作SRAMカード

0エアバッグ用半群体加速度センサ

7． 宇宙開発と衛星通:~:::::::::::::::::::::::::::::: ・ (93) 
7, 1 衛星関連 (94) 

• INTELSAT-VIII搭載用ヒートパイプ

0展間アンテナ鏡面

0地球観測プラットフォーム技術衛星

0地球観測プラットフォーム技術衛星搭載衛星IIil通信用アンテナ

0地球観測プラットフォーム技術衛星直接伝送系

•ADEOS 搭載 X 幣 40WSSPA

•ADEOS 搭載用高性能可視近赤外放射計エンジニアリングモデル

7. 2 宇宙基地・宇宙機関連．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・(96)

0液滴の静屯浮遊実験に成功

OETS-VIlランデプ・ドッキング実験系

7.3 衛星通信地球局・天体観測．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・(97)

os僻12W固体化屯力増輻器

R硲辿プリアンプルレスモデム

0ファクシミリ信サ復調多煎機能付きデイジタル阿線多重化装附

8. 情報と通信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・~．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．~・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (98)

8. I 無線通信システムと機器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(99)

0海外向けアナログ新型携幣虚話機 MT-89x

0マイクロセル自動車屯話基地局 Molecule

0筒易型携幣屯話システム基地局装骰

0新型 800MHz{l} MCA移動局装岡

0ディジタル MCA中継制御局装閥

8. ？ 有線通信システムと機器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・，．．．．．．．．．．．．．．．．．．（100)

e 622Mbps HDTV光伝送システム

@ 156Mbps光映像伝送装四

0小容ilt光端局装骰

R光海底中継器囮路

0大容批CT/RT

◎マルチメディア多煎化装rltMX7200シリーズ

〇モデム感兌で使用できる対向型ディジタル多重化装骰 MX-7250A/T

0広帯域オーディオコーデック

R国際標準 16kbpsLD-CELP脊戸コーデックモジュール

e事業所用コードレス交換機 MELSTAR ES2700R 

@FAX-OCR内蔵型 FAXメール装附 MELFANETlOOO 

OFAX入力対応の高精度手苦き文字認識技術

R画像の領域判定に基づく高品位適応2値化処理技術

＠新感党ビジネスパーソナルファクシミリ FA-SlOC

8. 3 コンピュータシステム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(105)

El apricotワークステーション XEN-LSII

111 apricotワークステーション XEN-PC

〇ノートプックパソコン apricotNOTENSシリーズ

〇クライアント／サーパシステム用

業務アプリケーション開発支援ツール OPENBUILDER

• MicrosoftR Windows TM対応の自動実行コマンド TEAMWORKER 

0オフィスコンピュータ MELCOMSOシリーズ GS700/10

0日本語文によるデータベース検索

0高信穎化を追求した

エンジニアリングサーバ． MELCOMME/SSOOOシリーズ

〇エンジニアリングワークステーション ME/RISCシリーズ

8.4 周辺 ・端末機器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(108)

@T3200 POSターミナル

0オンラインカット紙プリンタ M8320

0カラーマッチングユーティリティ

e高精細ハードコピー画像圧縮伸長技術

9. 映像情報関連機器・ システム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(110)

9. I 映像 ・音響機器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(111)

036インチワイドテレビ36W-CZ55

0業界初， 42インチシステムテレビ JUM-4201A

0ディスプレイモニタ管用低反射コート K-COATING

0大口径ハイプリッド投写レンズ

0ハイピジョン対応カラービデオコピープロセッサ SCT-CPlOOO

〇ピデオ及ぴデイジタルインタフェースを搭叔した

カラービデオスキャナ GS-1000

〇ズームレンズ内蔵業務用カラーピデオカメラ CCD-200

0小型高性能スピーカー DS-1002

9. 2 映像情報システム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (113) 

0順次走杏 HD静止画ファイル装罰

0ハイビジョン衛星伝送システム

0大型観光パスJ1]スピーカーシステム
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I 0. 家電関連機器・システム

1 0. I 家庭用電気品・・•~-~~:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
(1 15) 

(1 1 6) 

〇什油ファンヒーター Eシリーズ

〇ハイパワー＆低騒行の屯気柚除機

R＇,じ ffi}j給湯式マイコンジャーポット

R水を使わずカラッと焼きじげるキッチングリル

c使い勝手か簡車，使利なふとん屹燥機

0人のイi在）j向を検出する人体検知センサ

I 0. 2 i主設 •HA 機器・・・·················································・・・・・・・・•.. (118) 

〇生活演出形！！（｛11/j料具 IDシーリング Z:vlZ, ZMP 3 

0,;＇り気密・ liiliji熱・遮 ìf施 I・，ダウンライト

o fJIl湿付きロスナイ

0超，iili{fi-‘む）IJ挽気・空，Jil)Il1廿外端木部材’'エクステリアハネル＂

0比令住宅）IJHAコードレステレホン HS-150

〇コードレス留守番屯活機 ’l̀LSR7(）
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昇降機

l OSピル

大阪・梅田の一角に “OSビル’'が誕生し

た。シネラマOS劇場とその周辺土地の活

性化を図るための再開発プロジェクトとし

て恙工し，地上l9階，地下2階，高さ88m

のビルとして完成した。エレベーター7台，

エスカレーター6台の計l3台設猶され，中

でも高層用エレベーター3台のかご室の天

井は3.8mと非常に高く，シンプルで開放感

のあるデザインとなっている。

( BIG STEP 

大阪の繁華街“ミナミ’'のアメリカ村に

ショッピングセンターやカルチャーセンタ

ーなどからなる複合ビル‘‘巳IG8丁EP"

が完成した。建物は中央に広場を設け，国

内でも類をみない可動式屋根の様式になっ

ている。なお，広場には3台のオープン形

展望用エレベーターが設置されている。か

ごは円形を強調したシンプルなデザイン

で，広場のシンボルとして楽しみのある空

問を演出している。

l横浜ランドマークタワー

照明

横浜ランドマークタワーは，みなとみら

い21地区に位置し，地下4階，地上70階，

高さ296mの日本一の超高層で，オフィス，

ホテル，ショッピングの機能を併せ持つ。

l ~48階のオフィスゾーンの窓際のブライ

ンドボックス部には40W1灯トラフを設置

し，夜問の窓際の暗さを補い，併せてライ

トアップ効果を出した。 50-70階のホテル

ゾーンの建物の四隅りょう（稜）線には40W

l灯トラフを一辺に200台設饂し，建築物の

夜景を引き立てている。オフィスゾーン，

ホテルゾーンの窓から漏れる光と，四隅稜

線に設置した光の数々は，それぞれの色温

度と耀度の光のバランスが夜空に宝石が輝

くような美しさを見せている。

3浦和市駒場競技場

Jリーグのレッドダイヤモンズのホーム

スタジアムとなったことから，競技場に設

置された照明塔はサッカーボールの5角形

をモチーフにデザインした。プロサッカー

の競技及びテレビ中継に必要な照度を前提

に，サッカーその他の多目的利用も考慮し

た上で， 3段階照度(l.5001x,BOOlx, 300 

Ix)を設定した。照明器具は，サッカーコ

ート内の照度を均ーにするよう，狭角形と

中角形の2種類の耐食型丸形投光器を採用
し，また競技場周辺に民家が多いため，競

技場外への漏光を極力抑える配虐をした。

2山形新幹線山形駅

山形新幹線の開適に伴い北の玄関口とし

て，山形駅が全面改装した。プラッ トホー

ムの天井は，すべて二重天井となっており，

随所にトップライトを設けてある。中央コ

ンコース広場は吹き抜けとなっており，壁

面は外光を取り入れられるようガラスが波

形に組み合わされている。天井には400Wメ

タル八ライドランプダウンライトを配し，

lOOWメタル八ライ ドランプ投光器で吹き

抜け壁面を照射，広場中央は山形の特産品

である ‘'さくらんぼ’と ‘‘蔵王の山並み'’

をイメージした閻接光＋直接光の250W日

QIランプ使用のポール灯を設置した。

4ザ・プリミアクラブ

ザ ・プリミアクラブは，都内でも最もイ

ンターナショナルな表情を持ち，港区のほ

ぽ中央に位置している。最先端のスポーツ

クラブとして，モダンで洗練され，格式の

あるイメージの施設である。各空間はソフ

トでまぶしさの少ない間接照明で構成した。

プールでは，天井面を明る＜するととも

に，間接光によってプール面及びプールサ

イドにも十分な明るさを確保するよう高い

演色性と色温度の250W日QIランプのアッ

パーランプを高さ2.Imの柱の先喘上部に

取り付け，丸形にテザインされた天井が均

ーな明るさになるように照射した。
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